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最
近
の
お
も
な
出
来
事

11
月
３
日
（
金
）
文
化
の
日

▽
「
さ
か
も
と
国
際
児
童
画
展
」（
〜
19
日
、
八
代
市
坂
本
町
７
施
設
）

11
月
11
日
（
土
）

▽
ひ
と
よ
し
産
業
祭
（
〜
12
日
、
人
吉
市
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
）

11
月
12
日
（
日
）

▽
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
人
吉
（
Ｊ
Ｒ
人
吉
駅
前
広
場
）

11
月
19
日
（
日
）

▽
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
今
期
最
終
運
行
お
見
送
り
（
人
吉
駅
）

▽
や
ま
え
産
業
振
興
ま
つ
り
（
山
江
村
役
場
前
広
場
）

11
月
23
日
（
木
・
勤
労
感
謝
の
日
）

▽
八
代
妙
見
祭
（
22
日
〜
、
妙
見
宮
及
び
市
内
一
円
）

▽
第
71
回
犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭
「
音
楽
の
ひ
ろ
ば
」（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
）

11
月
24
日
（
金
）

▽
人
吉
労
音
例
会
「
水
谷
川
優
子
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
」（
人
吉
市
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

11
月
25
日
（
土
）

▽
さ
が
ら
産
業
文
化
祭
（
〜
26
日
、
相
良
村
総
合
体
育
館
一
帯
）

▽
第
12
回
合
唱
祭
く
ま
が
わ
（
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
）

11
月
29
日
（
水
）

▽
求
麻
郷
土
研
究
会
11
月
例
会
「
第
38
回
庚
申
祭
」（
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
遍
照
寺
）

11
月
30
日
（
木
）

▽
ひ
と
よ
し
・
く
ま
市
民
劇
場
例
会
「
俳
優
座
『
十
二
人
の
怒
れ
る
男
た
ち
』」

（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

12
月
３
日
（
日
）

▽
第
50
回
人
吉
市
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会
（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

今
月
の
一
言

　『文
読
む
月
日
』（

　
　
　
　

   

）
よ
り

　
わ
ざ
と
ら
し
い
態
度
や
一
風
変
わ
っ
た
態
度
、
こ

と
さ
ら
人
目
を
惹
く
よ
う
な
態
度
を
い
っ
さ
い
避
け

る
が
よ
い
。
率
直
さ
ほ
ど
人
々
を
接
近
さ
せ
る
も
の

は
何
も
な
い
。

表
紙
写
真

　

　八
代
市
宮
地
町
「
悟
真
寺
」
に
て

　市
指
定
有
形
文
化
財
で
征
西
大
将
軍
懐
良
親
王
の
菩
提
寺
で

あ
る
「
悟
真
寺
」。
秋
の
終
わ
り
に
な
る
と
、
も
み
じ
と
銀
杏
の
葉

の
鮮
や
か
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
綺
麗
な
所
で
す
。
落
葉
が
始
ま

る
と
参
道
は
黄
色
い
絨
毯
の
様
に
な
り

ま
す
。
静
寂
な
境
内
で
す
が
参
拝
者

や
家
族
連
れ
、
そ
し
て
俳
句
な
ど
を
嗜

む
人
と
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

撮
影
／
平
岡
健
三
（
八
代
市
）

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北

御

門

二

郎

訳
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巻頭言

　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
熊
本
︱
人
吉
間
を

走
る
蒸
気
機
関
車
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」

は
11
月
19
日
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
運
行

を
終
了
。
人
吉
駅
で
は
大
勢
の
観
光

関
係
者
ら
の
見
送
り
を
受
け
、
来

春
再
会
の
期
待
を
胸
に
出
発
し
た
。 

　

同
列
車
は
毎
年
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
熊
本
︱
人
吉
間
を
１
日
１

往
復
し
て
い
る
が
、
冬
場
は
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
運
行
を
止
め
て
い
る
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
３
月
18
日
に
運

行
を
開
始
。
乗
客
約
３
万
人
。
全

国
で
も
唯
一
の
石
造
り
機
関
車
庫
が

１
０
０
年
前
の
姿
に
戻
り
、
Ｓ
Ｌ

人
吉
と
の
共
演
に
大
勢
の
鉄
道
フ
ァ

ン
を
喜
ば
せ
た
。 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

　

11
月
12
日
に
は
Ｊ
Ｒ
人
吉
駅
前
広
場
で

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
人
吉
」
が
開
催
さ
れ
、

肥
薩
線
開
通
の
１
０
０
年
前
を
再
現
。

当
時
の
衣
装
、
着
物
姿
で
乗
客
ら
観
光

客
を
も
て
な
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
運
行
に
合
わ
せ
た
18
〜

19
日
に
は
、人
吉
駅
前
通
り
で「
マ
ル
シ
ェ
」

も
開
か
れ
、大
勢
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
た
。

ま
た
来
春
！　
Ｓ
Ｌ
人
吉
最
終
運
行

人吉観光応援団「相良藩・吉組」は線路脇から盛大に見送った（11月19日）

ノスタルジック人吉（11月12日）

　
　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
死
ん
じ
ゃ
っ
た
っ
て
。 

　

桃
太
郎
、
舌
切
り
雀
、
花
咲
か
じ
い
さ
ん
、
か
ぐ
や
姫
、
一
寸
法
師
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
す
べ
て
子
供
に
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
老

夫
婦
の
物
語
だ
。
そ
の
老
夫
婦
が
、
突
然
、
子
供
・
ペ
ッ
ト
を
授
か
る
。
老
夫
婦
は
狂
気
す
る
が
、
し
だ
い
に
雲
行
き
が
怪
し
く
な
る
。

鬼
退
治
に
で
か
け
る
と
言
い
だ
し
た
り
、
都
に
で
て
出
世
し
た
い
と
主
張
し
は
じ
め
る
。
年
頃
に
な
っ
て
も
、
な
か
な
か
嫁
に
い
か
な

い
し
、
他
人
か
ら
理
不
尽
な
イ
ジ
メ
を
受
け
た
り
も
す
る
。

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
は
無
条
件
に
か
わ
い
い
。
そ
の
ま
ま
で
い
て
欲
し
い
と
思
っ
た
り
も
す
る
。
し
か
し
赤
ち
ゃ
ん
は
い
ず

れ
成
長
す
る
。
そ
れ
は
両
親
の
喜
び
に
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
子
供
た
ち
が
両
親
の
意
の
ま
ま
に
育
つ
わ
け
で
は
な
い
。
い
つ
の
ま

に
か
遠
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
時
も
あ
る
。
子
供
に
は
固
有
の
人
生
・
独
自
の
生
活
が
あ
る
。
そ
れ
は
、当
然
の
結
果
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

親
と
し
て
は
、
ど
こ
と
な
く
、
さ
び
し
い
。

　

浦
島
太
郎
に
は
父
親
は
登
場
し
な
い
。
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
母
親
が
女
手
ひ
と
つ
で
浦
島
を
育
て
た
よ
う
に
み
え
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
浦
島
の
母
は
苦
労
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
浦
島
の
行
方
が
知
れ
な
く
な
っ
た
と
き
彼
女
は
な
げ
き
悲
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
子
供
が

突
然
、
行
方
不
明
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
は
親
に
と
っ
て
、
と
て
つ
も
な
い
悲
し
み
だ
。

　

子
供
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
親
も
歳
を
重
ね
、や
が
て
、老
人
に
な
り
人
生
を
終
え
る
。
子
供
は
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら
少
年
・
少
女
に
な
っ

て
、
成
人
し
、
親
の
世
代
に
な
り
、
そ
し
て
老
人
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
の
歴
史
は
人
間
の
循
環
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
日
頃
、

そ
れ
を
意
識
し
な
い
。
世
の
中
は
師
走
で
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む
の
も
い
い
け
ど
、
せ
っ
か
く
の
年
末
、
そ
う
し
た
人
生
の
循

環
を
考
え
て
も
悪
く
は
あ
る
ま
い
。
山
崎
佐
保
子
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
死
ん
じ
ゃ
っ
た
っ
て
』（
幻
灯
舎
文
庫
）
を
読
み
、
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
た
。
こ
の
小
説
に
は
映
画
版
に
は
な
か
っ
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
胸
の
う
ち
が
書
か
れ
て
い
る
。
や
さ
し
い
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
春
秋
）
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熊
本
県
は
11
月
22
日
、
八
代
港
を
ク

ル
ー
ズ
船
の
拠
点
化
に
向
け
た
整
備
計

画
を
策
定
し
た
。
計
画
で
は
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
目
標
を
20
年
度
に
年
１
０
０
回
、

そ
の
後
10
年
以
内
に
年
２
０
０
回
と
す

る
目
標
を
掲
げ
た
。

　

計
画
に
よ
れ
ば
、
拠
点
区
域
は
港
南

の
角
地
の
約
16
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。
国

は
最
大
22
万
ト
ン
級
ク
ル
ー
ズ
船
が
着

岸
可
能
な
専
用
岸
壁
を
造
成
、
熊
本
県

は
１
２
０
台
以
上
の
大
型
バ
ス
に
対
応

可
能
な
駐
車
場
の
設
置
、
ク
ル
ー
ズ
船

会
社
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ク
ル
ー

ズ
社（
Ｒ
Ｃ
Ｌ　

米
フ
ロ
リ
ダ
州
）は
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
集
客
施
設
を
整
備
す
る
。
同

社
は
整
備
費
用
の
回
収
の
た
め
40
年
間
・

年
間
１
５
０
日
、
専
用
護
岸
の
優
先
利

用
権
を
認
め
ら
れ
た
。

課
題

　

専
用
護
岸
、
駐
車
場
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
設
置
の
整
備
と
は
別
に
、
さ
ま
ざ
ま
課

題
が
残
っ
て
い
る
。

①
乗
船
客
数
の
確
保
は
Ｒ
Ｃ
Ｌ
社
に
ほ

と
ん
ど
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
天

候
な
ど
の
事
情
に
よ
り
出
入
港
に
変

更
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
。

②
ク
ル
ー
ズ
船
が
早
朝
に
寄
港
し
夜
間

に
出
航
す
る
。
移
動
時
間
を
含
め
て

７
時
間
未
満
を
利
用
し
て
乗
客
は
観

光
を
楽
し
む
こ
と
に
な
る
。
ク
ル
ー
ズ

船
内
の
娯
楽
施
設
も
充
実
し
て
い
て
、

す
べ
て
の
乗
客
が
観
光
を
楽
し
む
と
は

か
ぎ
ら
な
い
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客

熊
本
県　

ク
ル
ー
ズ
船
拠
点
へ

チャンスにできるか
を
呼
び
込
め
る
か
は
地
元
の
努
力
に

か
か
っ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
が

増
え
る
か
ら
自
動
的
に
観
光
客
も
増

え
る
わ
け
で
は
な
い
。

③
乗
客
の
消
費
場
所
は
特
定
の
免
税
店

に
偏
っ
て
い
る
と
の
指
摘
、
生
活
習
慣

の
相
違
に
も
関
係
し
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
等
を
理
由
に
、
乗
客
の
受
け
入
れ

を
拒
否
す
る
店
舗
・
観
光
地
が
散
見

さ
れ
る
。

④
乗
客
は
大
型
バ
ス
で
移
動
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
交
通
渋
滞
が
す

で
に
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
方

法
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
そ
う
し
た
問
題

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
に
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ほ
ど
時
間
は
残
っ
て
い
な
い
。

八
代
市
立
病
院  
廃
止
へ

　

八
代
市
の
中
村
博
生
市
長
は
12
月
４
日
、

八
代
市
立
病
院
を
廃
止
す
る
と
明
ら
か
に
し

た
。

　

市
立
病
院
の
入
院
病
棟
は
、
熊
本
地
震
後

に
閉
鎖
。
市
は
建
て
替
え
に
約
40
億
円
か
ら

50
億
円
か
か
り
、
そ
の
後
も
約
４
億
円
か
ら

５
億
円
の
赤
字
が
続
く
と
試
算
し
、
入
院
病

棟
の
廃
止
を
模
索
し
て
い
た
。
外
来
は
現
地

譲
渡
と
し
、
結
核
病
棟
（
30
床
）
の
取
り
扱

い
は
今
後
、
国
・
県
と
協
議
す
る
と
い
う
。

　

こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
と
、
八
代
市
は
地

域
医
療
計
画
の
中
核
組
織
を
失
う
こ
と
に
な

る
。
中
村
市
長
は
、
入
院
病
棟
を
再
開
す
る

と
大
き
な
赤
字
が
発
生
す
る
と
い
う
が
、
そ

の
根
拠
は
不
透
明
で
今
後
、
議
論
を
呼
ぶ
で

あ
ろ
う
。

コラム「専用護岸」
　現在、八代港（外港地区）では、

貨物船とクルーズ船が共同利用して

おり、クルーズ船の寄港日時が限ら

れている。これを解消するため専用

護岸を造成する。蒲島県知事は、

旅客と貨物の両面で八代港の利用

拡大が見込まれるとし、「南九州発

展の起爆剤になる」と説明している。

コラム「観光連携事業」
　熊本県は、観光列車とのタイアッ

プ、イルカウォッチングなどともに、

八代を含む県南 15 市町村の連携

事業を提案しているが、具体的作成

はこれからである。
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１
．
熊
本
地
震

　

昨
年
（
２
０
１
６
年
）
４
月
14
日
お

よ
び
16
日
に
発
生
し
た
「
熊
本
地
震
」

は
南
阿
蘇
・
益
城
・
熊
本
な
ど
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

八
代
地
方
で
も
震
度
５
強
を
観
測
し
、

氷
川
町
に
あ
る
鋤す

き
さ
き先
家
も
大
き
な
被
害

を
受
け
、
納
屋
を
公
費
で
取
り
壊
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
何
に
で
も
興
味
を
持
つ
変
な
性
格

だ
と
知
っ
て
い
る
福
島
誠
之
さ
ん
（
人
吉

市
下
原
田
町
荒
毛
）
か
ら
、「
欲
し
か
物

の
あ
れ
ば
何
で
ん
持
っ
て
来
て
よ
か
ぞ
」

と
、
奥
さ
ん
の
実
家
の
鋤
先
家
の
片
付
け

に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
こ
の
物
語

は
始
ま
り
ま
す
。

２
．
一
通
の
手
紙

　

旧
家
の
大
き
な
納
屋
の
中
に
は
農
具

か
ら
本
や
新
聞
、
使
わ
な
く
な
っ
た
子

供
の
お
も
ち
ゃ
、
食
器
な
ど
が
ご
ち
ゃ
ご

ち
ゃ
と
あ
り
ま
し
た
。
二
階
に
た
く
さ
ん

の
書
類
が
入
っ
た
革
の
カ
バ
ン
が
あ
り
、

そ
の
書
類
の
中
に
一
通
の
外
国
か
ら
の
手

紙
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真
①
）。

３
．
加
哇
島
？

　

ア
メ
リ
カ
の
切
手
が
貼
っ
て
あ
り
、
42 ① 鋤先家の納屋から出てきた手紙

茂
寿
さ
ん
と
亀
鶴
さ
ん
の
物
語

熊
本
地
震
と
ハ
ワ
イ
移
民

宮
川
　
続

測
し
、
ハ
ワ
イ
の
漢
字
表
記
を
調
べ
る
と

「
布
哇
」。
お
っ
近
い
。

　

さ
ら
に
調
べ
る
と
「
カ
ウ
ア
イ
島
」
を

「
加
哇
島
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
コ
ロ
ア
と
い
う
地
名

も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

４
．
布ハ

ワ
イ哇
へ
の
移
民

　

ハ
ワ
イ
か
ら
の
手
紙
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
「
何
ば
し
に
」
ハ
ワ
イ
に
行
っ

た
と
か
が
気
に
な
り
調
べ
て
み
ま
し

た
。
以
下
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

⑴ 

ハ
ワ
イ
で
は
１
８
６
０
年
代
か
ら

砂
糖
産
業
が
盛
ん
に
な
り
、
多
く

の
労
働
者
を
必
要
と
し
た
こ
と
か

ら
、
移
民
を
各
国
か
ら
た
く
さ
ん

受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
。

　

明
治
42
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
手
紙
が

来
て
い
る
。「
加
哇
島
」
は
何
処
？　

こ

の
頃
外
国
の
島
で
日
本
人
が
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
ど
こ
か
調
べ
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
切
手
か
ら
ハ
ワ
イ
で
は
な
い
か
と
推

年
11
月
30
日
、
肥
後
小
川
の
消
印
が
見

え
ま
す
。
差
出
人
は
「
加
哇
島
コ
ロ
ア
耕

地　

鋤
先
」
と
あ
り
ま
す
（
写
真
②
）。

② 差出人は「加哇島コロア耕地　鋤先」

N

Hawaii

Maui

Molokai
O'ahu

Kaua'i
●

Koloa

ハワイ州
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な
っ
て
い
た
こ
と
。

⑹ 

明
治
33
年
の
官
制
移
民
が
無
く
な
っ

た
後
も
自
由
移
民
と
し
て
多
く
の
日

本
人
が
ハ
ワ
イ
へ
移
民
し
た
こ
と
。

５
．「
離
縁
状
」
の
こ
と

　

さ
て
、
こ
の
手
紙
の
な
か
に
何
が
書
い

て
あ
る
の
か
、
４
枚
の
本
信
と
小
さ
な
一

枚
の
添
え
状
が
あ
り
ま
し
た
。
添
え
状

は
ご
覧
の
通
り
「
離
縁
状
」
と
あ
り
ま
す

（
写
真
③
）。

　
　
　
　
　

離
縁
状

　
　
　

妻
茂
寿
義
家
法
ニ
応

　
　
　

ゼ
ズ
故
別
家
致
ス
ベ
ク

　
　
　

候
ニ
付
何
卒
左
様
御
承

　
　
　

知
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
一

　
　

拾
壱
月
十
二
日

ま
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
。

⑸ 

多
く
が
３
年
の
契
約
で
一
旗
揚
げ
て

日
本
に
帰
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
が
、

ま
ま
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
本
土
に
渡
る

も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

明
治
27
年
に
ハ
ワ
イ
王
国
が
な
く
な

り
、
明
治
40
年
に
は
ア
メ
リ
カ
政
府

と
日
本
の
政
府
と
の
紳
士
協
定
で
ア

メ
リ
カ
本
土
へ
の
渡
航
が
出
来
な
く

⑵ 
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
１
５
３

名
が
明
治
政
府
の
許
可
を
受
け
ず
に

渡
航
し
た
の
が
始
ま
り
。

⑶ 

明
治
18
年
（
１
８
８
５
）
か
ら
ハ
ワ

イ
王
国
と
日
本
政
府
と
の
間
で
条

約
が
交
わ
さ
れ
、
多
く
の
移
民
が
ハ

ワ
イ
に
渡
り
、
明
治
33
年
ま
で
に
約

７
万
４
千
人
の
移
民
が
あ
っ
た
こ
と

（
官
制
移
民
）。
そ
し
て
そ
の
多
く

が
広
島
県
・
山
口
県
・
福
岡
県
・
熊

本
県
の
４
県
か
ら
の
人
た
ち
で
あ
っ

た
こ
と
。

⑷ 

移
民
の
多
く
が
独
身
者
や
家
族
を
日

本
に
残
し
た
男
達
で
、「
故
郷
に
錦

を
飾
る
」
こ
と
を
夢
見
て
ハ
ワ
イ
に

渡
っ
た
が
、
そ
の
生
活
状
況
は
「
奴

隷
」
と
変
わ
り
な
く
た
い
へ
ん
苦
し

く
、
家
族
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
は
お

ろ
か
自
身
が
帰
国
す
る
こ
と
さ
え
ま

③ 封筒の中には「離縁状」も入っていた

６
．
亀
鶴
さ
ん
と
茂
寿
さ
ん
の

　
　

悲
話

　

先
に
書
き
ま
し
た
ハ
ワ
イ
移
民
の
実
情

と
亀
鶴
さ
ん
の
本
文
か
ら
以
下
の
物
語

が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

亀
鶴
さ
ん
は
、
ハ
ワ
イ
移
民
の
募
集
を

聞
き
、
何
人
か
の
仲
間
と
一
攫
千
金
の

夢
を
実
現
し
よ
う
と
応
募
を
決
意
し
ま

す
。
若
い
亀
鶴
さ
ん
で
す
が
、
手
紙
の

文
面
（
文
の
中
に
両
人
と
あ
る
の
で
身
近

な
人
二
人
で
移
民
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
）

や
言
葉
遣
い
か
ら
、
ま
と
め
役
で
は
な

か
っ
た
か
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

親
戚
を
集
め
そ
の
こ
と
を
相
談
し
、

「
三
年
も
す
れ
ば
家
も
建
て
、
嫁
さ
ん

も
呼
び
寄
せ
る
こ
と
も
で
く
っ
ど
。」
と

ハ
ワ
イ
に
呼
び
寄
せ
る
事
を
条
件
に
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

亀
鶴

　
　

茂
寿
様

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
本

文
は
３
行
半
、こ
れ
が
「
み

く
だ
り
は
ん
」
で
す
。
は

じ
め
て
み
ま
し
た
。

　

大
意
は
「
妻
茂
寿
は
家

風
に
合
わ
な
い
か
ら
離
縁

す
る
」と
い
う
も
の
で
す
。

チ
ャ
ン
と
３
行
半
に
書

い
て
あ
り
ま
す
。「
離
縁

状
」
だ
け
見
る
と
１
０
０

年
以
上
前
の
鋤
先
家
の
大

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
本

文
を
読
ん
で
み
る
と
全
く

違
っ
た
事
実
が
見
え
て
来

ま
し
た
。

鋤先さんからの書簡類
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ど
が
助
け
合
い
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
ま

し
た
か
ら
大
変
な
こ
と
で
し
た
。

　

業
を
煮
や
し
た
亀
鶴
さ
ん
の
父
親
は

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
茂
寿
さ
ん
を
呼
び
寄

せ
る
の
か
。」
と
い
っ
た
手
紙
を
送
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
親
戚
同
士

の
い
さ
か
い
の
こ
と
や
、
こ
の
ま
ま
で
は

二
十
歳
に
な
っ
た
茂
寿
さ
ん
は
ハ
ワ
イ
に

も
行
け
ず
、
と
い
っ
て
別
の
所
へ
嫁
に
も

行
け
ず
で
は
、
あ
ま
り
に
も
茂
寿
さ
ん
が

か
わ
い
そ
う
で
は
な
い
か
、
早
急
に
ど
う

す
る
の
か
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
と
迫
っ

た
の
で
す
。
そ
し
て
、「
茂
寿
さ
ん
は
自
分

（
亀
鶴
さ
ん
の
父
親
）
が
離
縁
す
る
つ
も

り
で
い
る
が
、（
世
話
役
の
）
二
人
が
亀

鶴
の
は
っ
き
り
し
た
意
思
表
示
が
な
け
れ

ば
ダ
メ
だ
と
云
っ
て
い
る
。」
と
伝
え
ま
し

た
。

　

手
紙
を
受
け
取
っ
た
亀
鶴
さ
ん
は
、
ハ

の
生
活
に
精
一
杯
で
、
３
年
が
過
ぎ
て
も

妻
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
手
紙
の
中
の
「
朝
に
星
を
戴
き
夕

に
は
月
を
踏
み
掛
け
て
消
陽
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
そ
の
苦
労
が
忍
ば
れ
ま
す
。

　

一
方
、
茂
寿
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
の
吉

野
村
で
亀
鶴
さ
ん
か
ら
の
便
り
を
待
っ
て

い
ま
し
た
。
カ
バ
ン
か
ら
い
っ
し
ょ
に
出

て
き
た
戸
籍
謄
本
か
ら
、
こ
の
手
紙
が
届

い
た
明
治
42
年
に
は
茂
寿
さ
ん
は
二
十

歳
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
当
時
二
十
歳
を
超
え
る
と
晩
婚
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
茂
寿
さ
ん
の

お
父
さ
ん
も
や
き
も
き
し
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
事
が
原
因
で
、
茂
寿
さ
ん
の
父
親

と
亀
鶴
さ
ん
の
父
親
と
の
間
に
い
さ
か
い

が
絶
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
農
業
は
共
同
作
業
で
、
親
戚
な

こ
（
た
ぶ
ん
。
亀
鶴
さ
ん
、
茂
寿
さ
ん

と
も
鋤
先
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
）
の
茂
寿

さ
ん
と
婚
約
を
交
わ
し
、
ハ
ワ
イ
へ
と
出

発
し
ま
す
。（
明
治
33
年
ま
で
の
官
制
移

民
か
ら
９
年
も
経
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
そ
の
後
の
自
由
移
民
の
時
代
だ
と

考
え
ま
す
）

　

ハ
ワ
イ
の
生
活
は
、
長
屋
で
共
同
生
活

を
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
の
重
労
働
は
想

像
以
上
で
、
し
か
も
賃
金
は
低
く
、
日
々

ほ
ど
の
扱
い
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

と
は
い
え
苦
労
さ
れ
た
事
は
事
実
だ
と
思

い
ま
す
。
も
し
、
ハ
ワ
イ
の
「
鋤
先
家
」

と
交
流
で
き
た
ら
と
福
島
さ
ん
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
物
語
を
私
の
住
ん
で
い
る
荒
毛
老

人
会
で
話
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
う
ち
の

親
戚
に
も
ハ
ワ
イ
移
民
し
た
人
の
お
る
ば

い
」
と
話
を
聞
き
、
意
外
と
身
近
に
ハ
ワ

イ
移
住
を
さ
れ
た
方
の
関
係
者
が
い
る
も

の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。

　

八
代
の
正
教
寺
で
は
、
真
宗
が
禁
制

で
あ
っ
た
「
島
津
領
」
の
都
城
か
ら
逃
げ

て
き
た
真
宗
信
徒
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
た

話
も
聞
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
遠
く
な
い

昔
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
さ
せ
て
も
ら
っ
た

ハ
ワ
イ
か
ら
の
手
紙
で
し
た
。

【
み
や
が
わ
・
つ
づ
き
／
人
吉
市
】

　

７
．
そ
れ
か
ら
の
こ
と

　

そ
の
後
の
茂
寿
さ
ん
は
別
の
人
と
大

正
５
年
に
結
婚
し
、
満
州
に
渡
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
戦
後
に
帰
国
さ
れ
熊

本
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

亀
鶴
さ
ん
の
そ
の
後
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
茂
寿
さ
ん
と
亀
鶴
さ
ん
の
悲
話
か

ら
33
年
後
、
昭
和
16
年
12
月
８
日
、
日

本
と
米
国
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
ま

し
た
。

　

当
時
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
日
系

移
民
を
敵
対
国
の
ス
パ
イ
と
し
て
強
制
収

容
所
に
送
り
ま
す
。
米
国
本
土
の
日
本

人
移
民
は
財
産
も
没
収
さ
れ
、
た
い
へ
ん

な
苦
労
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
ハ
ワ
イ

の
日
系
移
民
は
人
口
の
40
％
以
上
を
占

め
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
た
め
米
国
本
土

ワ
イ
で
の
苦
労
と
同
時
に
、
ハ
ワ
イ
に
渡
っ

た
固
い
決
意
な
ど
を
「
死
す
と
も
帰
ら

ん
と
の
金
剛
保
心
」
で
あ
る
と
書
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
茂
寿
さ
ん
と
の
事
で
親
戚

の
皆
さ
ん
に
心
配
を
掛
け
て
い
る
自
ら
を

「
不
実
の
者
」
と
な
じ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ま
だ
若
い
と
云
っ
て
も
二
十

歳
を
超
え
た
茂
寿
さ
ん
を
何
年
も
待
た

せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
媒
酌

を
し
た
二
人
が
云
う
よ
う
に
、
婚
約
し

た
ま
ま
で
は
悪
い
噂
が
立
ち
か
ね
な
い

と
、「
離
縁
状
」
を
添
え
、
茂
寿
さ
ん
と

の
つ
ら
い
別
れ
を
決
意
し
ま
し
た
。
明
治

以
前
は
、
婚
約
を
し
た
女
性
が
た
と
え

実
家
に
返
さ
れ
た
と
し
て
も
「
離
縁
状
」

が
無
け
れ
ば
正
式
に
離
縁
さ
れ
た
事
に
は

な
ら
ず
、
別
の
人
と
結
婚
で
き
な
か
っ
た

と
の
こ
と
で
す
か
ら
そ
う
し
た
習
慣
に
配

慮
し
た
「
離
縁
状
」
だ
っ
た
の
で
す
。 ４枚の本信にはハワイでの生活の厳しさが

切 と々綴ってあった
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よ
り
こ
れ
ま
で
何
百
年
と
続
い
た
山
田
と

の
交
流
を
、
こ
こ
で
終
わ
り
に
し
よ
う
と

決
断
し
た
喜
純
さ
ん
の
、
そ
の
ご
苦
労

に
何
と
も
い
え
ぬ
苦
悩
を
感
じ
た
の
だ
っ

た
。「
ど
う
か
お
浄
土
で
念
仏
の
世
界
で

は
元
気
で
す
か
」
と
聞
い
て
み
た
。

　
「
喜
純
さ
ん
な
夏
に
亡
く
な
っ
た
げ
な
」

と
返
事
が
返
っ
て
き
て
び
っ
く
り
。
い
つ

も
高
沢
集
落
に
来
た
ら
、
観
音
堂
の
真

上
の
喜
純
さ
ん
の
ご
自
宅
に
立
ち
寄
っ
て

「
隠
れ
念
仏
、
長
谷
焼
き
（
一
勝
地
焼

き
の
元
祖
）」
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
い

た
の
だ
。

　
「
山
江
村
山
田
と
、
こ
こ
高
沢
の
隠
れ

念
仏
の
掛
け
軸
を
交
互
に
交
換
し
て
い
た

ば
っ
て
ん
、
も
う
後
継
者
が
お
ら
ん
。
残

念
で
す
が
、
私
の
代
で
終
わ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
」
と
喜
純
さ
ん
が
ポ
ツ
リ
と
そ
う

言
っ
た
の
を
今
で
も
思
い
出
す
。
江
戸
期

　

︱
横
井
地
蔵
堂
︱

　

い
よ
い
よ
寒
い
寒
い
真
っ
白
な
朝
霧
の

頃
と
な
っ
た
。
霧
か
霜
か
雪
か
も
分
ら
な

い
季
節
が
も
う
そ
こ
に
来
て
い
る
。

　

午
前
中
が
そ
ん
な
霧
の
中
だ
か
ら
、

お
堂
巡
り
も
お
昼
か
ら
と
な
る
。

　

本
日
の
目
的
地
は
「
横
井
地
蔵
堂
」。

　

球
磨
村
役
場
の
下
の
道
を
北
へ
上
る

と
、
浦
野
・
坂
口
・
吉
松
と
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
し
な
が
ら
各
集
落
を
見
渡
し
て
、
横
井

へ
上
る
途
中
の
高
沢
集
落
に
着
い
た
。
近

く
に
お
ら
れ
た
方
に
「
高
沢
喜
純
さ
ん

く
ま
が
わ
の
神
さ
ん
仏
さ
ん 

⓰

球
磨
村
お
堂
巡
り 

そ
の
⑤

宮原信晃

横井地蔵堂（球磨郡球磨村横井）

ら
、
同
じ
も
ん
の
あ
っ
た
と
ば
い
」
と
続

け
た
。

　

盗
ら
れ
た
芦
北
の
屋
敷
野
の
お
堂
に

同
じ
お
地
蔵
さ
ん
が
お
ら
れ
る
と
い
う
の

だ
。

　
「
盗
ん
で
来
た
地
蔵
さ
ん
が
、
こ
こ
に

あ
る
の
な
ら
、
な
ん
で
、
盗
ま
れ
た
場
所

に
、
同
じ
地
蔵
さ
ん
が
あ
る
の
か
な
？
」

と
ミ
チ
子
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
が
、
何
で

か
わ
か
ら
ん
と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
と
、

芦
北
へ
向
か
う
こ
と
に
し
た
。「
気
を
つ
け

て
行
き
な
い
ね
」
と
横
井
チ
リ
さ
ん
も
声

を
掛
け
て
頂
い
た
。

く
。
集
落
の
中
心
部
に
、
一
段
と
高
く
積

み
上
げ
た
土
台
に「
横
井
地
蔵
堂
」が
あ
っ

た
。

　
「
若
っ
か
も
ん
は
、
観
音
さ
ん
じ
ゃ
ろ

う
と
言
う
ば
っ
て
ん
、
こ
こ
ん
と
は
、
地

蔵
さ
ん
ば
い
」
と
横
井
集
落
の
横
井
愛

子
さ
ん
は
い
う
。

　

ち
ょ
う
ど
お
茶
の
時
間
な
の
で
、
横
井

の
元
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
３
名
が
な
ん
や

か
ん
や
言
い
な
が
ら
竹
ん
子
芋
や
漬
け

物
を
食
べ
て
お
ら
れ
た
。

　
「
こ
こ
ん
地
蔵
さ
ん
な
、
芦
北
の
屋
敷

野
か
ら
泥
棒
が
担
い
で
こ
こ
ま
で
来
て
、

急
に
重
く
な
っ
て
動
か
せ
ん
ご
と
な
っ

て
、
こ
け
、
う
っ
ち
ょ
い
て
い
き
な
い

た
げ
な
」
と
横
井
ミ
チ
子
さ
ん
が
竹

ん
子
芋
を
く
わ
え
な
が
ら
教
え
て
く

れ
た
。「
私
た
ち
ゃ
前
に
、
そ
の
泥
棒

が
盗
っ
て
き
た
お
堂
に
行
っ
て
き
た

お
好
き
な
研
究
を
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
喜
純
さ
ん
の
ご
自
宅
に
手
を
合
わ
せ

た
。

　

高
沢
か
ら
約
一
里
で
横
井
集
落
へ
着お話をうかがった横井集落の方々。

左から横井愛子さん、チリさん、ミチ子さん

お茶の時間には竹ん子芋が
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だ
ろ
う
か
と
想
像
し
て
い
る
。
泥
棒
も
念

仏
者
で
あ
ろ
う
か
、
と
。

【
み
や
は
ら
・
の
ぶ
あ
き
／
Ｆ
Ｂ
お
地

蔵
さ
ん
調
査
隊
代
表
・
人
吉
お
お
く
ま

座
の
会
事
務
局
】

注
：「
隠
れ
念
仏
」
と
は

　

藩
な
ど
の
権
力
か
ら
禁
止
さ
れ
た
浄
土

真
宗
（
一
向
宗
）
を
権
力
の
目
か
ら
逃
れ

て
信
仰
す
る
こ
と
を
い
う
。

　

日
本
の
藩
で
「
一
向
宗
禁
制
」
の
発
令
は

旧
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
県
）
と
旧
人
吉
藩
（
人

吉
球
磨
）
だ
け
。
藩
は
「
一
向
一
揆
」
を
恐

れ
た
。「
念
仏
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）」
を
禁
止

す
る
の
で
は
な
く
「
一
向
宗
（
現
、
浄
土
真

宗
）」の
者
や
講（
団
体
）を
取
り
締
ま
っ
た
。

旧
人
吉
藩
で
は
16
世
紀
の
半
ば
よ
り
明
治
11

年
ま
で
禁
止
令
が
続
い
た
。
山
田
の
伝
助
さ

ん
の
処
刑
後
も
延
々
と
隠
れ
て
念
仏
を
守
っ

た
。
日
本
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
歴
史
を
持
つ
が
、
未
だ
に
日
本
遺

産
に
は
認
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
追
加

認
定
が
期
待
さ
れ
る
。

話
を
聞
く
と
「
こ
の
小
さ
な
道
を
え
び
ら

せ
か
ら
ワ
イ
ワ
イ
と
大
勢
の
人
が
芦
北
の

白
木
神
社
へ
む
か
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
」と
の
こ
と
。「
え
び
ら
せ
」と
は
、

球
磨
村
は
神
瀬
の
球
磨
川
を
は
さ
ん
で

対
岸
で
あ
る
。

　

そ
こ
か
ら
大
勢
の
人
が
通
っ
て
い
た
と

い
う
。昔
々
か
ら
の
道
…
…
。も
し
や
…
。

　
「
隠
れ
念
仏
の
道
」
か
も
知
れ
ぬ
と
思
っ

た
。
先
ほ
ど
の
横
井
集
落
と
、
こ
こ
屋

敷
野
を
つ
な
ぐ
道
は
、「
え
び
ら
せ
」
を

中
継
地
点
に
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
相

良
藩
で
は
な
い
隠
れ
念
仏
の
寺「
西
林
寺
」

の
存
在
が
あ
る
。

　

横
井
の
方
々
は
、
金
色
の
阿
弥
陀
様

が
欲
し
く
て
、
金
色
の
お
地
蔵
さ
ん
を

屋
敷
野
か
ら
注
文
し
て
取
り
寄
せ
た
。

そ
れ
が
、
伝
説
と
な
り
、
隠
れ
念
仏
の

秘
話
と
し
て
今
ま
で
残
っ
た
の
で
は
な
い

　

午
後
３
時
半
を
回
っ
た
時
間
帯
で
あ

る
。

　

急
が
な
い
と
日
没
は
早
い
の
だ
。

　

横
井
か
ら
高
沢
を
通
り
喜
純
さ
ん
宅

に
頭
を
下
げ
つ
つ
球
磨
村
役
場
へ
下
り

た
。
球
泉
洞
の
前
を
通
過
し
て
芦
北
へ
渡

る
橋
へ
左
折
。
少
し
行
く
と
、
白
木
小

学
校
跡
が
あ
り
そ
こ
か
ら
２
キ
ロ
上
る
。

　
「
屋
敷
野
集
落
」
へ
来
た
。
車
を
置
い

て
畑
で
作
業
を
さ
れ
て
い
た
屋
野
旨む

ね
ゆ
き幸
さ

ん
に
お
堂
の
場
所
を
お
聞
き
し
て
お
堂
へ

向
か
っ
た
。
先
ほ
ど
の
横
井
の
お
地
蔵
さ

ん
と
比
べ
る
と
半
分
ほ
ど
の
大
き
さ
の
お

地
蔵
さ
ん
が
お
ら
れ
た
。
横
井
の
よ
う

な
金
色
で
は
な
い
。
よ
く
よ
く
み
る
と
、

頭
の
塗
料
が
剥
げ
て
「
も
う
泥
棒
に
盗

ら
れ
な
い
よ
う
に
」
と
色
を
付
け
て
い
る

よ
う
に
見
え
た
。

　

帰
り
に
先
ほ
ど
の
屋
野
旨
幸
さ
ん
に

絵と文／坂本福治

その ⑳

　

東
京
に
暮
ら
し
た
二
十
代
の
頃
、「
話
し
方
教
室
」
に
入

門
し
た
。
受
講
生
の
女
性
と
話
し
た
ら
、「
私
の
親
戚
に
も

絵
を
描
く
の
が
い
る
」
と
言
う
。
そ
れ
が
、
江
戸
時
代
に
日

本
地
図
を
作
っ
た
伊
能
忠
敬
の
子
孫
と
の
こ
と
。
そ
の
名
は

伊
能
洋よ

う

、
七
代
目
で
あ
る
。
に
わ
か
に
興
味
が
わ
き
、
住
所

を
聞
い
て
文
通
を
始
め
、
彼
の
個
展
の
時
に
初
め
て
会
っ
た
。

筆
の
タッ
チ
の
多
い
、
暖
色
系
の
画
風
だ
っ
た
。

　

彼
は
俳
句
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
後
年
、「
紫あ

じ
さ
い

陽
花
の

湖う
み

」
と
い
う
句
集
が
届
い
た
。
序
文
を
彼
の
俳
句
の
師
匠
で

あ
る
青
柳
志し

げ

き
解
樹
が
書
い
て
い
た
。
私
の
知
人
で
、
だ
い
ぶ

前
に
造
園
師
と
し
て
知
り
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
何
十
年
か
が

過
ぎ
、「
山
暦
」
と
い
う
俳
句
雑
誌
を
主
宰
し
、
全
国
に
支

部
を
持
つ
大
先
生
に
な
っ
て
い
た
。
青
柳
氏
は
伊
能
を
評
し
て

「
何
事
に
つ
け
て
も
律
儀
」
と
書
い
て
い
る
。
青
柳
の
「
山
暦
」

の
表
紙
を
、
何
ヶ
月
か
私
の
球
磨
川
の
絵
で
か
ざ
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
伊
能
の
句
を
一つ
。

　
　

献
体
の
遺
骨
帰
る

　

母
を
納
め
墓ぼ

石せ
き

に
注
ぐ
春
の
水　

洋

【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
／
画
家
、
人
吉
市
】

　
伊
能
忠
敬
の
子
孫
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な
ど
日
頃
は
使
わ
な
い
の
に
「
陸
の
孤
島
」
に
い
る
気
分
に
な
っ

た
。
停
電
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
も

電
話
も
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
昼
過
ぎ
に
携
帯
電
話
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
夕
方
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
火
事
現
場
近
く
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ブ
ル
が
火
事
で
破
損
し
陸
の
孤
島
に
な
っ
た
こ
と
を

知
っ
た
。

　

火
事
は
無
人
の
家
か
ら
発
生
し
た
。
全
焼
で
あ
っ
た
。

漏
電
が
火
事
の
原
因
で
は
な
い
か
と
の
ウ
ワ
サ
が
流
れ
た
。

無
人
の
家
屋
で
あ
る
。
そ
の
ウ
ワ
サ
は
本
当
の
よ
う
に
思
え

た
。
警
察
・
消
防
署
は
午
後
４
時
頃
ま
で
現
場
検
証
を
し

て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
２
日
後
の
夕
方
に
、
火
事
現
場
か
ら
男
性
の

　

11
月
15
日
午
前
４
時
50
分
頃
、
火
災
が
発
生
し
た
。
僕
は
、

そ
の
と
き
、
旧
坂
本
村
（
八
代
市
坂
本
町
）
に
い
た
の
だ
が
、
５

時
30
分
頃
か
ら
携
帯
電
話
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
携
帯
電
話

  
二
日
後
に
事
件
は
起
き
た

久  

馬    

俊

　

事
件
後
、「
屋
根
裏
部
屋
の
生
活
者
」
を
思
い
出
し
た
。
天
井

裏
を
覗
い
て
み
た
ら
布
団
が
敷
い
て
あ
っ
た
事
件
で
あ
る
。
布
団

を
見
た
と
き
、
１
分
近
く
動
悸
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
遺
体
の
男

も
他
所
か
ら
や
っ
て
き
て
、
火
事
の
あ
っ
た
家
屋
に
一
時
し
の
ぎ
の

宿
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
男
は
な
ぜ
、逃
げ
な
か
っ
た
の
か
。

火
事
は
ど
う
し
て
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
に
か
を
料
理
し
よ
う

と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
男
は
焼
死
し
た
。
焼
死
す
る
直
前

ま
で
現
場
を
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
色
々
な
推
測

が
頭
の
な
か
を
か
け
め
ぐ
る
。
固
定
電
話
で
通
報
し
た
男
と
焼
死

し
た
男
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
か
ぎ
ら
な
い
。
別
の
男
で
あ
る
可

能
性
も
あ
る
の
だ
。

　

翌
日
、
現
場
に
向
か
っ
た
。
火
災
現
場
の
家
だ
け
が
完
全
に

燃
え
て
い
た
。
延
焼
し
な
く
て
よ
か
っ
た
と
安
心
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
家
だ
け
が
な
ぜ
全
焼
し
た
の
か
不
思
議
で
あ
っ
た
。
焼
死
し

た
男
が
ど
こ
で
発
見
さ
れ
た
の
か
は
考
え
な
か
っ
た
。
無
意
識
の

う
ち
に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
の
日
も
捜
査
は
実
施
さ
れ
て
い

た
。
翌
日
か
ら
捜
査
員
の
姿
を
み
か
け
な
い
。
そ
の
家
は
、
い
ま

で
も
、
焼
け
た
姿
で
建
っ
て
い
る
。

【
き
ゅ
う
ま
・
す
ぐ
る
／
八
代
市
】

遺
体
が
発
見
さ
れ
た
と
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
た
。
無
人
の
家
か
ら

２
日
後
に
遺
体
が
み
つ
か
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
。
そ

う
い
え
ば
、
遺
体
発
見
の
日
、
警
官
・
消
防
士
が
20
人
近
く
集
ま
っ

て
い
て
モ
ノ
モ
ノ
し
い
し
雰
囲
気
だ
っ
た
。
し
か
し
、
遺
体
が
見

つ
か
っ
た
と
は
ま
っ
た
く
考
え
な
か
っ
た
。翌
日
の
新
聞
を
み
る
と
、

火
災
家
屋
の
住
人
・
親
類
等
は
全
員
無
事
だ
と
い
う
。
近
く
の

住
民
も
無
事
だ
っ
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
遺
体
は
誰
か
。
新
聞
に

よ
る
と
火
災
当
日
、
そ

の
家
の
固
定
電
話
か
ら

「
燃
え
て
い
る
」
と
男

の
声
で
通
報
が
あ
っ
た

ら
し
い
。
そ
の
男
が
遺

体
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た

が
、
根
拠
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
の
後
、

注
意
し
て
新
聞
を
な
が

め
て
い
る
が
火
事
関
係

の
記
事
は
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。
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ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
は
ピ
ン
ク
や
白
の
ハ
ー
ト

の
形
の
花
び
ら
で
、
さ
わ
や
か
な
や
わ
ら

か
い
香
り
が
し
ま
す
。
公
式
発
見
さ
れ
て

１
０
０
年
が
経
ち
ま
し
た
。
ツ
ク
シ
イ
バ

ラ
を
絆
と
し
て
、
今

年
も
い
ろ
ん
な
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

一
年
を
振
り
返
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
の
節

目
は
、
例
年
よ
り
が

ん
ば
っ
て
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
昨
年
か
ら
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
資
金
を

持
た
な
い
私
達
に
は
限
ら
れ
た
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
が
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
に
関
心
が

あ
る
異
業
種
の
方
々
に
お
声
か
け
を
し
て
、

会
議
を
重
ね
る
中
で
い
ろ
ん
な
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

球
磨
川
の
ほ
と
り
に
咲
く
ツ
ク
シ
イ
バ

ラ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作
り
、
国
交
省
に
相
談

を
し
た
ら
ス
テ
キ
な
も
の
を
作
っ
て
く
だ

か
わ
ら
な
い
愛
情

　 

球
磨
川
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
会 

会
長　

桑
原
史
佳

に
、
株
に
近
づ
き
、
枝
木
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
に
作
業
を
し
ま
す
。

　

な
ぜ
か
？
「
星
の
王
子
さ
ま
」
の
本
の

中
で
バ
ラ
の
花
に
つ
い
て
王
子
さ
ま
が
言
い

ま
す
「
な
ぜ
っ
て
、
ぼ
く
が
水
を
や
っ
た
の

は
他
な
ら
ぬ
あ
の
花
だ
か
ら
。
ぼ
く
が
ガ

ラ
ス
の
鉢
を
か
ぶ
せ
て
や
っ
た
の
は
あ
の
花

だ
か
ら
。
つ
い
た
て
を
立
て
て
や
っ
た
の
は

あ
の
花
だ
か
ら
。
毛
虫
を
退
治
し
て
や
っ

た
の
は
あ
の
花
だ
か
ら
」。
そ
し
た
ら
キ
ツ

ネ
が
「
き
み
が
バ
ラ
に
費
や
し
た
時
間
が

き
み
の
バ
ラ
を
特
別
な
も
の
に
す
る
ん
だ
」

と
教
え
て
く
れ
ま
す
。
作
業
の
仕
方
は
違

い
ま
す
が
、
除
草
作
業
は
ま
さ
に
こ
の
フ

レ
ー
ズ
の
通
り
だ
な
と
思
い
ま
す
。
除
草

作
業
に
関
わ
れ
ば
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
成

長
に
愛
情
が
芽
生
え
、
初
夏
に
咲
く
き
れ

い
な
姿
を
見
た
く
な
り
、
開
花
し
た
ら
愛

お
し
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

部
は
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
、
追
加

を
５
０
０
０
部
印
刷
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
開
花
前
に
除
草
作

業
を
３
回
行
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
地
元
新
聞
、
町
内
放
送
で

の
呼
び
か
け
で
、
毎
回
参
加
し

て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
、
ひ

と
よ
し
応
援
隊
、
国
交
省
・
役

場
職
員
、
地
元
の
建
設
会
社
・

保
育
園
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
深
い

霧
や
寒
い
中
で
の
作
業
は
本
当

に
大
変
で
す
。
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の

下
向
き
の
ト
ゲ
は
と
て
も
鋭
く
、

ズ
ボ
ン
を
２
枚
着
て
い
て
も
肌

に
刺
さ
り
、
い
つ
ま
で
も
痛
い
で

す
。
そ
れ
で
も
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
に

巻
き
付
い
て
い
る
葛
を
取
る
た
め

さ
い
ま
し
た
。
と
て
も
評
判
が
よ
く
、
観

光
関
係
、
バ
ラ
や
野
草
愛
好
の
団
体
の

方
々
か
ら
の
希
望
で
、
初
版
の
３
０
０
０

完成したリーフレット

開花時のおもてなし
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人
と
人
を
繋
い
で
い
き
ま
す
。
ま
さ
し
く

ヒ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

今
年
は
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、

寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
絵
や

家
族
へ
の
言
葉
に
心
が
温
か
く
な
り
ま
し

た
。

　

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
で
繋
が
っ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ

大
会
、
フ
ッ
ト
パ
ス
。
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
に
は
す
て
き
な
写
真
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ

に
関
心
を
持
つ
人
達
が
年
々
増
え
て
い
る

の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

夜
の
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
も
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
し
ま
し
た
。「
今

年
は
記
念
す
べ
き
年
だ
か
ら
力
を
入
れ
た
」

と
、
機
材
設
置
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
業
者

さ
ん
が
笑
顔
で
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
最
後
の
日
、
友
人
と
夜

の
宴
を
し
ま
し
た
。
陽
が
沈
み
、
闇
に
包

明
屋
」
の
演
奏
と
語
り
か
ら
も
、
節
目
の

年
の
喜
び
と
自
然
界
へ
の
敬
意
を
感
じ
ま

し
た
。

　

こ
の
自
生
地
は
と
て
も
広
い
の
で
、
静

か
に
花
を
観
賞
し
た
い
人
達
は
、
ス
テ
ー

ジ
か
ら
少
し
離
れ
た
ら
鳥
の
さ
え
ず
り
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
花
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
散
策
の
あ
と
、
お

も
て
な
し
の
テ
ン
ト
で
お
茶
や
ス
タ
ッ
フ
手

作
り
の
漬
物
で
休
憩
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、皆
さ
ん
笑
顔
で
語
ら
い
帰
ら
れ
ま
す
。

県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
が
く
ま
川
鉄

道
や
貸
し
切
り
バ
ス
で
来
ら
れ
ま
し
た
。

花
の
中
で
の
お
弁
当
を
楽
し
み
に
来
ら
れ

る
お
な
じ
み
さ
ん
た
ち
の
姿
も
。
近
く
の

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
ケ
ッ
チ
を
し

た
り
遊
ん
だ
り
、
テ
ン
ト
の
お
客
様
た
ち

に
錦
町
の
歌
「
緑
の
贈
り
物
」
の
歌
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
…
。
花
園
で
の
時
間
は
、

ゆ
っ
く
り
と
や
さ
し
く
流
れ
、
自
然
と
人
、

　

今
年
の
開
花
は
例
年
よ
り
２
週
間
く
ら

い
遅
く
、
予
定
し
た
１
０
０
周
年
の
記
念

式
典
に
は
５
分
咲
き
を
願
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
ほ
ん
の
数
輪
し
か
咲
い
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
開
花
時
の
お
も
て
な
し
も
こ
の

時
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
咲
い
て
い
る
場

所
を
案
内
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
く
ら
い

で
し
た
。
遠
方
か
ら
来
ら
れ
た
方
が
「
水

俣
の
バ
ラ
園
に
行
か
ず
に
こ
ち
ら
に
来
た
の

に
」
と
、
と
て
も
残
念
が
っ
て
帰
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
自
然
の
こ
と
で
す

の
で
、
私
達
に
は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
ま

せ
ん
が
、
腹
が
立
つ
く
ら
い
楽
し
み
に
し

て
来
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

週
末
に
は
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
た
ち
が
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
花
の
中
で
す

て
き
な
演
奏
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
毎
年
、
こ
の
場
所
で
演
奏
し
て
く
だ

さ
る
「
ビ
エ
ン
ト
」
や
地
元
バ
ン
ド
「
音

に
応
じ
た
美
し
い
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　

名
前
が
つ
い
て
い
な
い
ず
っ
と
昔
か
ら
、

自
然
の
営
み
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
咲
き

続
け
て
き
た
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
は
、
発
見
さ

れ
て
１
０
１
年
目
の
開
花
の
準
備
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

花
言
葉
は
「
か
わ
ら
な
い
愛
情
」。
来

年
も
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
へ
の
か
わ
ら
な
い
愛
情

で
、
私
た
ち
は
球
磨
川
河
川
敷
へ
と
出
か

け
ま
す
。
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
が

歌
う W

hat a W
onderful W

orld !　

の

世
界
が
ま
さ
に
こ
こ
に
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
文
章
を
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
が
咲
く
前
に

逝
っ
て
し
ま
っ
た
親
友
の
桒
原
庄
之
進
氏
、

球
磨
川
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
会
で
お
も
て
な
し

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
上
渕
由
美
子
さ
ん

へ
捧
げ
ま
す
。

【
く
わ
は
ら
・
ふ
み
か
／
球
磨
郡
錦
町
】

ま
れ
始
め
る
自
生
地
に
ふ
わ
り
と

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
が
浮
か
び
上
が
り
ま

す
。
幻
想
的
な
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
花

の
上
に
は
月
と
満
天
の
星
が
ま
る
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
よ
う
に
広
が
り

ま
す
。
そ
し
て
、
蛍
が
ふ
わ
り
と
舞

い
…
。
昼
間
と
は
違
う
空
間
に
、
心

が
洗
わ
れ
気
持
ち
が
弾
み
ま
す
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
電
気
を
消
す
時

間
と
な
り
、
ス
イ
ッ
チ
の
音
と
と
も

に
辺
り
は
一
瞬
に
し
て
す
っ
ぽ
り
と

闇
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
お
や
す
み
な

さ
い
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
、
ま
た
来
年

会
い
ま
し
ょ
う
。

　

冬
に
向
か
う
自
生
地
は
、
赤
く
色

づ
い
た
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
が
枯
草
に
な
っ

た
雑
草
と
澄
ん
だ
青
空
に
映
え
ま

す
。
季
節
を
間
違
え
た
ツ
ク
シ
イ
バ

ラ
も
ち
ら
ほ
ら
。
こ
の
時
期
も
季
節
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木
﨑
考
古
学
と
遺
跡 

③

　
　
　
　
　

城
ヶ
峰
遺
跡
（
球
磨
錦
町
木
上
）

（
木
﨑
９
頁
、
１
１
７
頁
以
下
、
１
７
１
頁
以
下
、
４
６
３
頁
）

　

木
﨑
著
『
原
史
世
界
に
魅
せ
ら
れ
し
人
々
』（
人
吉
中
央
出
版

社
）
を
一
読
し
、
ど
う
し
て
も
訪
問
し
た
か
っ
た
遺
跡
。
そ
の
理

由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
①
同
遺
跡
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
稲
留

三
郎
、
闡せ

ん
ゆ
う
し
ゃ

幽
舎
主し

ゅ
じ
ん人
、
坪
井
正
五
郎
が
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
示

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
考
古
学
の
成
立
史
を
示
す
例
に
な
っ
て
い

る
こ
と
。
②
同
遺
跡
は
明
治
13
年
（
１
８
８
０
年
）
の
太
政
官

布
告
「
人
民
私
有
地
内
古
墳
発
見
ノ
筋
届
出
方
」
の
規
定
に
し

た
が
っ
て
調
査
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
考
古
学
成
立
史

に
直
結
す
る
と
も
に
、

維
新
政
府
の
古
墳
調
査

の
ス
タ
ン
ス
を
確
認
す

る
う
え
で
も
重
要
で
あ

る
。
日
本
の
考
古
学
的

遺
産
は
こ
う
し
た
公
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
ず
い
ぶ
ん
と
蓄

積
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
③
同
遺
跡
の
出
土
品
は
『
球
磨
郡
郷
土

誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
は
球
磨
地
方
の
考
古
学
の
出
発

点
に
な
っ
た
著
作
だ
が
、同
書
と
そ
の
元
に
な
っ
た
稲
留
三
郎
『
熊

風
土
記
』
の
出
品
リ
ス
ト
が
食
い
違
っ
て
い
る
。
④
し
か
し
、
そ

れ
以
上
に
、
同
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
木
﨑
が
紹
介
し
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
門
外
漢
は
惹
か
れ
る
。
寺
石
正
路
の
「
球
磨
漫
遊
記
」
は
、

織
田
益
吉
の
五
家
荘
の
話
、
寺
石
の
球
磨
川
下
り
の
話
な
ど
思
わ

木﨑康弘著『肥後と球
磨 その原史世界に魅せら
れし人々』

発見者①
　明治 21 年（1888 年）8 月 22 日、木
上村（現錦町木上）岩立で石材を探してい
た石工・新堀甚八が「花瓶壺皿類等」を掘
り出した。それが同遺跡発見のはじまりであ
る。西南戦争から11 年後である。「新堀」
は珍しい苗字ではい。しかし、「新たに掘る」
の略字のようで、それだけで親近感が沸く。
新堀はそれらを村役場に届ける正直者であっ
た。「正直」というよりは「当たり前」のよう
にもみえるかもしれないが、少し考えてみれば
分かるように、そうではない。畑を耕していたら
花瓶がでてきたとき、それを役所に届ける人が
どれだけいるだろうか。大半の人は届けないは
ずだ。新堀はなぜ届けたのであろうか。予想
しなかった場所から予想しない物がでたので驚
いたのだろうか。珍しいものをみつけたら届け
出るように「上の人たち」からキツく命じられて
いたのか。

ず
の
め
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。『
魅
せ
ら
れ
し
人
々
』
は
考
古
学

を
め
ぐ
る
人
間
模
様
に
注
目
す
る
風
土
誌
で
も
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、

木
﨑
の
魅
力
が
あ
る
。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
、
少
々
重
た
い
け
れ
ど
も
同
書
を
た
ず
さ
え

て
、
１
７
２
頁
と
１
７
５
頁
の
図
（
写
真
①
と
②
）
を
参
考
に
、

写真①　錦町城ヶ峰横穴群の位置図　「人骨及刀剱類発掘御届」
（同書より）

発見者②
　新堀から報告を受けた木上役場は元筆生の山口與在と
町医者の蓑田養純の 2 人に調査を依頼した。「筆生」とは
なにか、当時の町医者はどのような存在か。2 人が「地元
知識人」であったのは確かだろうが、それ以上のことは、2
人が兄弟であったことをのぞけば分からない。2 人は現地に
赴き、

　他にないかと探し周り、穴を塞ぐ板石一枚を発見。
丈夫な蓋でピクともせず、叩き割って中を覗き込んだ。
すると射し込んだ陽光で、四方「二尺五寸高サ四尺位
広サ四畳敷位」の穴の奥まで薄暗く見えた（１７２頁）

　という。4人分の人骨、刀二本、小柄四本、矢の根22本、
轡 2 前がそこにあった。山口・蓑田の 2 人（兄弟）はそれ
をみて歓喜したであろう。2 人は人骨を埋め戻し、そのほか
は「遺失物」として、「球磨警察署」に差し出された。埋
蔵物を「遺失物」とみる考え方はすでに当時あったのか。
人骨はなぜ埋め戻されたか。
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ど
う
に
か
な
る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
２
度
、
３
度
、
４
度
、

５
度
と
同
遺
跡
の
場
所
を
探
し
た
の
だ
が
、
ど
う
し
て
も
、
み
つ

か
ら
な
い
。

　

図
①
は
「
字
岩
立
方
言
城
ヶ
峰
」、
図
②
は
「
木
上
村
字
山
下

野
間
」
と
書
い
て
あ
る
。「
山
下
」
と
「
岩
立
」
は
同
じ
場
所
か
、

ち
が
う
の
か
。「
城
ヶ
峰
」
は
地
方
名
（
方
言
）

だ
が
、
そ
の
名
前
で
遺
跡
の
場
所
が
分
か
る
の

か
。
該
当
し
そ
う
な
地
域
を
訪
れ
て
は
、「
城

ケ
峰
は
ど
こ
で
す
か
」
と
幾
度
と
な
く
お
た
ず

ね
し
た
が
、「
京
ケ
峰
な
ら
知
っ
と
る
ば
っ
て

ん
。
城
ケ
峰
は
聞
い
た
こ
と
は
な
か
」
と
の
返

事
ば
か
り
。
最
後
ま
で
自
力
で
探
そ
う
と
も

思
っ
た
が
、
し
び
れ
を
き
ら
し
て
、
錦
町
役
場

を
訪
問
し
た
。
し
か
し
同
役
場
も
遺
跡
の
場

所
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
同
町
教
育
委

員
会
『
錦
町
の
文
化
財
』（
平
成
28
年
３
月
）

は
同
遺
跡
に
は
触
れ
て
な
い
。

同
遺
跡
の
場
所
を
探
し
た
。
当
初
は
、
大
ま
か
位
置
を
確
認
で

き
れ
ば
十
分
だ
と
考
え
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
遺
跡
は
簡
単

に
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
と
痛
感
し
て
い
た
。
事
前
に
地
図
で
調
べ

て
い
て
も
門
外
漢
に
は
ま
ず
分
か
ら
な
い
。
地
元
の
人
も
ご
存
知

な
い
と
き
が
多
い
。
そ
れ
で
も
、
訪
問
回
数
を
重
ね
て
い
け
ば
、

写真②「当郡木上村字山下野間ノ穴打開人骨発見記」挿絵
（同書より）

平川（平河）一族
　稲留三郎は同遺跡を、平川（平河）一族の遺物と考えた。「相良７００年」という
けれども、確かにその前に平川一族、矢瀬一族などがいた。ほとんどの豪族が藤原
姓を名乗るなか、平川一族は桓武天皇の末裔（良峯姓）を自称した（「良峯」は桓
武天皇の子・良

よしみねのやすよ

岑安世に由来し、良峯が平
川一族の姓である）。平川は同地の河川名で
正式な姓ではない。安世の生母は渡来系の
百
くだらのなかつぐ

済永継。
　矢瀬一族を殲滅したのち、相良は平川一族も
滅ぼした。平川の最後の棟梁・平川義高は荒
田大王神社（錦町木上荒田）、長男・盛高は
横瀬大王神社（多良木町黒肥地横瀬）、次男・
藤高は山田大王神社（山江村山田）、三男・
師高は深田大王神社（あさぎり町深田）、四男・
平川大王神社（錦町木上平川）にそれぞれ祀
られている。５人（平川一族）の祟りを相良が
恐れたためと伝えられている。
　岐部明廣『相良三十三観音巡礼』（人吉中
央出版社　2016 年 5 月31日）225 頁以下
参照。同書は平川義高を「平氏一門」とする。

織田益吉の五箇荘の話
　益吉は寺石に五箇荘を次のように話している。
①五箇荘の人は平家の落人の子孫で、刀を帯に下げることが許されていた。
②茶、筍、稗、豆などの山の産物を人吉の町で売る時には、いつも刀を腰にして、
荷物をモッコに下げて担い、無言で町を歩いた。
③売主が商品を売るのでなく、買主が品物を求め、それに売主がどの値段なら売っても
いいという、普通の商売と主客を逆にした売り方をしている。
　こういう話を聞けば、寺西でなくても五箇荘を訪問したくなる。

寺石正路の球磨川下り
　寺石は、「其最モ急なる者五ツ」として、「奈ら」・「ひたまた」・「しゆり」・「あバ」・「た
かをと」を上げている。木﨑は、それぞれについて、那良の瀬・二俣の瀬・修理の瀬・
網場の瀬・高曽の瀬であろうとする。前四者はそのとおりであろう、しかし、寺石の基
準の順番にしたがうかぎり、「たかをと」は「高

たか

曽
そ

」でなく「高
たかおと

音」と考えるのが自然で
あろう。

矢瀬主馬祐の墓

山田大王神社。平川義高は
次男・藤高を祀っている
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柳人があじわう漱石俳句

秋
風
の
一
人
を
ふ
く
や
海
の
上

（
漱
石
33
歳
）

空
狭
き
都
に
住
む
や
神
無
月（漱

石
33
歳
）

白
金
に
黄
金
に
柩
寒
か
ら
ず（漱

石
34
歳
）

栗
を
焼
く
伊イ

タ

リ

ー

太
利
人
や
道
の
傍

（
漱
石
34
歳
）

花
売
に
寒
し
真
珠
の
耳
飾

（
漱
石
35
歳
）

三
階
に
独
り
寐
に
行
く
寒
か
な

（
漱
石
35
歳
）

筒
袖
や
秋
の
柩
に
し
た
が
は
ず

（
漱
石
35
歳
）

着
船
場
ま
で
は
真
っ
赤
な
服
で
い
く

船
長
の
孤
独
を
知
っ
て
い
る
鴎

　

漱
石
は
熊
本
の
五
高
に
教
師
と
し
て
の
籍
を
お
い
た
ま

ま
、
明
治
33
年
（
１
９
０
０
年
）
９
月
、
文
部
省
第
一
回

給
費
留
学
生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
発
っ
た
。

　

こ
の
句
は
ロ
ン
ド
ン
出
発
の
前
に
知
人
宛
の
は
が
き
に
記
し

た
。
短
冊
に
も
書
い
て
東
京
の
留
守
宅
に
残
し
た
。
新
し
い

環
境
へ
の
複
雑
な
気
持
ち
が
さ
ら
り
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
へ
は
横
浜
港
…
神
戸
港
…
長
崎
港
と
実
際
に
日

本
を
離
れ
る
ま
で
数
日
を
要
し
て
い
る
。そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
の
街
は
巨
大
な
ビ
ル
街
に
見
え
た
に
違
い
な

い
。
見
上
げ
る
と
空
が
狭
く
感
じ
た
。

　

着
い
た
翌
年
の
冬
、
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
葬
儀
が
行
わ
れ

た
。
質
素
な
日
本
の
柩
に
く
ら
べ
る
と
金
銀
の
装
飾
に
は
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ロ
ン
ド
ン
の
街
の
何
気
な
い
描
写
だ
。
当
地
で
も
在
留
邦

人
句
会
が
開
か
れ
て
い
た
。十
数
句
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
留
学
後
半
に
な
る
に
つ
れ
、
肝
心
の
学
問
に
倦あ

ぐ

む

こ
と
と
な
る
。

　
「
筒
袖
」
は
洋
服
、「
柩
」
は
正
岡
子
規
の
柩
の
こ
と
。

留
学
中
の
た
め
、
友
の
最
期
に
添
え
な
か
っ
た
無
念
が
「
筒

袖
や
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

【
い
わ
さ
き
楊よ
う

子こ

／
川
柳
と
俳
句
の
愛
好
家
、
熊
本
市
在
住
】

いわさき楊子

─ ㉑ ─

　

標
高
１
４
１
７
ｍ
の
高
さ
に
あ
る
白

髪
岳
は
、
貴
重
な
動
植
物
の
宝
庫
と

な
っ
て
お
り
、１
９
８
０
年
に
環
境
庁
の

「
自
然
環
境
保
全
地
域
」
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
。
特
に
天
然
ブ
ナ
林
は
日
本

の
南
限
と
い
わ
れ
て
お
り
、
中
腹
か
ら

山
頂
に
か
け
て
は
、
ス
ズ
タ
ケ
と
と
も

に
ブ
ナ
林
を
形
成
し
て
い
る
。
大
淀
川
、

川
内
川
の
源
流
で
も
あ
り
四
季
折
々
の

景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。。

　
【
ブ
ナ（
橅
）】ブ
ナ
科
の
落
葉
高
木
。

日
本
で
は
北
海
道
南
部
、
本
州
、
四
国
、

九
州
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

あさぎり町須恵石坂から白髪
岳を望む

すっかり葉を落とした枝には新たな芽がびっしりと付いており、厳しい
冬を迎える準備が整っているようにも見える（11月19日撮影）

山の写真館

白
髪
岳
の
ブ
ナ

撮影／遠山幸穂

球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
皆
越

天
然
ブ
ナ
林
の
南
限
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前
回
、
前
々
回
は
、
主
に
旧
十
條
製
紙
株
式
会
社
坂
本
工
場

（
以
後
、
十
條
製
紙
）
の
工
場
内
外
の
水
害
の
様
子
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
、
十
條
製
紙
の
あ
っ
た
油
谷
川
と
球
磨
川
の

合
流
点
に
位
置
す
る
坂
本
地
区
の
７
月
３
日
水
害
時
と
水
が
引

い
た
後
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
40
（
１
９
６
５
）

年
水
害
の
写
真
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ダ
ム
建
設
前
の
人
々

の
洪
水
と
の
付
き
合
い
方
も
こ
れ
ま
で
の
聞
き
取
り
を
元
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、当
時
の
地
区
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
に
、

個
人
宅
を
除
く
お
店
や
旅
館
の
屋
号
を
敢
え
て
出
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

十
條
製
紙
の
近
く
に
あ
っ
た
坂
本
地
区
は
、
旧
坂
本
村
の
中

心
と
し
て
栄
え
、
昭
和
40
年
水
害
当
時
は
、
郵
便
局
や
役
場
等

の
公
共
施
設
や
、
商
店
や
旅
館
の
多
く
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
以
前
も
、
球
磨
川
の
舟
運
が
盛
ん
な
時
は
、
人
吉

と
八
代
を
結
ぶ
川
の
ル
ー
ト
と
、
肥
後
峠
を
越
え
て
下
っ
て
く
る

ル
ー
ト
が
交
わ
る
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
て
き
た
場
所
で
す
。

球
磨
川
の
豊
か
な
水
量
を
利
用
す
る
製
紙
会
社
が
明
治
31
年
に

操
業
を
始
め
る
と
、
物
資
の
集
散
が
盛
ん
に
な
り
、
人
々
の
往
来

や
人
口
も
増
加
し
、
都
市
型
の
集
落
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

前
々
号
で
、
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
は
坂
本
村
で
一
番
洪
水

が
多
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
床
下
浸
水
は
毎
年
、
数
年
に
一
度
は
天

井
ぐ
ら
い
ま
で
水
が
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
こ

こ
に
家
が
増
え
、
坂
本
で
一
番
の
繁
華
街
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う

こ
と
か
ら
も
、
洪
水
を
気
に
し
て
い
な
い
、
と
い
う
よ
り
洪
水
と

う
ま
く
付
き
合
っ
て
き
た
人
々
の
知
恵
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

球
磨
川
大
水
害
の
記
録  （
坂
本
③
）

自
然
観
察
指
導
員
熊
本
県
連
絡
会
会
長　

つ
る
詳
子

昭
和
40
年

７
月
３
日
の

中谷橋からみた今の集落。赤線は昔の道路の高さ

油谷川の上流側から見た現在の集落。現在は嵩上げさ
れている

対岸からみた現在の集落。赤線は昔の道路の高さ

　

大
雨
が
降
る
と
、
雨
の
降
り
方
、
水
位
の
上
が
り
方
や
増
え
方

の
様
相
を
見
て
、
人
々
は
個
人
個
人
で
判
断
し
、
床
上
ま
で
く
る

な
と
判
断
す
る
と
、
畳
や
家
財
道
具
を
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
上
に
乗

せ
必
要
な
準
備
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
急
激
に
水
嵩
が
あ
が
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
対
応
す
る
時
間
は
十
分
に
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
家
の
方
に
も
工
夫
が
あ
っ
て
、
家
の
建
材
は
水
に

強
い
木
材
を
使
用
し
た
り
、
殆
ど
の
家
が
２
階
建
て
で
、
大
事
な

も
の
は
２
階
に
置
い
た
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
１
階
の
天
井
に

は
、
２
階
の
床
と
つ
な
が
る
畳
２
畳
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
作
っ
て

あ
り
、
必
要
な
時
に
は
、
滑
車
を
使
っ
て
、
一
階
の
家
財
道
具
を

２
階
ま
で
上
げ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

　

床
上
ま
で
来
る
と
思
っ
た
時
は
、
家
へ
の
抵
抗
を
少
な
く
す
る
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干
し
て
、
障
子
を
張
り
替
え
、
家
具
を
元
に
戻
し
ま
す
。

　

ま
た
、
引
い
た
後
に
残
る
サ
ラ
サ
ラ
の
砂
は
、
庭
に
利
用
し
た

り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
資
材
に
し
た
と
言
い
ま
す
か
ら
、
洪

水
が
ア
ユ
や
砂
な
ど
の
恵
み
も
も
た
ら
し
て
い
た
と
い
う
時
代
が

あ
っ
た
こ
と
に
び
っ
く
り
で
す
。
実
際
、「
洪
水
」
と
か
「
大
水
」

と
か
い
う
言
葉
は
あ
っ
て
も
、「
水
害
」
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た

と
言
い
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
な
話
は
、
人
吉
市
や
球
磨
村
で
も
多
く
の
方
か
ら

た
め
に
、
雨
戸
や
障
子
・
襖
も
み
ん
な
外
し
、
机
の
上
の
畳
の
上

に
載
せ
ま
し
た
。
障
子
な
ど
は
紐
で
縛
っ
て
柱
に
つ
な
い
で
お
く

と
、
洪
水
で
き
れ
い
に
は
が
さ
れ
、
後
で
張
り
替
え
る
の
が
楽
に

な
る
し
、
水
が
引
く
と
き
に
、
壁
を
ご
し
ご
し
こ
す
る
と
ピ
カ
ピ

カ
に
な
る
の
で
、
暮
れ
の
大
掃
除
の
代
わ
り
と
思
う
こ
と
に
し
て

い
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
準
備
が
終
わ
る
と
、
ど
こ
の
家
に
も
あ
っ
た
大
き
な

網
を
持
っ
て
、
大
水
で
岸
辺
に
寄
っ
て
く
る
ア
ユ
を
掬
い
に
家
族

総
出
で
出

か
け
た
と
い

い
、
こ
の
濁

り
掬
い
が
楽

し
み
だ
っ
た

と
い
う
方
も

い
ま
す
。

　

戻
っ
て
く

る
と
、
大
掃

除
の
始
ま
り

で
す
。
畳
を

図①

写真①－１：3日の午前 10 時頃

写真①－２：水が引いた後。日時不明

の
引
き
込
み
線
に
囲
ま
れ
た
範
囲
と
、
球
磨
川
と
肥
薩
線
の
間
の

道
路
沿
い
に
多
く
の
家
屋
が
集
中
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

写
真
①
は
、
十
條
製
紙
体
育
館
の
裏
に
続
く
階
段
か
ら
集
落

の
様
子
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
浸
水
時
と
水
が
引
い
た
後
の
写
真

で
す
。浸
水
時
写
真
の
右
手
に「
キ
リ
ン
」と
読
め
る
看
板
の
か
か
っ

た
家
屋
は
、
吉
田
酒
屋
と
い
う
酒
屋
さ
ん
で
、
①
︱
２
で
は
、
す

で
に
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
手
に
は
、
昭
和
旅
館
や
谷
川
薬
局

が
あ
り
ま
し
た
。「
テ
レ
ビ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と

い
う
看
板
も
見
え
ま
す
の
で
、
電
気
屋
さ
ん
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

写
真
②
も
ほ
ぼ
同
じ
と
こ
ろ
で
、
体
育
館
へ
の

裏
階
段
を
挟
ん
で
、
吉
田
酒
屋
さ
ん
と
そ
の
西

側
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
屋
さ
ん
が
あ
り
、
前
に
は
大
和

タ
ク
シ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
被
害
が
酷
か
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
時
は
、
裏
手
の
石
垣
の

上
ま
で
水
が
来
た
と
聞
き
ま
し
た
。

聞
き
ま
し
た
の
で
、
球
磨
川
流
域
に
住
む
人
た
ち
は
、
洪
水
と

本
当
に
う
ま
く
付
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
な
あ
と
驚
い
た
も
の

で
す
。
堤
防
も
な
か
っ
た
昔
、
洪
水
時
に
許
容
で
き
る
浸
水
予
想

と
、
生
活
に
必
要
な
水
の
利
用
を
考
え
て
、
人
々
は
家
を
建
て
て
、

集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

図
①
に
み
る
よ
う
に
、
球
磨
川
と
油
谷
川
、
及
び
十
條
製
紙
へ

写真②－１：3日午前 10 時頃

写真②－2：水が引いた後。日時不明
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写
真
③
は
、
油
谷
川
の
球
磨
川
に
合
流
す
る
と
こ
ろ
で
、
油
谷

川
に
架
か
る
鉄
橋
付
近
か
ら
、
体
育
館
と
油
谷
川
を
み
た
写
真

で
す
。
坂
本
地
区
で
一
番
こ
の
辺
り
が
低
か
っ
た
よ
う
で
、
体
育

館
の
２
階
部
分
は
殆
ど
浸
水
し
て
い
ま
す
。
対
岸
の
家
々
も
一
番

低
い
川
沿
い
の
家
は
、
屋
根
だ
け
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
午
前
９
時

ぐ
ら
い
の
写
真
で
す
が
、
一
番
水
位
が
高
か
っ
た
の
が
こ
の
頃
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

写
真
④
は
、
肥
薩
線
か
ら
球
磨
川
の
方
を
撮
影
し
た
写
真
で
、

個
人
の
民
家
（
左
）
と
球
磨
川
旅
館
（
右
）
で
す
。
こ
の
水
害
の

時
は
、
水
位
の
上
昇
が
と
て
も
速
く
て
、
身
の
回
り
の
わ
ず
か
な

写真④ -1：3日午前 9 時 30 分頃写真④ -2：右：水が引いた後。日時不明

写真③ -2：水が引いた後、日時不明

写真⑤ -2：水が引いた後。日時不明 写真⑤ -1　左：3日午前 9 時頃

も
の
を
持
っ
て
命
か
ら
が
ら
逃
げ
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
と
い
う
話

に
、
う
な
ず
け
る
写
真
で
す
。
み
ん
な
竹
籠
に
最
低
限
の
も
の
を

入
れ
て
、
こ
こ
ま
で
逃
げ
た
の
で
し
ょ
う
。
足
元
ま
で
水
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
線
路
は
浸
水
し
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
最

高
水
位
の
時
間
帯
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

写
真
⑤
は
、
や
は
り
肥
薩
線
か
ら
、
体
育
館
の
裏
手
の
方
向

を
撮
っ
た
も
の
で
す
。
左
の
2
階
建
て
は
蓑
田

病
院
で
、
右
側
は
個
人
の
住
宅
で
す
。
線
路
に

避
難
し
た
制
服
姿
の
学
生
さ
ん
の
姿
が
見
え
ま

す
の
で
、
水
が
流
れ
込
ん
だ
の
は
、
通
学
時
間

帯
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
も
線
路
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
水
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
⑥
は
、
現
在
の
県
道
中
津
道
八
代
線

と
ほ
ぼ
同
じ
と
こ
ろ
で
す
が
、
道
路
も
家
屋
も

今
は
数
ｍ
嵩
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
洪

水
に
備
え
て
、
殆
ど
の
家
が
２
階
建
て
だ
っ
た

と
い
う
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

水
が
引
い
た
後
の
写
真
⑥
︱
１
を
見
る
と
、
土
砂
が
道
路
上

に
人
の
背
丈
ほ
ど
に
も
堆
積
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
腐
っ

た
臭
い
が
と
て
も
強
く
、
こ
れ
ら
の
泥
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
た
の

だ
ろ
う
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
家
の
中
に
も
同
じ
よ
う
に
押
し

寄
せ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
電
線
や
二
階
建
て
の
家
屋
の
軒
先

の
ロ
ー
プ
に
ゴ
ミ
が
沢
山
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
こ

の
時
の
水
位
の
高
さ
が
尋
常
で
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

写真⑥ -1：3日午前 11 時頃

写真⑥－２：4日午前 11 時頃

写真③ -1：3日午前 9 時頃
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す
。
堆
積
し
た
泥
は
、
冷
え
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に
固
ま

る
の
で
、
掻
き
だ
す
の
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
（
写
真

⑥
︱
２
）。
大
量
の
土
砂
が
掻
き
だ
さ
れ
、
表
に
積
ま
れ
て
い
ま

す
。
二
階
の
屋
根
も
相
当
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

写
真
⑦
は
、写
真
⑥
と
同
じ
通
り
沿
い
で
、後
片
付
け
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
松
田
時
計
店
と
山
下
鍼
灸
の
看
板
が
見
え
ま
す
が
、

こ
の
付
近
で
、
２
階
の
半
分
ぐ
ら
い
の
高
さ
ま
で
泥
水
が
押
し
寄

せ
た
と
言
い
ま
す
。

　

と
も
か
く
も
未
曽
有
の
水
害
だ
っ
た
と
、
こ
の
時
の
水
害
体
験

者
の
多
く
の
方
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
度
々
被

害
を
も
た
ら
す
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、「
水
害
」
と
い
う
言
葉
が
生

ま
れ
た
よ
う
で
す
。
私
も
、
昭
和
57
年
の
水
害
時
は
、
こ
の
辺
り

を
見
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
も
こ
の
写
真
と
同
じ
、
も
し
く

は
そ
れ
以
上
の
被
害
で
、
唖
然
と
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。

度
重
な
る
水
害
が
、
坂
本
村
の
人
口
減
少
の
大
き
な
原
因
の
一
つ

で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

【
つ
る
・
し
ょ
う
こ
／
八
代
市
】

写真⑦　この付近では建物の２階の半分ぐらいの高さまで泥水が押し寄せた

今月の詩
う た

　⑳

 人吉球磨児童生徒文詩集「やまぎり」から
第 35 号（2009 年３月発行）　選・作文の会

帰
り
道

君
と
二
人
で

ど
う
で
も
い
い
話
を
し
な
が
ら

冗
談
を
言
っ
て
ふ
ざ
け
あ
い
な
が
ら

君
に
は
何
と
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど

僕
に
と
っ
て
は

す
ご
く
幸
せ
で

大
切
な
時
間
な
ん
だ

そ
う
や
っ
て
歩
い
て
る
う
ち
に

君
の
家
の
前
に
着
く

「
じ
ゃ
あ
ね
」
と
、
君
が
笑
う

「
ま
た
明
日
な
」
と
、
僕
も
笑
っ
て
返
す

で
も

こ
う
や
っ
て
笑
い
あ
え
る
日
も

も
う
、
そ
ん
な
に
多
く
な
い

運
動
会
で
ク
タ
ク
タ
に
な
っ
た
日
も

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
が
獲
れ
な
く
て
悔
し
か
っ

た
日
も

文
化
祭
が
終
わ
っ
て
、
感
動
し
て
泣
い
て
た
日
も

君
と
僕
の
喜
怒
哀
楽
も

そ
の
す
べ
て
を
知
っ
て
る
こ
の
道
と
も

も
う
、
お
別
れ
だ

だ
か
ら

僕
は

君
と
の
時
間
を

も
っ
と
大
切
に
し
た
い
ん
だ

そ
う
だ

こ
れ
を
言
っ
と
か
な
い
と

「
明
日
も
、
一
緒
に
帰
ろ
う
な
」

【
評
】
何
気
な
い
日
常
の
何
気
な
い
シ
ー
ン
に
、
幸
福
感

を
味
わ
い
、
言
葉
で
素
直
に
表
現
で
き
る
、
小
川
く
ん
の

感
性
に
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
中
学
校
の
様
々

な
思
い
出
が
、
そ
し
て
友
だ
ち
が
、
小
川
く
ん
に
と
っ
て

忘
れ
ら
れ
な
い
人
生
の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
帰
り
道

人
吉
二
中  

三
年   

小
川 

隆
将
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建
築
み
て
あ
る
記
⑯

日
本
基
督
教
団
八
代
教
会
を
あ
る
く

　 

森
山　

学

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
で
も
あ
る
の
で
、

今
回
は
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
を
訪
問
し
た

い
。
バ
ス
停
「
宮
の
町
」
に
程
近
い
日
本

基キ
リ
ス
ト督

教
団
八
代
教
会（
写
真
①
）で
あ
る
。

　

小
西
行
長
の
統
治
時
代
に
は
キ
リ
シ
タ

ン
多
数
の
地
と
し
て
知
ら
れ
た
八
代
に
、

八
代
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
創
設
さ
れ
た

の
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）。
同
じ

こ
ろ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
会
派
も
八
代

で
布
教
活
動
を
し
て
お
り
、
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
に
、
デ
ー
ヴ
ィ
ソ
ン
宣
教

師
の
影
響
を
受
け
、
市
来
敬
太
郎
が
初

代
牧
師
と
な
っ
て
「
八
代
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教

会
」を
創
設
。
そ
し
て
明
治
四
〇
年（
一
九

○
七
）、「
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
」
が

誕
生
し
た
際
、
八
代
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
は

「
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
八
代
教
会
」
に

な
る
。

　

布
教
当
初
か
ら
市
内
を
計
八
回
に
わ

た
り
移
転
し
て
き
た
八
代
教
会
は
、
大

正
十
二
年
（
一
九
二
三
）、
最
後
の
移
転

先
と
な
る
現
在
地
に
移
る
。
当
初
は
家

屋
を
礼
拝
堂
や
幼
稚
園
舎
（
い
ま
の
「
聖

愛
幼
稚
園
」）
に
活
用
し
て
い
た
が
、
昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）、
つ
い
に
最
初
の

教
会
堂
を
建
設
す
る
（
写
真
②
）。

　

こ
れ
は
木
造
二
階
建
て
で
、
切
妻
屋
根

の
礼
拝
堂
（「
講
堂
」）
の
棟
と
、
一
階
に

教
室
、
二
階
に
和
室
が
あ
る
切
妻
屋
根

の
園
舎
の
棟
が
直
交
す
る
よ
う
に
造
ら
れ

て
い
た
。
お
そ
ら
く
素
朴
な
思
い
が
そ
の

ま
ま
形
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
複
雑
な

見
た
目
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
目
に
は
教
会

写真① 外観

会
堂
は
、
残
念
な
こ
と
に
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
に
焼
失
。
そ
れ
で
も
め
げ

ず
に
、
焼
失
し
た
そ
の
年
、
早
く
も
木

造
の
新
教
会
堂
を
再
建
す
る
。
こ
れ
が
い

ま
の
建
物
で
あ
る
。
し
か
し
昭
和
三
一
年

（
一
九
五
六
）
に
大
改
修
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
大
改
修
前
の
様
子
（
写
真
③
）

と
比
べ
な
が
ら
、
い
ま
の
建
物
を
見
て
み

よ
う
。

　

外
観
は
切
妻
屋
根
の
礼
拝
堂
に
玄
関

ポ
ー
チ
が
つ
く
だ
け
で
、
一
目
で
教
会
だ

と
わ
か
る
。
玄
関
ポ
ー
チ
の
屋
根
の
上
に

は
十
字
架
が
か
か
げ
ら
れ
、
東
の
壁
の
上

部
に
は
切
妻
屋
根
に
あ
わ
せ
て
頂
部
を

三
角
形
と
す
る
大
き
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が
つ
く
。
あ
る
意
味
、
初
代
よ
り
も
教

会
建
築
と
し
て
洗
練
さ
れ
た
と
言
え
よ

う
。

　

し
か
し
改
修
前
は
、
よ
り
教
会
ら
し

か
っ
た
。
い
ま
の
玄
関
ポ
ー
チ
の
場
所
に

は
か
つ
て
塔
が
立
ち
、
十
字
架
は
礼
拝

堂
の
棟
上
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
こ
の
塔
は
階
段
塔
で
も

鐘
塔
で
も
な
く
、
二
階
に
事
務
室
が
あ
っ

た
。
つ
ま
り
教
会
ら
し
さ
を
演
出
す
る
と

と
は
分
か
り
に
く
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
礼
拝
堂
の
棟
は
半
円
ア
ー
チ
の
窓
、

園
舎
の
棟
は
四
角
い
窓
、
と
い
う
ふ
う
に

窓
の
デ
ザ
イ
ン
を
使
い
わ
け
る
工
夫
は
見

ら
れ
た
。

　

せ
っ
か
く
建
て
ら
れ
た
こ
の
初
代
教写真② 初代教会堂

写真③ 再建教会堂
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い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
、
塔
と
い
う

外
観
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
塔
が
減

築
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
改
修
が
前
面

道
路
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
も
の
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

中
へ
入
っ
て
見
よ
う
。
礼
拝

堂
は
平
屋
だ
が
、
東
側
の
入

口
近
く
だ
け
二
階
建
て
で
、
一

階
に
事
務
室
（
か
つ
て
の
「
教

室
」）、二
階
に
は
礼
拝
堂
（「
遊

戯
室
」）
の
吹
抜
け
に
面
し
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
（
写
真

④
）。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は

堂
内
の
一
体
感
を
重
視
す
る

た
め
教
会
堂
の
規
模
を
小
さ

く
し
、
そ
の
代
わ
り
に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
採
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。

　

礼
拝
堂
の
吹
抜
け
上
部
に
は

木
造
サ
イ
ソ
ー
ト
小
屋
組
が
露
出

し
て
い
て
、
こ
れ
が
大
迫
力
で
あ

る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
見
れ
ば
、
な
お
の

こ
と
で
あ
る
（
写
真
⑤
）。

　

さ
き
ほ
ど
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
窓
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
メ
ソ 写真⑤ ギャラリーから見た木造サイソート小屋組

写真④ 礼拝堂から見たギャラリー

ヂ
ス
ト
の
伝
統
に
従
い
透
明
ガ
ラ
ス
で

あ
っ
た
。実
は
、昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）

施
行
の
「
宗
教
団
体
法
」
に
よ
り
、
日

本
国
内
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
会
派
が
合
同

し
て
「
日
本
基
督
教
団
」
を
成
立
す
る

の
だ
が
、
八
代
教
会
も
こ
れ
に
よ
り
「
日

本
基
督
教
団
八
代
教
会
」
に
変
わ
っ
た
た

め
、
近
年
の
改
修
で
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に

替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
は
清
々

し
い
朝
日
が
堂
内
を
明
る
く
照
ら
し
た
で

あ
ろ
う
が
、
い
ま
は
幻
想
的
な
光
が
堂

内
を
満
た
す
（
写
真
⑥
）。

　

礼
拝
堂
の
奥
の
壁
に
は
、
頂
部
を

三
角
形
に
し
た
「
天
国
の
門
」
が
開

か
れ
、
そ
の
向
こ
う
に
、
ス
テ
ー
ジ
の

よ
う
に
聖
壇
（「
教
壇
」）
が
設
け
ら

れ
る
（
写
真
⑦
）。
聖
餐
台
は
、
ス
テ
ー

ジ
前
面
の
立
ち
上
が
り
か
ら
引
き
出
さ
れ

る
ス
ラ
イ
ド
式
で
あ
る
（
写
真
⑧
）。
こ

れ
は
遊
戯
室
と
し
て
広
く
活
用
で
き
る
よ写真⑦ 聖壇

写真⑥ ギャラリーのステンドグラス
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昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
ま
で
、
九

州
学
院
ブ
ラ
ウ
ン
記
念
講
堂
な
ど
二
十

軒
の
キ
リ
ス
ト
教
施
設
を
施
工
し
て
い

る
。
そ
の
い
く
つ
か
は
著
名
な
建
築
家

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

設
計
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
明
治
学
院

大
学
チ
ャ
ペ
ル
な
ど
、
多
く
の
教
会
堂
で

木
造
サ
イ
ソ
ー
ト
小
屋
組
を
採
用
し
て
い

る
。
辻
組
と
組
ん
だ
作
品
で
も
日
本
福

音
ル
ー
テ
ル
小
城
教
会
や
長
崎
活
水
女

学
院
新
棟
チ
ャ
ペ
ル
で
採
用
し
て
い
る
。

特
に
小
城
教
会
は
持
送
り
の
形
状
ま
で
、

先
行
す
る
八
代
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
こ

の
辺
り
の
事
情
も
推
理
し
つ
つ
、
ぜ
ひ
堪

能
し
た
い
建
物
で
あ
る
。

【
も
り
や
ま
・
ま
な
ぶ
／
高
専
教
員
、
一

級
建
築
士
、
八
代
市
】

る
。
そ
も
そ
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
内

陣
外
陣
な
く
堂
内
の
一
体
感
を
大
切
に
す

る
も
の
で
あ
り
、「
恵
の
座
」
は
そ
れ
に

反
す
る
の
だ
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
会

派
の
な
か
で
も
メ
ソ
ヂ
ス
ト
で
は
、
こ
の

「
恵
の
座
」
を
伝
統
と
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
今
で
は
、
こ
れ
を
撤
去
し
て
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
収
納
し
て
い
る
。　

と
こ
ろ
で
設

計
者
は
不
詳

で
あ
る
。
施
工

者
は
辻
組
（
辻

長
次
郎
）
で
、

現
在
の
九
州

建
設
株
式
会
社

（
福
岡
）
で
あ

る
。
辻
組
は

少
な
く
と
も

大
正
末
か
ら

う
に
、と
考
え
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ

た
よ
う
だ
が
、
聖
餐
式
を
説
教
ほ
ど
に

重
視
し
な
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
だ
か
ら
こ

そ
可
能
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

ま
た
こ
の
ス
ラ
イ
ド
式
聖
餐
台
の
前
に

は
、「
恵
の
座
」
と
よ
ば
れ
る
内
陣
境
の

柵
が
、
可
動
式
で
設
置
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
祈
り
や
配
餐
の
場
に
も
活
用
さ
れ

写真⑧ 引き出された状態の聖餐台

　

一
体
ど
ん
な
妻
？　

雪
女
か
？　

妻
が
凍
り

（
冫
）
付
く
の
は
ど
ん
な
時
か
？　

凍
り
つ

か
せ
た
こ
と
の
あ
る
人
に
は
分
か
る
だ
ろ
う
。

「
妻
」
の
部
分
は
淒
・
齋
に
通
じ
《
出
そ
ろ
う
》

の
意
。
︱
︱
《
雨
や
雲
が
出
そ
ろ
っ
て
寒
気
が
す
る
》
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
《
す
ご
い
》
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
身
の
毛
が
よ
だ

つ
、
と
ま
で
は
言
わ
な
い
に
し
て
も
、
け
っ
し
て
快
い
感
触
で

は
な
い
。
凄
と
淒
︱
︱
ど
っ
ち
が
よ
り
す
ご
い
か
？　

対
決
さ

せ
て
み
ま
す
か
。
ど
ち
ら
よ
り
我
が
「
妻
」
こ
そ
が
す
ご
い
、

と
お
っ
し
ゃ
る
方
︱
︱
お
気
の
毒
様
。
優
し
い
「
妻
」
に
恵
ま

れ
た
男
性
に
は
全
く
無
関
係
な
話
。

　

最
近
はvery beautiful

の
こ
と
を
、「
凄
く
美
し
い
」
と
か

「
凄
い
美
し
い
」
と
か
い
う
よ
う
だ
が
、
正
し
い
（
？
）
日
本

語
に
こ
だ
わ
る
な
ら
ば
、こ
れ
は
×
だ
。
特
に
形
容
動
詞
を「
○

○
い
」
と
形
容
詞
の
よ
う
に
使
う
の
は
耳
障
り
だ
。
言
葉
は

生
き
物
だ
か
ら
50
年
後
は
そ
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
が
…
…
平
成
時
代
ま
で
は
ま
だ
市
民
権
は
得
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
况
と
況　

凉
と
涼　

冲
と
沖　

准
と
淮　

な
ど
、ど
っ
ち
が
ど
っ
ち
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
時
が
あ
る
。

　

漢
和
字
典
で
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
新
し
い
何
か
を

発
見
す
る
は
ず
。

　

音
読
み
は
ト
ク
。
意
味
は
《
か
く
れ
る
・

か
く
す
・
に
げ
る
・
よ
こ
し
ま
》。
と
こ
ろ

で
こ
の
字
の
「
若
」
の
部
分
は
〈
す
な
お
で

お
と
な
し
い
〉
の
意
。（
本
当
に
わ
か
い
者

は
す
な
お
か
な
？
）
そ
こ
か
ら
《
個
性
を
出
さ
ず
か
く
す
》

の
意
味
と
な
る
。
隠
匿･

秘
匿
・
匿
名
な
ど
と
使
わ
れ
る
。

　

庶
民
み
ん
な
が
あ
ら
ゆ
る
物
資
の
不
足
に
苦
し
ん
だ
戦

中
・
戦
後
に
は
、隠
匿
物
資
と
い
う
も
の
が
ひ
っ
そ
り
と
出
回
っ

て
い
た
。「
あ
る
と
こ
ろ
に
は
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
さ
さ
や

か
れ
、
ひ
も
じ
い
腹
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
の
言
葉
を
遠
い
世

界
の
話
と
聞
い
た
も
の
だ
。
物
資
不
足
の
小
規
模
の
も
の
は

オ
イ
ル
＝
シ
ョ
ッ
ク
の
時
に
経
験
さ
れ
た
は
ず
。
戦
争
は
そ
う

い
う
も
の
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た

い
。

　
「
諾
」
の
場
合
の
「
若
」
は
〈
う
べ
な
う
、
こ
と
ば
で
こ
た

え
る
〉の
意
味
で
、《
か
く
す
》と
は
逆
の
意
味
を
持
つ
。
承
諾
・

諾
否
と
、
日
常
生
活
に
も
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
人
々
を
悩
ま
せ
る
こ
と
は
な
い
。「
若
」
は
〈
ご
と
し
〉

と
も
読
む
。
矢
岳
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に
か
か
る
石
額
に
「
天

険
若
夷
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

【
つ
る
か
み
・
か
ん
じ
／
人
吉
市
】

漢和字典は面白い 4

凄

匿

鶴上寛治

漢字遊び　時には気分転換！
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岸
の
そ
こ
に
は
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が

広
が
る
。
並
行
す
る
道
路
は
、
お
か
ど

め
駅
手
前
を
左
折
す
る
と
、
ふ
る
ま
ち
橋

（
昭
62
・
９
竣
工
）
へ
と
続
き
、
対
岸

は
深
田
地
区
古
町
と
な
る
。
そ
の
付
近

に
は
昔
の
発
船
場
や
船
大
工
も
在
っ
た
。

川
面
に
は
な
め
り

4

4

4

岩
も
見
え
、
橋
か
ら

す
ぐ
上
流
の
立
岩
と
市
房
山
の
眺
め
は

遠
い
昔
の
風
情
を
醸
し
出
す
。
今
も
立
岩

　

木
上
駅
か

ら
、
次
の
お
か

ど
め
幸
福
駅
ま

で
は
僅
か
に
１
・

７
㎞
。
球
磨
川

河
畔
か
ら
線
路

は
次
第
に
離
れ
、

左
に
木
上
大
橋

を
見
な
が
ら
約

１
㎞
の
直
線
を

免
田
西
地
区
へ
と
向
か
う
。
線
路
は
地
図

上
で
国
道
２
１
９
号
線
と
７
０
０
ｍ
の

距
離
を
並
行
。
お
か

ど
め
幸
福
駅
ま
で
殆

ん
ど
勾
配
の
な
い
平

坦
な
路
線
が
続
く
。

平
野
第
二
踏
切
右
手

に
は
才
園
子
安
観
音

が
鎮
座
。
球
磨
川
左

才園子安観音

ふるまち橋から深田立岩（左手）、市房を望む。
下は昭和 23 年の立岩（麦島勝氏）

た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
列
車
が
こ
の
駅
ま
で
運

行
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
２
０
１
１
年

の
日
平
均
乗
車
人
員
は
53
名
（
降
車
は

含
ま
ず
）。
同
年
４
月
、
こ
の
駅
は
命
名

権
を
得
て
頭
に
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
ク

ロ
ー
バ
ー
」
の
副
名
称
を
付
与
、
同
名
の

北
海
道
広
尾
線
の
幸
福
駅
は
昭
和
62
年

に
は
舟
を
舫
う
小
孔
跡
が
あ
り
、
明
治

末
の
船
着
場
を
詠
ん
だ
俳
人
井
上
微
笑

の
「
大
根
舟
続
く
黒
船
下
り
舟
」
の
句

碑
も
在
る
。
黒
船
と
は
旧
深
田
銅
山
の

岩
石
を
載
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

	

お
か
ど
め
幸こ

う
ふ
く福
駅

　

こ
の
駅
は
平
成
元
年
11
月
１
日
、
国

鉄
湯
前
線
が
く
ま
川
鉄
道
に
移
管
時

に
開
業
の
１
面
１
線
の
無
人
駅
。
起
点

か
ら
13
・
１
㎞
、
隣
の
木
上
駅
か
ら
は

１
・
７
㎞
の
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
西
字
岡

留
１
４
２
３
︱
２
に
位
置
す
る
。
標
高

は
１
３
９
・
９
ｍ
。
駅
名
の
お
か
ど
め
は
、

駅
の
す
ぐ
東
に
在
る
岡
留
熊
野
座
神
社

に
そ
の
名
が
由
来
す
る
全
国
唯
一
の
幸
福

駅
。
こ
の
名
称
に
ち
な
み
、
平
成
21
年

４
月
に
は
、
現
在
あ
さ
ぎ
り
駅
２
番
ホ
ー

ム
に
保
存
中
の
自
然
博
物
館
列
車
Ｋ
Ｕ

Ｍ
Ａ
Ⅰ
、
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ⅱ
号
列
車
を
貸
切
っ駅正面と幸福を運ぶポストマン

待合室から幸福ポスト、大絵馬方面

井上微笑の句碑

連載その㉑  くま川鉄道・おかどめ幸福駅
球磨川の駅・ものがたり

熊本産業遺産研究会　松本晉一

河口から上流まで、その駅を訪ねる
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真
向
い
の
小
高
い
岡
に
も
横
15
×
縦

1.2
ｍ
の
大
き
な
絵
馬
（
須
永
博
士
イ

ラ
ス
ト
）
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
〝
幸

福
〟
を
も
た
ら
す
仕
掛
け
が
多
い
。

そ
の
上
、
駅
左
手
に
は
〝
お
か
ど
め

幸
福
地
蔵
菩
薩
〟
ま
で
鎮
座
す
る
の

で
あ
る
。
記
念
入
場
券
（
１
９
０

円
）
も
ハ
ー
ト
型
で
「
幸
福
へ
の

切
符
」
と
印
刷
さ
れ
、
駅
舎
隣
の

売
店
や
次
の
あ
さ
ぎ
り
駅
で
も
販

売
し
て
い
る
。
ま
た
、
く
ま
川
鉄

道
25
周
年
、
湯
前
線
開
通
90
周
年

の
記
念
入
場
券

も
販
売
し
て
い
る
。

こ
の
切
符
は
毎
月

１
０
０
０
枚
ほ
ど
売

れ
た
と
の
こ
と
。

　

駅
隣
の
売
店
に
13

年
勤
務
す
る
吉
松
由

２
月
に
廃
駅
と
な
っ
て
い
る
。

　

駅
舎
は
無
人
駅
と
は
思
え
ぬ
優
雅
な

神
社
風
、
駅
舎
正
面
入
口
に
は
鈴
が
下

が
り
、
右
手
に
は
願
い
事
を
祈
る
絵
馬

架
け
板
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
右
手
に

は
〝
幸
福
行
き
ポ
ス
ト
〟
を
設
置
。
駅

美
さ
ん
に
聞
く
と
、
土
日
は
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
、
九
州
各
地
か
ら
の
訪
問
客
も

多
い
と
の
こ
と
。
11
月
初
め
、
吉
松
さ
ん

に
は
売
店
が
物
販
販
売
加
工
所
へ
移
行
す

る
た
め
の
一
時
閉
店
に
伴
い
、「
く
ま
鉄
」

か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

駅の売店（吉松さん）と
記念入場券

くま鉄祭り（10月1日、福）

　

駅
の
東
側
に
あ
る
岡
留
神
社
の
岡
留

公
園
は
景
色
も
良
く
、
休
日
は
親
子
連

れ
で
賑
わ
う
。

　

今
年
10
月
１
日
に
は
「
く
ま
鉄
ま
る

ご
と
マ
ル
シ
ェ
・
く
ま
鉄
ま
つ
り
」
が
沿

線
の
５
駅
で
開
催
さ
れ
、
１
日
乗
り
放

題
５
０
０
円
の
乗
車
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、

こ
の
駅
で
は
、
あ
さ
ぎ
り
地
域
婦
人
会
他

か
ら
各
種
の
お
店
が
出
て
賑
わ
っ
た
。
近

く
に
は
「
才
園
古
墳
群
」
が
あ
り
、
以

前
に
は
イ
チ
ゴ
狩
り
の
農
園
も
在
っ
た
。

　

か
っ
て
は
神
社
以
外
に
訪
れ
る
所
で
は

な
か
っ
た
免
田
西
地
区
に
、
町
の
活
性
化

の
一
環
と
し
て
、
国
鉄
か
ら
く
ま
川
鉄
道

へ
の
移
行
時
、世
の
中
の
幸
福
を
願
う
〝
観

光
駅
〟
と
し
て
、
公
立
病
院
前
、
新
鶴

羽
の
２
駅
と
同
時
に
開
業
、
当
時
は
駅岡留神社大鳥居

開業当時のおかどめ幸福駅（平成元 10・福）と
岡留自然公園（平 10、4・福）
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手
に
は
免
田
川
橋
梁
を
渡
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル

カ
ー
も
一
望
出
来
る
場
所
で
あ
る
。
42
年

前
は
写
真
の
よ
う
に
藁
葺
き
の
民
家
の
横

を
Ｓ
Ｌ
が
ゆ
っ
く
り
と
貨
車
を
引
い
て
い

た
。

る
。
こ
の
丘
陵
か
ら
展
望
は
正
面
に
深

田
の
草
津
山
、
高
山
が
目
に
入
る
。
右

舎
の
み
で
あ
っ
た
。
駅
の
敷
地
は
田
圃
で
、

線
路
は
低
い
築
堤
で
あ
っ
た
が
、
埋
め
立

て
ら
れ
レ
ベ
ル
は
嵩
上
げ
さ
れ
て

い
る
。

　

駅
正
面
右
手
、
２
０
０
ｍ
に

あ
る
岡
留
神
社
入
口
に
は
大
鳥
居

が
あ
り
、
石
段
を
昇
る
と
桜
と
梅

の
岡
留
自
然
公
園
が
造
ら
れ
て
い

〈
参
考
資
料
〉

・「
川
の
記
憶
」
麦
島
勝
写
真
集
２
０
０
２　

葦

書
房

・
盆
地
を
走
る
駅
シ
リ
ー
ズ
「
お
か
ど
め
幸
福
駅
」

平
成
21
年
５
月
14
日
人
吉
新
聞

・
田
舎
の
情
報
誌
「
あ
さ
ぎ
り
」
熊
本
県
あ
さ
ぎ

り
町

・「
吉
松
さ
ん
ね
ぎ
ら
い
感
謝
状
」
平
成
29
年
11

月
８
日　

人
吉
新
聞

・
ウ
ィ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
お
か
ど
め
幸
福
駅

○
資
料
提
供
：
（
福
）
は
福
井
弘
氏　

写
真
提

供
他

○
聞
き
取
り
：
吉
松
由
美
氏

※
前
号
訂
正
：
Ｐ
27
き
の
え
大
橋
傍
に
は
〝
天

子
の
水
〟
と
い
う
湧
水
が
あ
る
➡
き
の
え
大
橋

の
奥
６
０
０
ｍ
に
は
花
菖
蒲
と
熊
本
名
水
百
選

一
つ
〝
天
子
の
水
公
園
〟
が
あ
る
。

岡留公園から見た深田方面

同　貨車を牽くSL58654（昭 50、2　福）

　

工
場
地

　

四
人
の
男
た
ち
は
、
製
紙
会
社
の
場
所
を
坂
本
に
す
る
こ
と
に

決
め
た
の
だ
が
、
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ほ
と
ん

ど
が
山
地
で
本
格
的
工
場
を
建
設
す
る
場
所
と
し
て
坂
本
は
必

ず
し
も
適
地
で
は
な
い
。
し
か
も
当
時
、
ま
だ
鉄
道
は
開
通
し
て

お
ら
ず
、
工
場
用
の
機
械
は
八
代
か
ら
川
舟
で
運
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
下
流
に
向
か
う
と
き
と
違
い
、
川
舟
を
上
流
に
引
き
上

げ
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、積
極
的
ス
タ
ン
ス
の
者
か
ら
み
れ
ば
、

こ
う
し
た
疑
問
は
凡
庸
で
、
工
場
を
稼
働
さ
せ
る
う
え
で
不
可
欠

の
も
の
を
考
え
る
の
が
企
業
者
（
起
業
者
）
で
あ
る
。
工
場
を
稼

働
さ
せ
る
う
え
で
必
要
な
も
の
は
、
動
力
源
と
し
て
の
川
の
流
れ

で
あ
り
、
製
紙
の
た
め
に
必
要
な
水
で
あ
る
。
こ
の
二
条
件
を
重

視
す
べ
き
で
、彼
ら
が
目
を
つ
け
た
の
は
「
油
谷
川
」
で
あ
っ
た
。

当
時
は
「
鮎
帰
川
」
と
よ
び
、『
会
社
史
』
も
鮎
帰
川
と
記
載
し

て
い
る
。
江
戸
時
代
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
小
論
で
は
「
鮎

帰
川
」
と
す
る
。

　

鮎
帰
川
を
な
が
め
て
み
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
水
量
が
多
い
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
鮎
帰
川
は
江
戸
時
代
か
ら
木
材
搬
出
に
有

益
な
川
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
球
磨
領
万
江
山
の
材

木
の
搬
出
な
ど
は
鮎
帰
川
を
利
用
し
た
。

　

工
場
地
は
「
塩し

お
つ
ち土
」
と
い
う
。
坂
本
地
区
と
油
谷
地
区
の
中

間
に
あ
っ
て
、
現
在
と
同
じ
く
、
盆
地
状
あ
っ
た
。
２
軒
の
家
屋

が
あ
る
ほ
か
、
墓
所
と
雑
木
林
の
土
地
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状

況
も
工
場
選
定
の
理
由
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

経
営
者
側
は
直
ぐ
に
造
成
工
事
に
着
手
で
き
る
と
予
想
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
墓
所
や
櫨
木
の

移
転
料
を
住
民
が
も
と
め
、
地
元
事
務
所
は
対
応
に
苦
慮
し
た
。

坂
本
の
製
紙
工
場
小
史 

⑵                 
上
村
雄
一

維
新
１
５
０
年
を
考
え
る
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舟
津
が
金
銭
を
肩
代
わ
り
し
て
い
る
。
外
観
的
に
は
、
上
松
求
麻

村
内
に
「
対
立
」
が
あ
り
、下
松
求
麻
村
側
の
有
力
人
に
よ
る
「
対

立
の
調
整
」
と
い
う
構
図
が
う
か
ん
で
く
る
。
先
の
櫨
木
、
墓
地

移
転
料
問
題
も
「
遺
恨
」
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
会

社
か
ら
み
れ
ば
、
現
場
対
策
者
と
考
え
て
い
た
人
物
が
地
元
の
地

主
と
「
対
立
」
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
予
想
外
に
展
開
と
し
て

受
け
取
っ
た
だ
ろ
う
。

　

経
営
内
部
の
力
関
係
の
変
化

　

熊
本
市
役
所
で
の
会
合
後
、
四
人
の
男
の
役
割
は
し
だ
い
に
変

化
し
て
い
っ
た
。
明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。
岡
崎
唯
雄
と
上
羽
勝
衛
が
事
務
作
業
を
す
す
め
た
が
、
結
論

と
し
て
は
、
国
権
党
グ
ル
ー
プ
が
取
締
役
会
の
役
員
に
な
り
、
実

学
党
メ
ン
バ
ー
は
監
査
役
に
ま
わ
っ
た
。
藤
村
紫
朗
と
岡
崎
が
取

締
役
に
な
り
、
上
羽
は
監
査
役
に
な
っ
た
。
安
場
保
和
は
形
式
上

身
を
引
き
、
彼
の
養
嗣
子
の
安
場
末
喜
が
技
師
長
兼
工
場
長
に
就

任
し
工
場
設
置
地
場
所
の
選
定
を
実
質
的
に
リ
ー
ド
し
た
。
そ
れ

は
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
た
結
論
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
保

和
が
横
井
小
楠
の
直
系
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
党
派
的
バ
ラ

櫨
木
（
ハ
ゼ
の
木
）
は
１
本
20
円
、
墓
所
に
つ
い
て
は
一
箇
所
３

円
の
移
転
料
を
住
民
は
求
め
た
。「
油
谷
」、「
坊
木
場
」、「
片
岩
」

の
住
民
が
と
く
に
強
く
要
求
し
た
。
交
渉
の
末
、
櫨
の
木
は
１
本

２
円
50
銭
ま
で
、
墓
所
に
つ
い
て
は
一
箇
所
１
円
ま
で
会
社
が
支
払

う
こ
と
で
合
意
し
た
（
住
民
一
人
と
は
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
）。

　

住
民
と
合
意
し
た
の
で
工
場
建
設
を
は
や
め
る
た
め
に
移
転
料

を
直
ち
に
支
払
お
う
と
し
た
が
、
現
場
事
務
所
に
は
手
持
金
が

な
く
、
下
松
求
麻
村
の
名
誉
村
長
・
舟
津
康
次
が
金
３
５
０
円

を
立
て
替
え
た
。
舟
津
は
小
崎
辻
地
区
に
住
む
豪
商
で
、
弟
が

薩
摩
と
懇
意
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
政
府
軍
が
坂
本
で
薩
摩
軍

を
追
討
し
た
と
き
、
舟
津
は
身
の
危
険
を
感
じ
た
。
じ
っ
さ
い
、

薩
摩
軍
は
舟
津
の
住
む
小
崎
辻
を
焼
い
た
。

地
主
層
の
対
立

　

住
民
要
望
を
単
純
な
金
銭
獲
得
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
か
。「
油

谷
」・「
坊
木
場
」・「
片
岩
」
は
上
松
求
麻
村
に
属
し
、「
塩
土
」

も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
補
償
金
を
肩
代
わ
り
し
た
の
は
下
松
求

麻
村
の
舟
津
で
あ
っ
た
。

　

明
治
29
年
７
月
５
日
、工
場
誘
致
の
嘆
願
書
を
八
代
郡
長
（
辛

肥薩線の橋梁。鮎帰川としている

《上・下松求麻村》
　上松求麻村（カミ・マツ・クマムラ）
と下松求麻村（シモ・マツ・クマム
ラ）。両者を併せて「マツ・クマムラ」
と呼ぶときもあったが、行政単位とし
て両者は別であった（同一の時期も
あった）。鮎帰川を軸にその南側（右
岸側）を「下松求麻村」といい、
北側（左岸側）を「上松求麻村」
というが、「片岩」・「油谷」地区の
ように鮎帰川を基準にできない場合
もある。両村は方言のちがいをはじ
めとして生活文化は必ずしも同一で
ない。昭和 35 年、葦北町百済来
村と三村合併し、坂本村となり、坂
本村は旧八代市などと合併し、八代
市坂本町になった。

島
格
）
に
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
の
提
出
者
は
「
上
・
下

松
求
麻
村
有
志
一
同
」
で
、
そ
の
名
簿
を
み
る
と
下
松
求
麻
村
側

は
名
誉
村
長
の
舟
津
を
は
じ
め
有
力
者
の
名
前
を
並
べ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
上
松
求
麻
村
側
の
名
簿
に
は
村
長
を
は
じ
め
と
す
る

有
力
者
の
名
前
が
み
え
な
い
。
工
場
誘
致
に
つ
い
て
両
村
に
は
微

妙
な
温
度
差
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
会
社
史
』
に
よ
る
と
、
水
路
敷
地
の
買
収
が
す
す
ま
な
い
の

で
調
査
し
て
み
た
と
こ
ろ
敷
地
の
所
有
者（
地
主
）と
周
旋
人（「
有

志
一
同
」
に
名
の
あ
る
者
）
の
間
に
「
遺
恨
」
が
あ
っ
て
買
収
が

進
ま
な
か
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。「
遺
恨
」（
私
憤
）の
内
容
を『
会

社
史
』
は
説
明
し
て

い
な
い
が
、
坂
本
の

支
配
層
（
地
主
層
）

に
対
立
が
あ
っ
た
の

は
間
違
い
な
く
。
対

立
は
金
銭
的
に
解

決
（
調
整
）
さ
れ
て

い
る
。
水
路
敷
地
買

収
問
題
の
と
き
も
、

製紙工場跡地。字名「塩土」。もともと
盆地で２軒の家屋があったが、ほとんど雑
木林で、墓所でもあった。（現・くま川ワイ
ワイパーク）
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ン
ス
は
と
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
有
司
専
制
の
官
僚
派
が
会

社
の
実
験
を
握
っ
た
と
も
い
え
る
。
当
時
は
、「
上
か
ら
の
産
業
革

命
」
が
実
施
し
や
す
い
事
情
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
安
場

末
喜
は
、
１
８
５
８
年
６
月
１
日
（
安
正
５
年
５
月
１
日
）
に

細
川
藩
士
・
下
津
休
也
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
、
安
場
保
和
の
長

女
・
ト
モ
と
結
婚
し
、
安
場
家
の
嗣
子
と
な
り
、
保
和
死
後
は
男

爵
の
身
分
を
ふ
く
め
安
場
家
を
す
べ
て
引
き
継
い
だ
。

　

安
場
末
喜
の
登
場
後
、
下
益
城
郡
杉
合
村
か
ら
八
代
郡
上
松

求
麻
塩
土
に
工
場
設
置
場
所
は
変
わ
り
、
会
社
名
も
肥
後
製
紙

株
式
会
社
か
ら
肥
後
抄
紙
株
式
会
社
へ
、
更
に
東
肥
製
紙
株
式

会
社
に
名
称
を
変
更
し
た
。「
東
肥
」
は
肥
後
の
意
味
（
西
肥
は

肥
前
の
意
味
）
で
、
国
権
党
グ
ル
ー
プ
が
好
む
名
称
で
あ
っ
た
。

　

女
子
労
働
―
朝
４
時
か
ら
、
松
明
を
と
も
し
な
が
ら

　

明
治
29
年
（
１
８
０
０
年
）
12
月
11
日
か
ら
工
場
敷
地
の
整

備
（
地
均
し
）
作
業
を
開
始
し
て
い
る
。
当
時
の
道
路
（
里
道
）

は
現
在
の
県
道
と
は
ち
が
う
経
路
だ
っ
た
よ
う
で
道
路
変
更
工
事

を
最
初
に
お
こ
な
っ
た
。
早
朝
４
時
か
ら
の
作
業
で
あ
っ
た
。
濃

霧
が
発
生
し
三
尺
（
１
メ
ー
ト
ル
）
先
も
見
え
ず
松た

い
ま
つ明
を
と
も

し
て
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
坂
本
が
特
別
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

か
ろ
う
。

　

土
石
は
メ
ゴ
で
運
ん
だ
。
一
荷
の
運
び
賃
は
一
厘
で
「
一
文
担

い
」
と
い
っ
た
。
１
０
０
荷
で
10
銭
に
な
る
。
当
時
、
米
一
表
一

円
、
鮎
１
０
０
斤
２
銭
５
厘
、
唐
芋
１
０
０
斤
30
銭
で
あ
っ
た
。

鮎
よ
り
唐
芋
が
高
額
で
あ
る
。
賃
金
は
現
金
で
な
く
、

会
社
発
行
の
「
就
業
之
証
」
と
す
る
札
を
与
え
て
月

末
に
現
金
と
交
換
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
炭
鉱
な

ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
賃
金
支
払
方
法
」
と
同
一

で
あ
る
。

　

炭
鉱
で
は
、
炭
鉱
経
営
の
店
舗
で
の
利
用
を
強
制

さ
れ
て
い
た
が
、
坂
本
工
場
も
そ
う
で
あ
っ
た
か
は

確
認
で
き
な
い
。
八
代
方
面
ま
で
含
め
て
通
貨
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
貨
幣
と

し
て
流
通
す
る
場
合
、
割
引
さ
れ
る
の
が
通
常
で
、

人
夫
の
手
取
り
賃
金
は
多
額
で
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。「
就
業
之
証
」
は
最
初
か
ら
導
入
さ
れ
工
場
竣

工
時
ま
で
の
約
２
年
間
使
用
さ
れ
た
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

し
て
作
業
し
た
。

　

道
路
変
更
工
事
、
山
端
の
切
り
崩
し
な
ど
の
土
石
の
運
搬
は

女
だ
け
が
こ
れ
に
あ
た
っ
た
。男
は
し
て
い
な
い
。『
会
社
史
』は「
も

と
も
と
此
土
地
は
女
も
よ
く
働
く
処
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
土

地
に
か
ぎ
ら
ず
、
山
間
部
の
女
は
ど
こ
で
も
肉
体
労
働
を
懸
命
に

「塩土」は、今も霧が発生しやすい

雪が降った日の坂本工場。マシンの音だけが響いていたという

《コラム　上羽勝衛》
　明治29年（1896年）12月1日会議（熊本市役所）の出席者の一人。
　天保 13 年（1842 年）4月4日〜大正 5 年（1916 年）10月30日。
宇土郡宇土町で、細川・宇土支藩（三万石）の藩士の子として生まれる。
宇土支藩・藩校「温知館」、細川本藩の藩校「時習館」で学んだ教
養人。明治 4 年（1871 年）には、有名な「熊本洋学校」の教授（漢
文科）に就任。同 6 年には熊本県で最初の小学校教科書を編纂。勝衛の子孫は、
勝衛を「熊本県の小学校の教科書をつくった人」として、それを一番の誇りにしている。
　その後、宇土、山鹿、山本、菊池、合志などの郡長に就任し行政官として活躍。
同時に、九州鉄道株式会社の創立に参画するなど実業界、特に銀行業界で力を発
揮した。晩年は、宇土で清貧のうちに暮らした。墓は宇土にある。熊本地震で損壊し
たが、最近、修復された。実学党の代表者のひとりで男女同権、民衆運動に理解
を示した。
　勝衛の子孫は坂本に社員（株主）として残り、大林地区に居住し、その子どもた
ちは藤本小学校・松凌中学校に通った。その後、大林地区から藤本地区（駐在所跡）
に転居し、そののちには上松中学校に通った。子孫の一人は旧坂本村収入役なども
勤めた。そのため上羽家は坂本では有名である。勝衛のひ孫にあたる人たちはたがび
たび坂本を訪れ、球磨川で遊んでくれるなど、坂本を「故里」と感じていただいている。
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し
た
こ
と
か
ら
、
敢
え
て
「
免
田
式
」
を

使
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う

考
え
た
私
は
、
山
鹿
市
蒲
生
・
上
の
原
遺

跡
の
報
告
書
、『
蒲
生
・
上
の
原
遺
跡
一

県
営
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文

化
財
の
調
査
一
』（
木
﨑
編
一
九
九
六
）
の

中
で
、
球
磨
郡
錦
町
木
上
の
夏
女
遺
跡
で

発
掘
さ
れ
た
土
器
を
基
準
に
使
用
し
た
の

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
回
り
道
と
な
る
が
、

夏
女
遺
跡
の
発
見
の
話
か
ら
口
火
を
切
り

た
い
。

　

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
度
の
あ
る

日
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
、
上
司
の
命
を

受
け
て
、
後
に
南
関
町
教
育
委
員
会
で
文

 （15）
球磨川筋の弥生時代⑮

八洲開発株式会社　木﨑文化財研究室長　木﨑康弘

くまがわすじの考古地誌

　

前
回
の
テ
ー
マ
は
「
再
び
『
免
田
式
バ

使
う
て
く
だ
さ
い
』」(

木
﨑
二
〇
一
七)

だ
っ
た
が
、
そ
の
最
後
を
こ
う
締
め
く
く
っ

た
。

　
「
そ
こ
で
、
高
田
と
一
緒
に
、
再
び
叫
び

た
い
。『
免
田
式
バ
使
う
て
く
だ
さ
い
』と
。」

そ
も
そ
も
、「
免
田
式
」
と
命
名
し
た
小

林
行
雄
は
、
南
九
州
の
Ｂ
様
式
の
「
土
器

の
特
に
発
達
し
て
ゐ
る
肥
後
国
球
摩
郡
免

田
地
方
に
ち
な
ん
で
免
田
式
の
名
称
を
用

ひ
た
い
（
略
）」（
小
林
一
九
三
九
）
と
の

認
識
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
単
に
重
弧
文
土

器
だ
け
を
取
り
上
げ
て
「
免
田
式
」
と
呼

ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

（NO.176）

「
免
田
式
」
を
使
お
う
！ 

①

　

夏
女
遺
跡
と
の
再
会

で
あ
る
。
今
か
ら
約
三
二
万
年
前
の
こ
と
、

現
在
の
鹿
児
島
県
湧
水
町
か
ら
宮
崎
県

え
び
の
市
・
小
林
市
に
か
け
て
広
が
る
加

久
藤
盆
地
（
カ
ル
デ
ラ
性
盆
地
）
で
、
大

噴
火
が
起
き
た
。
そ
の
時
、
噴
き
出
し
た

火
砕
流
は
、
人
吉
盆
地
内
に
流
れ
込
み
、

標
高
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
レ
ベ
ル
ま
で
埋

め
尽
く
し
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
内

田
・
田
中
他
二
〇
一
一
）。
標
高
二
五
六
～

一
四
四
メ
ー
ト
ル
の
高
原
台
地
は
、
こ
の

火
砕
流
堆
積
物
、
加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
が

基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、

石
倉
を
造
る
時
に
用
い
ら
れ
る
深
田
石
は
、

こ
の
溶
結
凝
灰
岩
で
あ
る
。

　

次
に
、
標
高
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
レ
ベ
ル

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
面
に
は
、
間
も
な
く

球
磨
川
や
川
辺
川
な
ど
が
流
れ
込
み
、
開

析
は
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
た
く
言

う
と
、
川
の
流
れ
が
溶
結
凝
灰
岩
を
削
り

始
め
た
の
だ
っ
た
。

化
財
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な

る
坂
本
重
義
と
一
緒
に
、
球
磨

郡
錦
町
木
上
の
高
原
台
地
を

歩
い
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
熊

本
県
が
農
林
漁
業
用
揮
発
油

税
財
源
替
農
道
整
備
事
業(

農

免
農
道)

を
計
画
し
て
い
た
の

だ
っ
た
。

　

高
原
台
地
と
は
、
人
吉
盆

地
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
川
辺
川

が
盆
地
に
流
れ
込
も
う
と
す
る

付
近
を
要
の
位
置
に
し
て
、
扇

状
に
広
が
る
洪
積
台
地
で
あ
る

（
写
真
）。
こ
の
台
地
の
成
り

立
ち
は
実
に
面
白
い
。
そ
れ
を

教
え
て
く
れ
る
の
が
、
地
層
の

様
子
（
図
）。
余
談
に
な
る
が
、

少
し
触
れ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
基
盤
は
、
火
砕
流
堆

積
物
の
加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩

写真　夏女遺跡と高原台地
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Ｔ
ｎ
火
山
灰
や
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
な
ど
の
、

新
期
の
火
山
灰
や
軽
石
層
が
乗
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
現
在
の
地
形
が
形
作
ら
れ
た
の

だ
が
、
そ
ん
な
複
雑
な
地
史
的
背
景
を
刻

ん
だ
高
原
台
地
の
一
角
に
、
夏
女
遺
跡
は

遺
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
見
慣
れ
た
風
景
に
、
は
た

と
気
付
い
た
私
は
、
坂
本
に
こ
う
話
し
か

け
た
。

　
「
こ
こ
は
昔
よ
く
土
器
拾
い
に
来
て
い
た

所
の
ご
た
っ
で
す
ね
。
多
分
土
器
片
が
ど

ん
ど
ん
見
つ
か
り
ま
す
よ
。」

　

す
る
と
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
、
狭
い
農

道
の
路
肩
辺
り
に
、
土
器
片
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
顔

を
覗
か
せ
て
い
る
で
は
な
い
か
。「
こ
れ
も

だ
。
こ
れ
も
だ
」
と
、
昔
に
返
っ
た
よ
う
に

拾
い
集
め
て
み
る
と
、
見
る
見
る
う
ち
に
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
は
一
杯
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
「
凄
い
遺
跡
に
行
き
当
た
っ
た
も
の
だ
」

と
思
え
た
の
は
、
そ
の
土
器
の
破
片
の
量
。

か
ら
押
し
出
し
て
き
て
、
そ
れ
ら

が
次
々
と
溜
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
広
大
な
扇
状
地

が
顔
を
現
し
た
の
だ
。
そ
の
痕
跡

が
加
久
藤
溶
結
凝
灰
岩
の
上
に
乗

る
礫
層
。
高
原
台
地
で
砕
石
用
に

掘
削
さ
れ
て
い
る
礫
は
、
そ
の
時

代
に
堆
積
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

再
び
寒
い
気
候
が
訪
れ
る
と
、

海
と
の
比
高
差
が
大
き
く
な
り
、

地
形
の
削
り
込
み
の
ス
ピ
ー
ド
が

速
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
扇

状
地
の
削
り
込
み
は
、
こ
う
し
て
始
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
痕
跡
が
川
辺
川
の
旧
河

道
と
考
え
ら
れ
る
銅
山
川
と
そ
れ
沿
い
の

深
田
谷
で
あ
り
、
高
原
台
地
上
の
幾
筋
も

の
細
長
い
谷
地
形
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終

的
に
は
、現
在
の
川
辺
川
の
流
れ
と
な
っ
て
、

落
ち
着
い
た
の
だ
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
は
、
姶
良

　

そ
の
後
、
地
球
の
気
候
が
比
較
的
暖
か

く
な
る
と
、
海
水
面
が
上
昇
し
て
、
人
吉

盆
地
と
の
比
高
差
が
小
さ
く
な
り
、
削
り

の
ス
ピ
ー
ド
は
遅
く
な
り
、
一
見
、
一
段
落

し
た
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
始
ま
っ
た
の

が
次
の
ス
テ
ー
ジ
だ
。
五
木
谷
の
出
口
部

分
に
は
、
川
辺
川
が
大
量
の
秩
父
累
帯
や

四
万
十
帯
の
堆
積
岩
類
の
礫
や
砂
を
上
流

図　高原台地の地層堆積（棚内田・田中他2011）

【
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教
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人
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学
教
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』
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熊
本
大
学

乙
益
重
隆　
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「
免
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式
土
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付
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」『
郷
土
』
創
刊
号　

免
田
郷

土
研
究
会

木
﨑
康
弘
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一
九
九
六　
『
蒲
生
・
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遺
跡
一
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営
農
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整
備
事
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蔵
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化
財
の
調
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』
熊
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県
教
育

委
員
会

木
﨑
康
弘　

二
〇
一
七　
「
く
ま
が
わ
す
じ

の
考
古
地
誌
一
四　

再
び
『
免
田
式
バ
使

う
て
く
だ
さ
い
』」『
く
ま
が
わ
春
秋
』
第

二
〇
号　

人
吉
中
央
出
版
社

小
林
行
雄　

一
九
三
九　
「
南
九
州
Ｂ
様
式

脚
注
（
一
）」『
弥
生
式
土
器
聚
成
図
録
』

東
京
考
古
学
会

園
村
辰
実
編　

一
九
九
三　
『
夏
女
遺
跡
』

熊
本
県
教
育
委
員
会

に
し
た
。
す
る
と
、
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
長
さ
に
亘
っ
た
範
囲
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、「
夏
女
」
も
あ
っ
た
し
「
夏
男
」
も
あ
っ

た
し
、
そ
の
他
に
も
色
々
と
あ
っ
た
。
一
〇

個
ほ
ど
の
小
字
が
掛
か
っ
て
い
た
の
だ
。
そ

う
な
る
と
「
こ
れ
は
困
っ
た
」
と
悩
む
も
の

だ
が
、
そ
の
反
面
、
名
前
付
け
は
、「
ど
れ

に
す
れ
バ
よ
か
ろ
う
か
」
と
楽
し
い
作
業
。

　

そ
し
て
、
決
め
る
こ
と
に
し
た
。「
夏
女
」

に
す
る
こ
と
に
し
た
。
斯
く
し
て
、「
夏
女

遺
跡
」
は
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

と
し
て
、
平
た
く
言
え
ば
正
式
の
遺
跡
と

し
て
『
熊
本
県
遺
跡
台
帳
』
に
登
載
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
時
は
、
木
上

小
学
校
五
年
生
の
「
木
﨑
少
年
」
が
見
つ

け
出
し
て
か
ら
、
す
で
に
二
一
年
を
過
ぎ
て

い
た
。
そ
ん
な
年
月
を
越
え
て
、
二
つ
の

出
会
い
が
私
に
訪
れ
た
不
思
議
は
、
そ
れ

か
ら
二
九
年
経
っ
た
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

       （
つ
づ
く
）

そ
の
一
方
で
、
こ
う
感
じ
も
し
た
の
だ
っ
た
。

　
「
熊
本
県
文
化
課
の
遺
跡
台
帳
に
は
、
記

録
が
無
か
っ
た
。
不
思
議
か
、
こ
れ
だ
け
一

杯
土
器
片
が
落
ち
と
っ
と
に
、
誰
も
気
付

か
ん
だ
っ
た
と
は
。」

　

そ
し
て
、
こ
う
も
思
っ
た
の
だ
。

　
「
な
ら
ば
、
こ
ん
遺
跡
の
第
一
発
見
者
は
、

自
分
だ
ろ
う
か
。
小
学
生
五
年
の
頃
か
ら

通
い
詰
め
と
っ
た
も
ん
ね
。」

　

そ
こ
で
、
そ
の
結
果
を
整
理
し
て
、『
熊

本
県
遺
跡
台
帳
』
に
登
載
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
遺
跡
の
名
付
け

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
通
常
、
遺
跡
名
を
付
け
る

時
に
は
、
地
名
を
使
う
こ
と
が
基
本
で
あ

る
。
た
だ
し
、
大
字
で
は
広
す
ぎ
る
。
そ

こ
で
、
字
図
を
使
っ
て
、
小
字
を
調
べ
る
の

が
一
般
的
な
の
で
あ
る
。
早
速
、
文
化
課
に

保
管
さ
れ
て
い
た
字
図
を
取
り
出
し
、
該

当
す
る
箇
所
の
小
字
名
を
調
べ
て
み
る
こ
と



57  くまがわ春秋　Vol.21　2017.12.15 56くまがわ春秋　Vol.21　2017.12.15

資
料
集
成
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
戦
後
日
本
が
高
度
経
済
成
長
に
猛

進
す
る
中
、
公
害
や
開
発
、
環
境
汚
染
な
ど
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
き
た
全
国
各
地
の
住
民
が
、
い
か
に
し
て
権
力
に
抵
抗
し
て

き
た
か
と
い
う
生
の
記
録
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
に

「
草
の
根
通
信
」
や
新
潟
県
の
巻
原
発
住
民
投
票
運
動
、
三
島
・

沼
津
・
清
水
町
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
反
対
運
動
や
高
知
パ

ル
プ
生
コ
ン
事
件
な
ど
を
取
り
上
げ
て
き
た
。

　
『
川
辺
川
ダ
ム
建
設
反
対
住
民
運
動
資
料
』（
以

下
、
川
辺
川
資
料
）
に
は
、
住
民
・
市
民
団
体
の
会

報
や
機
関
紙
、
学
習
会
な
ど
の
チ
ラ
シ
、
訴
状
や
意

見
書
、
個
人
の
手
記
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
紙

幅
の
た
め
全
て
で
は
な
い
も
の
の
、
川
辺
川
ダ
ム
建

設
反
対
運
動
に
関
わ
る
様
々
な
主
体
の
当
時
の
細
か

な
動
き
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
11
月
、『
戦

後
日
本
住
民
運
動
資
料
集

成
11　

川
辺
川
ダ
ム
建
設

反
対
住
民
運
動
資
料
』（
す

い
れ
ん
舎
）
が
刊
行
さ
れ

た
。

　
『
戦
後
日
本
住
民
運
動

住
民
運
動
資
料
の
編
集
に
携
わ
っ
て

高
知
大
学 

助
教　

森　

明
香

川
辺
川
ダ
ム

建
設
反
対

　

２
０
１
６
年
夏
か
ら「
川
辺
川
資
料
」の
編
集
に
携
わ
る
中
で
、

筆
者
は
事
務
局
や
家
庭
で
保
存
さ
れ
て
い
た
資
料
の
収
集
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
収
録
す
る
た
め
運
動
団
体
の
代
表
な
ど
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
お
願
い
等
を
行
っ
て
き
た
。
運
動
の
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
を
使
っ
て
欠
落
し
た
資
料
探
し
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
方
や
、
熊
本
地
震
の
後
で
家
が
大
変
な
中
で
資
料
を
探
し
出
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
た
。
1
年
が
か
り
で
の
編
集
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　　

筆
者
は
大
学
生
だ
っ
た

２
０
０
４
年
か
ら
川
辺
川

ダ
ム
問
題
の
現
場
に
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
前
年
、

川
辺
川
の
境
田
橋
か
ら
飛
び

込
む
中
学
生
の
姿
を
捉
え
た

村
山
嘉
昭
さ
ん
の
写
真
を
見

て
「
こ
ん
な
き
れ
い
な
川
が

あ
る
な
ら
行
っ
て
み
た
い
」
と

の
思
い
を
抱
い
た
。
当
時
は
そ
う
思
っ
た
だ
け
で
、
川
辺
川
ダ
ム

の
こ
と
を
聞
い
て
も
よ
く
わ
か
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
初
め
て
人
吉

市
を
訪
れ
た
と
き
、
目
抜
き
通
り
に
「
川
辺
川
ダ
ム
建
設
絶
対

反
対
」
と
書
か
れ
た
巨
大
な
看
板
を
掲
げ
た
く
ま
が
わ
ハ
ウ
ス
に

驚
き
、
川
霧
に
包
ま
れ
川
が
中
心
と
な
っ
た
町
の
在
り
様
に
と
て

も
惹
か
れ
た
。
当
時
は
す
で
に
利
水
裁
判
は
判
決
後
で
、
住
民

討
論
集
会
も
森
林
保
水
力
の
共
同
検
証
に
移
行
し
、
漁
業
権
や

土
地
を
め
ぐ
る
収
用
委
員
会
も
い
わ
ば
終
盤
だ
っ
た
と
思
う
。
長

い
運
動
か
ら
す
れ
ば
一
番
苦
し
い
と
き
は
過
ぎ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
川
辺
川
ダ
ム
に
反
対
す
る
人
び
と
は
計
画
を
確
実
に

止
め
る
た
め
に
粘
り
強
く
運
動
を
続
け
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。
遠

く
か
ら
訪
れ
る
学
生
を
、
み
な
さ
ん
は
歓
迎
し
て
い
ろ
い
ろ
と
良

く
し
て
下
さ
っ
た
。
い
ま
思
え
ば
、
み
な
さ
ん
が
ど
れ
だ
け
大
変

な
こ
と
を
手
弁
当
で
や
っ
て
い
た
の
か
、
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
回
、
改
め
て
流
域
内
外
の
住
民
・
市
民
運
動
資
料
全
般
を

集
め
て
精
査
す
る
な
か
で
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
び
と
が
運
動
に

関
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
ま
ず
驚
い
た
。
熊
本
、
福
岡
、

東
京
、
関
西
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
運
動
が
全
国
へ
と
繋
が
り
な
が
ら
、

様
々
な
生
業
の
人
た
ち
に
よ
る
多
彩
な
運
動
が
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト

学生ボランティアに来た先輩・後輩と（2004 年）
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で
は
、
ダ
ム
建
設
に
伴
い
水
没
予
定
地
と
な
っ
た
五
木
村
に
ま
つ

わ
る
資
料
を
収
録
し
た
。
慎
重
派
の
姿
勢
を
と
っ
た
水
没
者
団
体

の
会
報
「
ふ
る
さ
と
五
木
」
や
、
ダ
ム
水
没
予
定
地
に
唯
一
残
っ

た
農
家
・
尾
方
茂
さ
ん
の
手
記
な
ど
で
あ
る
。
３
、４
巻
で
は
、

人
吉
市
な
ど
の
下
流
域
に
お
い
て
ダ
ム
反
対
運
動
を
担
っ
た
市
民

グ
ル
ー
プ
「
清
流
球
磨
川
・
川
辺
川
を
未
来
に
手
渡
す
流
域
郡

市
民
の
会
」
ら
の
会
報
や
チ
ラ
シ
類
を
、
そ
の
前
身
の
時
代
の
も

の
も
含
め
て
収
め
た
。
５
巻
は
利
水
訴
訟
に
関
す
る
資
料
群
と
ダ

ム
計
画
の
「
受
益
地
」
の
水
害
体
験
者
に
よ
る
資
料
を
、
６
巻

は
熊
本
市
を
中
心
と
し
て
運
動
の
全
国
展
開
を
担
っ
た
「
子
守
唄

の
里
・
五
木
を
育
む
清
流
川
辺
川
を
守
る
県
民
の
会
」
の
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
を
主
に
集
め
た
。
７
巻
に
は
売
れ
る
ア
ユ
を
守
ろ
う
と

し
た
川
漁
師
お
よ
び
漁
民
支
援
を
買
っ
て
出
た
市
民
団
体
の

会
報
や
チ
ラ
シ
に
く
わ
え
、
ダ
ム
本
体
の
原
石
山
を
生
息
域

と
し
て
い
た
ク
マ
タ
カ
調
査
や
荒
瀬
ダ
ム
撤
去
を
促
し
た
新
聞

（
ミ
ニ
コ
ミ
）
を
一
部
掲
載
し
た
。
８
巻
で
は
２
０
０
１
年

か
ら
行
わ
れ
た
住
民
討
論
集
会
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
、
９
巻

で
は
収
用
委
員
会
か
ら
検
討
小
委
員
会
を
経
て
白
紙
撤
回
に

至
る
ま
で
の
市
民
団
体
の
動
き
と
、
流
域
お
よ
び
県
知
事
に

ワ
ー
ク
を
保
ち
つ
つ
展
開
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
事
業
を
進
め
よ

う
と
す
る
国
に
異
を
唱
え
抵
抗
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
中
で
生

活
し
続
け
る
こ
と
が
い
か
に
大
変
だ
っ
た
か
も
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

刊
行
の
ご
挨
拶
の
た
め
に
再
訪
す
る
中
で
改
め
て
思
い
知
っ
た
。

　　
「
川
辺
川
資
料
」
の
中
身
に
つ
い
て
も
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
こ

う
。

　
「
川
辺
川
資
料
」
は

全
９
巻
、
別
冊
の
解

題
に
加
え
「
聞
き
取

り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
付
属

し
て
い
る
。
１
、２
巻

　

先
進
諸
国
に
お
い
て
、ダ
ム
の
時
代
は
終
わ
っ
た
は
ず
だ
っ
た
。

ダ
ム
は
確
か
に
電
力
や
水
利
な
ど
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
巨
大
ダ
ム
は
山
や
川
と
共
に
あ
る
暮
ら
し
や
川
の
自
然

を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
し
か
成
立
し
な
い
技
術
で
も
あ
っ
た
。
巨

大
ダ
ム
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
21
世

紀
の
幕
開
け
は
「
ダ
ム
の
時
代
の
終
わ
り
」
と
共
に
迎
え
た
の
で

あ
る
。
川
辺
川
ダ
ム
建
設
反
対
運
動
も
そ
う
し
た
世
界
的
な
潮

流
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
今
日

の
日
本
で
は
、
な
お
も
治
水
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
と
結
び
つ
け
ら

れ
な
が
ら
、
既
設
ダ
ム
の
利
活
用
を
標
榜
し
た
「
ダ
ム
再
開
発
」

の
動
き
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。
今
な
お
ダ
ム
問
題
は
終
わ
っ
て
は

い
な
い
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設
反
対
運

動
に
学
ぶ
も
の
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

資
料
集
に
関
す
る
問
合
せ
は
、「
す
い
れ
ん
舎
」　

☎︎

０
３
・
５
２
５
９
・
６
０
６
０
、m

asato@
suirensha.jp　

へ
。

　
【
も
り
・
さ
や
か
／
高
知
市
】

よ
る
白
紙
撤
回
表
明
の
発
言
録
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録
し
た
。

別
冊
の
解
題
で
は
川
辺
川
ダ
ム
建
設
反
対
運
動
を
鳥
瞰
し
て
半

世
紀
以
上
に
も
わ
た
る
そ
の
軌
跡
を
辿
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
先
述

の
通
り
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
映
像
と
し
て
収
録
し

た
。

　

価
格
は
25
万
円
（
税
抜
）、
都
道
府
県
立
や
市
町
村
立
の
図
書

館
や
大
学
・
研
究
所
な
ど
学
術
団
体
を
主
な
販
売
対
象
に
し
て

お
り
、
県
内
で
は
熊
本
市
立
図
書
館
が
す
で
に
所
蔵
し
て
い
る
。人吉市中心部にあった2 代目くまがわハウス



61  くまがわ春秋　Vol.21　2017.12.15 60くまがわ春秋　Vol.21　2017.12.15

脂
質
・
タ
ン
パ
ク
質
・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ

ラ
ル
・
食
物
繊
維
で
す
。

　

炭
水
化
物
や
肉
類
が
メ
イ
ン
の
現
代

食
で
は
、
糖
質
・
脂
質
・
タ
ン
パ
ク
質
を

取
り
過
ぎ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
り
、
筋
肉
や

皮
膚
を
つ
く
る
大
事
な
栄
養
素
で
す
が
、

過
剰
に
取
り
過
ぎ
る
と
脂
肪
と
な
っ
て
蓄

積
し
て
い
き
ま
す
。
半
面
、
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
は
不
足
し
が
ち

で
す
。
こ
れ
ら
は
体
の
代
謝
を
助
け
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

身
体
の
偏
っ
た
栄
養
を
整
え
、
心
身
と

も
に
調
子
の
良
い
毎
日
を
送
り
た
い
も
の

で
す
。

　

そ
の
為
に
、
日
々
の
お
買
い
物
に
小
さ

な
知
識
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
改
善
で
き

ま
す
。
今
回
お
勧
め
す
る
の
が
「
フ
ァ
イ

ト
ケ
ミ
カ
ル
」
で
す
。

　

現
在
、
健
康
を
キ
ー
プ
す
る
の
は
実

は
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

栄
養
素
は
大
き
く
分
け
て
６
つ
。
糖
質
・

　

上
記
で
説
明
し
た
６
つ
の
栄
養
素
の
他

に
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
植
物
に

含
ま
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
で
す
。

　

例
え
ば
ト
マ
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
「
リ

コ
ピ
ン
」、
こ
れ
は
強
い
抗
酸
化
作
用
が

あ
り
、
紫
外
線
か
ら
肌
や
目
を
守
っ
て
く

れ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
コ

ピ
ン
の
大
き
な
特
徴
は
「
赤
」。
こ
の
赤

色
こ
そ
リ
コ
ピ
ン
の
色
な
の
で
す
。
つ
ま

り
、
色
が
強
い
植
物
に
は
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ

カ
ル
が
あ
る
事
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

基
本
の
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
を
５
色
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
「
赤
」
は
リ
コ
ピ
ン
。
体
内
の
毒
素
を

排
出
し
、
美
肌
を
目
指
し
た
い
方
は
ぜ

ひ
赤
い
野
菜
を
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
「
緑
」、
こ
れ
は
食
物
繊
維
。
ホ
ウ
レ
ン

医食同源 ⑭

ファイト
ケミカル

を知って

賢いお買
い物を

食育を始めて 10 年

浦川春加

ソ
ウ
や
シ
ソ
、
バ
ジ
ル
や
ク
レ
ソ
ン
。
体

内
を
デ
ト
ッ
ク
ス
し
、
腸
内
を
整
え
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。

　
「
橙
」
カ
ロ
チ
ン
。
免
疫
を
上
げ
る
栄

養
素
で
す
。
冬
に
み
か
ん
を
食
べ
る
と
風

邪
を
ひ
き
に
く
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
カ
ロ
チ
ン
の
持
つ
「
橙
」
の
力
で
す
。

　
「
黄
色
」
ビ
タ
ミ
ン
の
色
で
す
。
こ
れ

は
パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
と
し
て
重
宝
し
ま

す
。
バ
ナ
ナ
や
黄
な
粉
、
か
ぼ
ち
ゃ
や
生

姜
な
ど
が
有
効
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
選
手
が
、

走
る
前
に
バ
ナ
ナ
を
食
べ
る
の
も
納
得
が

い
き
ま
す
ね
。

　
「
紫
」
ナ
ス
や
プ
ル
ー
ン
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
赤
ワ
イ
ン
な
ど
。
こ
れ
ら
は
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
で

す
。
リ
コ
ピ
ン
と
一
緒
に
取
る
と
抗
酸
化

作
用
は
相
乗
効
果
で
す
し
、
目
の
神
経

に
も
い
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
お
買
い

物
の
際
、
こ
の
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
の
色

で
野
菜
を
チ
ョ
イ
ス
し
て
、
賢
い
食
卓
を

目
指
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
食
卓
は
、
賢
く

楽
し
く
！　

だ
と
思
い
ま
す
。

　

毎
日
の
食
を
変
え
る
と
、
ゆ
っ
く
り
で

す
が
、
確
実
に
美
容
と
健
康
を
キ
ー
プ

で
き
る
は
ず
で
す

【うらかわ・はるか／人吉市「さんぽ
カフェオーナー」】
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来
れ
ば
戻
す
」
ち
ィ
さ
み
ゃ
片
方
の
コ
ブ
よ

ば
お
っ
取
っ
た
げ
な
。

　

そ
ん
話
よ
ば
聞
き
さ
み
ゃ
ん
、「
お
が

先
ィ
行
た
て
、
お
が
コ
ブ
も
お
っ
取
っ
て
も

ら
わ
ん
ば
ん
」
ち
ィ
さ
み
ゃ
ん
岩
屋
ん
下
で

待
っ
と
っ
や
い
た
げ
な
。し
た
い
ば
あ
ん
じ
ゅ

ら
鬼
共
が
戻
っ
て
来
さ
み
ゃ
ん
歌
踊
っ
。
爺

ど
ん
も
か
た
っ
て
飲
め
や
歌
え
や
じ
ゃ
っ
た

い
ど
ん
、
い
っ
と
ヘ
タ
じ
ゃ
っ
た
げ
な
も
ん

じ
ゃ
っ
で「
コ
ブ
は
持
っ
て
戻
れ
」ち
ィ
さ
み
ゃ

ん
、
反
対
側
ゃ
う
っ
ぱ
け
て
く
れ
た
げ
な
、

コ
ブ
の
一
っ
ち
ょ
と
二
つ
と
入
れ
替
わ
っ
た
げ

な
。
し
み
ゃ
ー
。

浦
島
鶴
太
郎

原
典
『
伽
草
紙
』

　

タ
ン
ゴ
の
ク
ニ
ち
ゅ
う
は
知
っ
と
っ
き
ゃ
、

ベ
ぇ
よ
ば
汲
む
コ
イ
タ
ン
ゴ
じ
ゃ
な
か
丹
後

の
国
た
い
。

　

そ
け
浦
島
太
郎
ち
ゅ
う
て
、
ふ
う
き
ゃ

　
「
な
ん
ち
ゅ
う
か
、
金
ご
ろ
で
ば
し
あ
っ

と
の
ご
と
、
二
つ
も
下
げ
て
見
た
む
な
か

ち
ゅ
う
は
な
か
」

　

そ
し
て
東
ん
爺
ど
ん
の
山
ゃ
た
き
も
ん
取

り
ィ
行
き
や
い
た
い
ば
雨
の
降
っ
き
ゃ
う
っ

た
っ
た
げ
な
。
そ
い
も
ん
じ
ゃ
っ
で
太
か
岩

の
ア
グ
マ
き
ゃ
と
っ
と
こ
っ
で
雨
宿
っ
し
と
ら

い
た
げ
な
た
い
。
そ
け
鬼
ど
も
が
戻
っ
て

来
て
シ
ュ
ウ
チ
ュ
飲
み
し
き
ゃ
う
っ
た
っ
た
げ

な
。
そ
し
て
鬼
が
、「
わ
い
も
か
た
っ
て
飲
め
」

ち
ゅ
う
も
ん
じ
ゃ
っ
で
、
一
ち
ィ
し
な
っ
て
飲

う
だ
り
歌
う
た
り
踊
っ
た
り
じ
ゃ
っ
た
げ
な

た
い
。

　

鬼
共
が
よ
っ
ぽ
だ
気
に
入
っ
た
と
じ
ゃ
ろ

わ
い
、「
明
日
も
こ
け
来
や
い
、
本
当
か
ら

小
太
り
爺原

典
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

　

ゆ
う
と
昔
の
こ
と
じ
ゃ
る
い
ど
ん
、
東
と

西
の
向
か
い
ど
う
し
ィ
爺
ど
ん
た
ち
の
お
っ

や
い
た
げ
な
。
そ
し
て
二
人
っ
と
め
呑
み
過

ぎ
食
い
過
ぎ
が
元
で
、
そ
い
く
さ
関
取
の

ご
と
太
と
か
う
え
、
ふ
う
た
ん
に
コ
ブ
ま
で

あ
っ
た
げ
な
。
東
の
爺
ど
ん
に
ゃ
両
方
、
西

の
爺
ど
ん
に
ゃ
片
つ
り
ゃ
。
そ
い
も
ん
じ
ゃ
っ

で
ツ
ラ
し
ゃ
か
見
れ
ば
、
コ
ブ
喧
嘩
じ
ゃ
っ

た
げ
な
。

　
「
わ
や
片
つ
り
ゃ
し
き
ゃ
コ
ブ
の
無
か
で
、

い
つ
で
っ
ち
ゃ
ひ
っ
か
た
び
ィ
て
さ
れ
か
ん
ば

ん
な
よ
」

方
言
を
味
わ
う
⑱

　     
異
風
昔
話
　
　
　
　
前
田
一
洋

ん
が
ま
出
し
も
ん
の
漁
師
が
お
っ
た
げ
な
も

ん
、
年
の
こ
ろ
二
十
四
、五
ぐ
り
ゃ
じ
ゃ
っ
つ

ろ
。
そ
し
て
子
ど
ん
が
コ
ナ
し
お
っ
た
亀
よ

ば
助
け
た
明
く
っ
日
の
こ
と
、娘
が
一
人
乗
っ

た
小
舟
の
流
れ
て
来
た
げ
な
た
い
。

　
「
お
ど
ん
よ
ば
、
竜
宮
城
ま
で
送
っ
て
く

だ
れ
ん
ど
か
。
そ
す
れ
ば
お
ど
ま
お
ま
い

さ
ん
の
嫁
さ
ん
に
な
っ
て
、
シ
ン
か
ら
尽
く

す
」。
そ
の
よ
に
頼
む
も
ん
じ
ゃ
っ
で
、
十

日
ば
か
り
か
け
て
送
っ
て
行
た
げ
な
た
い
。

そ
し
た
い
ば
約
束
通
り
嫁
さ
ん
に
な
っ
て
至

れ
り
尽
く
せ
り
。
そ
ん
娘
、
本
当
は
太
郎

が
助
け
た
亀
で
、
竜
宮
城
の
姫
様
じ
ゃ
っ
た

と
げ
な
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
四
十
年
、
じ
ゃ
な
か
っ
た
三

年
目
。
な
ん
さ
ま
家
や
ら
ト
ト
さ
ん
カ
カ

さ
ん
の
事
も
心
配
ゃ
な
っ
た
も
ん
じ
ゃ
っ
で
、

姫
様
に
頼
う
で
里
帰
っ
。

　

と
こ
い
が
ど
っ
こ
い
「
帰
っ
て
見
れ
ば
恐

い
蟹
」
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
あ
ん
時
か
ら
い
つ

の
は
じ
ゃ
か
六
百

年
も
経
っ
て
し
も

と
っ
た
と
げ
な
で

ま
い
。
竜
宮
城
の

一
年
な
人
間
の
世

界
の
二
百
年
分
げ

な
も
ん
。

　

ど
ぎ
ゃ
し
て
分

か
っ
た
と
や
て
、

よ
か
ん
び
ゃ
ー
に
そ
ん
日
は
歳
の
晩
（
お

お
み
そ
か
）
じ
ゃ
っ
た
も
ん
じ
ゃ
っ
で
、
電

光
掲
示
板
で
明
日
か
ら
の
年
号
の
出
た
り
、

今
か
ら
六
百
年
前
に
は
「
応
永
の
乱
」
で

世
の
中
は
云
々
ち
ゅ
う
ニ
ュ
ー
ス
の
出
た
り

し
お
っ
た
と
げ
な
た
い
。
そ
い
も
ん
じ
ゃ
っ

で
、
そ
っ
か
ら
さ
ん
に
ゅ
（
計
算
）
し
て
み

た
い
ば
な
ま
六
百
年
。

　

そ
っ
で
納
得
、
丹
後
の
国
の
浦
島
ち
ゅ
う

村
ま
で
ま
で
訪
ん
ね
訪
ん
ね
し
て
行
た
て
、

会
う
も
ん
ご
ち
ィ
「
太
郎
ち
ゃ
知
ん
な
れ
ん

ど
か
」「
昔
、
亀
よ
ば
助
け
た
若
も
ん
た
い
」

ち
ゅ
う
て
、
ど
し
こ
訊
ね
た
っ
ち
ゃ
誰
も
が

「
知
れ
へ
ん
」「
分
か
ら
へ
ん
」。

　

そ
し
た
で
ト
ゼ
ン
の
し
な
っ
た
太
郎
は
、

姫
様
か
ら
「
な
る
べ
く
開
け
な
い
で
く
ん
な

ん
し
ょ
」
と
言
わ
れ
と
っ
た
い
ど
ん
、
と
う

と
う
「
玉
手
箱
」
の
蓋
よ
ば
取
っ
て
み
た
げ

な
。
そ
し
た
い
ば
、紫
の
雲
の
三
筋
ス
ー
ッ
。

あ
れ
よ
あ
れ
よ
ち
ゅ
う
は
じ
ゃ
ー
、
太
郎
が

姿
は
美
し
か
鶴
の
姿
に
し
な
っ
た
と
げ
な
。

　

そ
い
も
ん
じ
ゃ
っ
で
太
郎
は
、
名
も
浦
島

鶴
太
郎
に
替
え
て
、
竜
宮
城
さ
み
ゃ
戻
っ
て

行
た
と
げ
な
。
そ
れ
か
ら
四
十
年
、
じ
ゃ

な
か
っ
た
四
百
年
も
生
き
て
姫
様
と
暮
ら

し
た
と
げ
な
。
な
し
ゅ
う
四
百
年
て
な
て
、

そ
ら
昔
か
ら
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
ち
ゅ

う
て
あ
っ
ど
も
ん
。
人
間
な
四
十
年
で
っ

ち
ゃ
ぬ
さ
ん
て
太
郎
は
四
百
年
も
辛
抱
し

た
げ
な
。
貞
六
さ
ん
。

【
ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
／
人
吉
市
】
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ヨ
ド
リ
専
門
の
罠わ

な

を
木
の
上
に
仕
掛
け
、
遊
ん
だ
こ
と
を
昨
日
こ

と
の
如
く
思
い
出
し
て
い
る
。

　

か
く
し
て
今
日
も
ま
た
、
ヒ
ヨ
ド
リ
か
ら
難
を
逃
れ
た
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
ご
安
泰
と
熟
れ
具
合
を
、
食
卓
で
の
話
題
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。                            【
と
み
な
が
・
か
ず
の
ぶ
／
山
口
市
】

し
っ
か
り
結
ぶ
。
全
体
が
動
か
な
い
よ
う
に
組
み
立
て
る
の
で
あ
る

が
、
枝
葉
が
張
っ
て
い
る
の
で
思
っ
た
以
上
に
難
し
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
た
か
が
十
数
粒
ほ
ど
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
大
変

な
労
力
と
散
財
（
？
）
で
あ
り
、
他
人
か
ら
見
た
ら
お
笑
い
ぐ
さ

で
あ
ろ
う
。
我
が
家
の
果
実
は
す
べ
て
一
本
か
二
本
の
木
に
な
る

の
で
、
成
果
品
一
個
当
た
り
の
単
価
（
コ
ス
ト
）
は
、
ス
ー
パ
ー

で
の
購
入
価
格
の
十
倍
か
ら
二
十
倍
に
相
当
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

家
庭
経
済
の
観
点
か
ら
み
る
と
実
に
馬
鹿
馬
鹿
し
い
非
合
理
な
所

業
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
不
経
済
な
こ
と
を
性
懲
り
も
な

く
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。

　

人
間
に
は
本
来
〝
合
理
性
の
追
求
〟
の
本
能
と
、
そ
れ
に
対
峙

す
る
〝
非
合
理
生
へ
の
憧
れ
〟
の
本
能
が
あ
る
の
だ
と
勝
手
に
納

得
し
て
い
る
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
年
老
い
て
〝
自
然
界
の

摂
理
〟の
よ
う
な
も
の
に
対
す
る
素
朴
な
回
帰
本
能
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
ま
あ
〝
閑
居
老
人
〟
の
一
種
の
慰な

ぐ
さ
め安
で
あ
ろ
う
と
言
っ

て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
情
緒
を

感
じ
な
い
人
生
も
ま
た
寂
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
一
羽
の
ヒ
ヨ
ド
リ
の
出
現
が
遠
い
昔
の
少
年
時
代
の
友
と
、

故
郷
相
良
村
柳
瀬
の
実
家
の
裏
山
に
赤
い
木
の
実
を
餌
に
し
た
ヒ

ヒ
ヨ
ド
リ
と
サ
ク
ラ
ン
ボ冨

永
和
信

ラ
ン
ボ
が
十
数
粒
ほ
ど
の
実
を
つ
け
た
。
寒
い
頃
に
白
い
花
を
つ

け
、
春
先
に
は
大
豆
ほ
ど
の
小
さ
な
実
に
な
り
、
そ
れ
は
ま
る
で

無
垢
の
赤
ん
坊
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
四
月
の
声
を
聞
い
た

途
端
に
色
づ
き
始
め
て
家
内
を
喜
ば
せ
た
。

　

そ
し
て
彼
女
は
「
ヒ
ヨ
ド
リ
に
や
ら
れ
る
前
に
網
を
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
言
い
出
す
始
末
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
時
も
網
か
け
前
に
一

部
や
ら
れ
た
の
で
、
急
き
ょ
柵
を
を
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。
か
の
ヒ

ヨ
ド
リ
は
果
実
の
み
な
ら
ず
家
内
が
大
切
に
育
て
て
い
る
花
の
蕾

を
食
い
荒
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
の
憎
き
所
業
に
も
拘
わ
ら
ず
ヒ
ヨ

ド
リ
の
ご
乱
行
の
際
に
は
、
な
る
べ
く
お
邪
魔
し
な
い
よ
う
に
遠

く
か
ら
眺
め
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
家
内
が
言
う
に
は
「
こ
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
だ
け
は
初
め
て

の
大
事
な
実
で
あ
る
か
ら
、
一
粒
た
り
と
も
相
手
に
渡
し
た
く
な

い
」
と
。
そ
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
だ
け
は
日
、
一
日
と
色
づ
き
、
小
粒

で
は
あ
る
が
、
な
ん
と
も
形
容
し
が
た
い
色
艶
が
出
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
色
づ
き
熟
れ
た
頃

が
、
ヒ
ヨ
ド
リ
坊
の
格
好
の
餌
食
と
な
る
の
で
あ
る
。

 

網
か
け
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木
を
す
っ
ぽ
り
包
み
込
む
よ
う
に
、

逆
Ｕ
字
形
フ
レ
ー
ム
五
本
を
使
っ
て
足
部
を
固
定
し
て
上
部
を

　

我
が
家
の
小
さ
な
小
さ
な
庭
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
一
羽
の
ヒ
ヨ

ド
リ
（
鵯
）
が
、
我
が
物
顔
で
居
つ
い
て
い
る
。
居
つ
い
て
い
る
と

い
う
に
は
語
弊
が
あ
り
、
椿
や
梅
、
キ
ン
カ
ン
や
ミ
カ
ン
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
果
実
の
完
熟
の
頃
を
狙
っ
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
す
る
の
で

あ
る
。

　

そ
の
庭
た
る
や
、
庭
の
体
裁
を
な
し
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、
椿
、
梅
、
ミ
カ
ン
な
ど
種
々
雑
多
が
所
狭
し
と
枝
葉
を

張
り
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
木
々
の
間
の
狭
い
空
間
に
サ
ク
ラ
ン

ボ
、
プ
ラ
ム
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
レ
モ
ン
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
一
、二
本

ず
つ
肩
身
の
狭
い
思
い
で
空
を
仰
ぎ
、
陽
光
を
求
め
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

先
日
、
農
林
業
専
門
の
知
人
が
我
が
家
の
庭
を
見
て
啞
然
と
し

て
失
笑
。
曰
く
、「
好
き
な
も
の
を
何
で
も
植
え
り
ゃ
よ
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
で
の
う
」
と
お
叱
り
を
頂
戴
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
不
遇
の
庭
環
境
の
な
か
で
、
今
年
は
じ
め
て
サ
ク
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実
母
が
51
歳
で
病
気
で
亡
く
な

り
、
そ
の
後
に
来
て
下
さ
っ
た

お
母
さ
ん
で
あ
る
。
子
ど
も
さ

ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
、

小
さ
い
頃
に
母
を
亡
く
し
た
私

に
と
っ
て
、
一
緒
に
生
活
出
来

る
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
、
母
に

手
紙
を
書
き
「
こ
れ
か
ら
本
当

の
親
子
と
し
て
よ
ろ
し
く
御
願

い
し
ま
す
」
と
書
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
故
郷
の

主
人
の
自
宅
に
帰
っ
て
み
る
と
、

ま
だ
ま
だ
、
両
親
は
元
気
で
、

急
に
子
ど
も
三
人
を
連
れ
て

帰
っ
て
来
た
私
た
ち
を
手
放
し

で
喜
ん
で
も
ら
え
る
ほ
ど
で
は

な
か
っ
た
。

　

例
え
ば
、
両
親
が
も
っ
と
年

老
い
て
か
ら
帰
郷
す
る
の
と
で

　

主
人
と
結
婚
し
て
44
年
に
な

る
。
結
婚
を
決
め
た
頃
は
、
主

人
の
両
親
の
面
倒
を
み
る
と
は

全
然
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

た
だ
、
そ
の
頃
は
「
か
っ
こ
い

い
謙
ち
ゃ
ん
、可
愛
い
芳
野
ち
ゃ

ん
」
と
、
う
き
う
き
気
分
の
二

人
だ
っ
た
。

　

結
婚
し
て
熊
本
市
内
・
北
海

道
・
横
須
賀
と
転
勤
が
続
き
、

生
ま
れ
故
郷
の
地
元
に
帰
っ
て

来
た
。

　
「
長
男
が
親
を
み
る
」
と
昔

の
人
た
ち
が
言
っ
て
い
た
こ
と

を
実
行
し
た
の
だ
っ
た
。
私
た

ち
は
一
緒
に
住
ん
で
両
親
を
み

る
こ
と
に
な
り
何
の
抵
抗
も
な

く
主
人
の
い
う
通
り
に
し
た
。

　

主
人
の
今
の
母
は
、
主
人
の

上杉芳野の「あがっ段」⑲

お手々つないで

は
状
況
が
違
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

一
緒
に
住
ん
で
み
て
、
こ
う

言
っ
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
だ

ろ
う
、
こ
ん
な
事
し
た
ら
喜
ん

で
下
さ
る
だ
ろ
う
と
、
私
の
浅

知
恵
で
は
あ
る
が
出
来
る
こ
と

を
実
行
し
て
み
た
。
そ
れ
が
、

何
を
し
て
も
、
こ
の
母
に
は
逆

効
果
で
、
こ
れ
ま
で
人
と
の
つ

な
が
り
で
悩
ん
だ
こ
と
の
な
い

私
が
、
そ
れ
が
悩
み
と
な
り
毎

日
毎
日
が
辛
く
て
医
師
に
「
胃

に
穴
が
あ
い
て
い
る
」
と
言
わ

れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
涙
が
日
中

も
深
夜
も
流
れ
て
、
胸
が
苦
し

く
て
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
ん
な
私
で
も
９
キ
ロ
も
痩

せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

の
子
ど
も
を
連
れ
て
家
を
出
る

こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
小
学
生
だ
っ
た
娘
が

成
人
式
を
迎
え
綺
麗
な
着
物
を

着
て
、
髪
も
綺
麗
に
し
て
帰
っ

て
来
た
と
き
も
、
あ
の
時
の
あ

ん
な
事
が
あ
っ
た
話
を
思
い
出

し
て
親
子
で
涙
が
出
た
。

　

今
思
え
ば
、
あ
の
こ
ろ
、
私

に
辛
く
当
た
っ
た
お
母
さ
ん

　

も
う
お
母
さ
ん
と
は
一
緒
に

住
め
な
い
と
思
っ
た
私
は
、
あ

る
と
き
手
さ
げ
カ
バ
ン
に
身
の

回
り
の
物
を
、
タ
ン
ス
か
ら
取

り
出
し
て
入
れ
て
い
た
。

　

そ
の
と
き
で
あ
る
。
小
学
二

年
生
の
上
の
娘
が
私
の
手
を
タ

ン
ス
か
ら
払
い
の
け
た
。

　
「
私
で
っ
ち
ゃ
、
お
母
さ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
を
聞
い
て
、

便
所
で
泣
き
よ
っ
と
ば
い
！
」

と
泣
き
出
し
た
。
私
は
ハ
ッ
と

し
た
。

　

私
が
母
に
い
ろ
ん
な
事
を
言

わ
れ
て
、
し
っ
か
り
耐
え
て
い

る
こ
と
を
何
と
小
学
生
の
娘
が

心
を
痛
め
て
い
て
く
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
、
三
人

も
、
ご
自
分
の
お
子
さ
ん
も
な

く
、
淋
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
う
。

　

11
月
23
日
、
水
上
村
の
祭
り

に
呼
ば
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

踊
っ
た
。

　

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
水
上
村

の
私
の
舞
台
を
見
て
く
れ
た
。

　
「
ニ
コ
ニ
コ
し
と
ん
な
っ
た

ば
い
」
と
お
母
さ
ん
を
み
て
く

れ
て
い
た
友
人
が
教
え
て
く
れ

た
。

　
「
お
手
々
つ
な
い
で
～
♪
」。

　

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
親
子
に

な
れ
る
。「
幸
せ
ば
い
」
と
言
っ

て
く
れ
る
母
が
こ
こ
に
い
る

【
う
え
す
ぎ
・
よ
し
の
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
観
光
バ
ス
ガ
ー
ル
、あ
さ
ぎ
り
町
上
】
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あ
れ
は
い
つ
だ
っ
た
か
。
そ
う
、
中
学

１
年
生
の
頃
、
三
人
で
自
転
車
を
３
時
間

漕
い
で
芦
北
の
海
ノ
浦
へ
行
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

キ
ラ
キ
ラ
光
る
海
を
見
な
が
ら
「
♪
わ

れ
は
海
の
子
白
ら
な
み
の
～
さ
わ
ぐ
い
そ

べ
の
松
原
に
～
煙
た
な
び
く
と
ま
や
こ
そ

～
わ
が
な
つ
か
し
き
～
」
と
同
級
生
の
奥

田
真
也
君
が
歌
い
出
し
た
。

　

さ
す
が
学
校
の
先
生
の
お
子
さ
ん
、
私

と
出
来
が
違
う
。

　

そ
こ
で
中
学
校
の
音
楽
の
時
間
で
横
笛

を
練
習
し
て
い
た
曲
が
つ
い
、
口
に
出
た
。

　
「
♪
あ
し
た
浜
辺
を
さ
ま
よ
え
ば
、
昔

芦北海岸は７つの入江があり七浦とよばれているらしい　Ⓒ Google

の
こ
と
ぞ
～
し
の
ば
る
る
～
、
風
の
音
よ

雲
の
さ
ま
よ
～
寄
す
る
並
み
も
貝
の
色
も

～
」
と
少
し
大
き
な
声
で
海
に
向
か
っ
て

歌
っ
た
。
そ
こ
に
、
一
つ
下
の
ま
だ
小
学
６

年
生
の
浦
野
耕
二
君
が
「
ね
え
、
ど
や
ん

意
味
な
？
」
と
聞
い
た
。

　
「
知
ら
ん
と
た
い
」
と
私
。

　

そ
ん
な
思
い
出
の
芦
北
の
海
岸
線
。

　

田
浦
か
ら
海
の
浦
、
鶴
木
山
か
ら
計

石
。女
島
埋
め
立
て
か
ら
三
島
海
水
浴
場
、

平
国
、
赤
崎
へ
と
海
岸
線
が
７
つ
も
入
り

組
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
「
七な

な
う
ら浦
」
と
言
う

ん
で
す
と
人
に
は
知
っ
た
か
ぶ
り
を
す
る

が
真
実
は
わ
か
ら
な
い
。

　

芦
北
へ
釣
り
に
い
く
季
節
は
夏
の
ダ
ゴ

チ
ン
釣
り
。
魚
の
養
殖
場
の
際
に
設
置
し

た
イ
カ
ダ
の
上
で
、
子
ど
も
の
手
で
グ
ウ

を
作
っ
た
ほ
ど
の
ダ
ン
ゴ
の
中
に
釣
り
針

新
・
日
曜
釣
り
師
心
得 

③

  

人
吉
に
一
番
近
い
海
　

宮
原
赤
竿

─ 九州場所休場後、責任とって引退 ─
　４人の横綱で大相撲の人気も高まってきた中での暴行事件。
貴乃花親方の態度も厳しい。今後の処分どうなる

　「equal（イークァル）、大きさ・数・価値・位などが等しい」は、ラテン語「aequalis（ア
エクヮーリス）、等しい・同形の・同大の」からの借用です。「equal opportunity（オ
ポチューニティ）、機会均等」「equal pay for equal work」（同一労働同一賃金）
のように使います。動詞として「等しくなる」意もあり、「２＋２＝４」は Two and 
two equals four.となります。
　equalに「状態・性質・必要条件・程度」などを表す抽象名詞語尾「─ ity」が
ついたのが「equality（イコーリティ）、等しいこと・平等・対等・（数学）等式」です。
　動詞「equate（イクウェート）、平均化する」の名詞形が「equation（イクウェーショ
ン）、均等化・平衡・（数学）方程式」です。化学方程式は「a chemical（ケミカル）
equation」といいます。
　「equator（イクウェーター）、赤道」は、太陽が赤道を横切るときの昼夜を「平
分するもの」が原義です。スペイン語では ecuador（エクアドール）となりますが、
南米北西部の共和国 Ecuadorは、赤道が領土内を通過していることに由来します。

外来語から学ぶ英単語 （21）…… 藤原　宏

イコール・イクウェーション・イクウェーター・エクアドル
equal     equation　　　　equator       Ecuador

（387）
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根
元
ま
で
曲
が
り
こ
ん
で
い
る
の
だ
。
こ

こ
で
辛
抱
。

　

海
底
で
大
暴
れ
す
る
魚
の
動
き
で
釣
り

人
は
「
チ
ン
か
に
ゃ
～
？
う
ん
に
ゃ
～
ボ

ラ
ば
い
！
」
と
竿
の
曲
が
り
と
重
さ
、
魚

の
暴
れ
方
で
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

自
分
で
掬
え
な
い
程
の
大
物
が
釣
れ

る
と
周
り
の
釣
り
人
が
応
援
し
て
タ
モ
で

掬
っ
て
く
れ
る
の
が
釣
り
人
の
ル
ー
ル
。

　

し
か
し
、
自
分
で
最
後
ま
で
掬
っ
て
釣

り
上
げ
る
の
が
醍
醐
味
で
も
あ
る
の
だ
。

が
ピ
ク
ピ
ク
と
上
下
す
る

の
だ
。

　
「
オ
オ
～～

ッ
！
」
と

釣
り
人
が
驚
く
が
、
そ
れ

は
雑
っ
子
。
俗
に
言
う
エ

サ
盗
り
な
の
だ
。
大
ベ
テ

ラ
ン
は
そ
こ
で
は
驚
か
な

い
。
御
握
り
を
ほ
お
ば
り

お
茶
に
口
を
尖
ら
せ
て
、
ま
だ
待
つ
。

　

ダ
ン
ゴ
が
少
し
ず
つ
割
れ
て
、
い
よ
い

よ
本
命
の
釣
り
針
付
き
の
エ
サ
が
飛
び
出

す
と
、
そ
れ
に
食
ら
い
つ
く
の
が
大
物
な

の
だ
。

　

釣
り
人
は
、
ク
ー
ラ
ー
や
小
さ
な
イ
ス

に
座
っ
て
い
る
が
、こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
は
、

「
来
た
！
」
と
声
を
出
し
て
立
ち
上
が
り

ざ
ま
に
２
ｍ
程
の
短
い
ダ
ゴ
チ
ン
竿
を
天

に
向
け
て
突
き
刺
す
。

　

竿
先
は
大
き
く
曲
が
り
、
も
う
竿
の

は
自
分
自
身
の
体
に
油
を
ま
く
。
そ
の
油

が
旨
い
油
な
ん
で
あ
る
。
痛
い
程
の
北
風

に
耐
え
る
た
め
に
耳
を
被
せ
る
帽
子
に
手

袋
、
腰
や
背
中
に
ホ
ッ
カ
ロ
ン
を
貼
っ
て
、

イ
カ
ダ
や
堤
防
や
岩
場
の
上
で
心
が
燃
え

た
ぎ
っ
て
魚
の
当
た
り
を
待
つ
。

　
「
う
～～

ん
！
我
慢
出
来
ん
」。

　

来
週
も
行
か
ん
ば
ん
！

【
み
や
は
ら
・
せ
っ
か
ん
／

熊
本
飛
翔
会
会
長
、人
吉
市
】

　

寒
く
な
る
と
、「
寒
チ
ヌ
、
寒
ク
ロ
、
寒

ボ
ラ
」
と
ど
ん
な
魚
で
も
美
味
し
く
な
る

の
が
こ
れ
か
ら
の
季
節
な
の
だ
。

　

寒
風
が
吹
き
海
水
温
が
下
が
る
と
魚

ダゴチン釣りで釣れないのでサビキ
釣りにきたコロ鯛（獅子島にて）

に
エ
サ
を
刺
し
て
挿
入
。
20
ｍ
程
の
海

底
ま
で
一
気
に
ダ
ン
ゴ
を
落
と
す
の
だ
。

魚
が
海
底
に
集
ま
っ
て
来
て
ダ
ン
ゴ
を
突

く
。
す
る
と
ダ
ゴ
チ
ン
専
用
の
竿
の
穂
先

芦北海岸は合串（えぐし）港内にあるダゴチンが出来るイカダにて。
左から、宮田、一柳さんと（9月10日）

は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
報
道
陣
の
カ
メ
ラ
は
羽

生
さ
ん
に
集
中
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
渡

辺
さ
ん
の
失
意
を
あ
ぶ
り
だ
し
て
い
た
。
将

棋
の
世
界
で
は
、
普
通
に
み
ら
れ
る
風
景
だ

が
、
残
酷
な
映
像
で
も
あ
っ
た
。

　

第
４
局
で
羽
生
３
勝
１
敗
で
、
次

の
第
５
局
で
「
永
世
七
冠
」
が
実
現

す
る
か
も
し
れ
ず
、
若
者
か
ら
観
戦

の
さ
そ
い
を
い
た
だ
い
た
。
場
所
は

鹿
児
島
県
指
宿
。行
こ
う
と
思
っ
た
。

し
か
し
、風
邪
を
ひ
い
た
。
指
宿
で
「
七
冠
」

実
現
に
出
あ
え
た
人
は
幸
せ
で
あ
る
。
そ
う

い
う
状
況
は
二
度
と
出
現
し
な
い
。

【
ひ
ら
お
か
・
ゆ
う
へ
い
／
八
代
市
】

　

す
べ
て
の
仕
事
と
同
じ
く
、
将
棋
は
年
齢

問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
す
べ
て
の
棋
戦
に

参
加
す
る
の
は
若
い
時
は
と
も
か
く
、
一
定

の
年
齢
以
上
に
な
る
と
体
力
的
に
無
理
が
あ

る
。
疲
労
し
た
身
体
か
ら
は
最
良
の
手
は

浮
か
ん
で
こ
な
い
。
惰
性
の
一
手
で
な
く
考

え
ぬ
か
れ
た
一
手
を
の
ぞ
む
。

　

竜
王
戦
終
着
後
の
渡
辺
明
前
竜
王
の
顔

　

12
月
５
日
、
将
棋
の
羽
生
善
治
棋
聖

（
47
）
が
竜
王
戦
を
制
し
、
前
人
未
到

の
「
永
世
七
冠
」
を
達
成
し
た
。
現
在
を

ゼ
ロ
と
し
て
、
す
べ
て
の
対
局
で
勝
利
し

た
と
し
て
も
９
年
は
か

か
る
。
坂
田
三
吉
的
な

浪
花
節
的
側
面
、
大
山

康
晴
的
な
駆
け
引
き
的

側
面
を
削
ぎ
お
と
し
た

功
績
も
み
す
ご
せ
な
い
。

「
永
世
七
冠
」
を
機
に
羽
生
棋
士
に
国
民

栄
誉
賞
を
付
与
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い

が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
そ
の
動
き
は
目
立
っ

て
い
な
い
。

永
世
七
冠 

　 

　
平
岡
優
平
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県
境
の
近
く
、
山
梨
県
上
野
原
町
の
棡
原

（
ユ
ズ
リ
ハ
ラ
）
は
東
京
都
西
多
摩
郡
と
の

境
界
近
く
、
群
馬
県
鬼
石
町
の
譲
原
（
ユ

ズ
リ
ハ
ラ
）
は
埼
玉
県
境
近
く
に
位
置
し
て

い
る
。

　

佐
賀
県
神
崎
郡
に
は
杠
山
（
ユ
ズ
リ
ヤ

マ
＝
佐
賀
県
で
は
山
は
村
と
同
義
の
と
こ
ろ

も
あ
る
）
が
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
二
年
、

藤
原
山
・
三
瀬
山
・
杠
山
の
三
山
が
合
併

し
て
三
瀬
村
（
ミ
ツ
ゼ
ム
ラ
）
と
な
っ
た
。

平
凡
社
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
42
（
佐

賀
県
の
地
名
）
は
杠
（
ユ
ズ
リ
ハ
）
の
地
名

由
来
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す（
要
旨
）。

　
「
三
瀬
村
大
字
杠
の
野
波
神
社
の
鐘
銘

に
〝
肥
前
州
神
崎
郡
杠
山
当
社
七
山
宗

廟　

野
波
神
御
堂
前
鐘
一
口　

時　

文

明
四
（
１
４
７
２
）
六
月
吉
日
〟
と
あ

る
。
阿
波
国
か
ら
杠
日
向
守
と
い
う
武

士
が
こ
の
地
に
来
着
し
た
の
は
嘉
吉
二
年

（
１
４
４
２
）
で
、
こ
の
と
き
淡
路
国
の

弓
絃
葉
（
ゆ
ず
り
は
）
権
現
を
奉
供
し
、

野
波
（
ノ
ナ
ミ
）
の
里
に
祀
り
、
後
に
野

波
を
杠
山
と
改
め
た
」

　

姓
氏
の
名
が
地
名
化
す
る
例
は
少
な
く
、

こ
の
伝
承
に
は
疑
問
も
あ
る
が
、
ユ
ズ
リ
地

名
の
用
字
は
譲
だ
け
で
な
く
、
棡
・
杠
・

弓
絃
な
ど
が
あ
っ
て
樹
木
の
ユ
ズ
リ
ハ
と
譲

葉
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
ユ
ズ
リ
地
名
の
立
地
か
ら
み
て
、

村
区
域
の
ビ
ン
タ
（
鬢
所
＝
端
っ
こ
）
を
表

現
す
る
地
名
の
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。
ユ

ズ
リ
ハ
の
〝
ハ
〟
は
端
（
は
）
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

出
ル
羽
（
イ
ヅ
ル
ハ
）

︱
五
木
村
︱

　

球
磨
村
一
勝
地
丁
字
譲
葉（
ユ
ズ
リ
ハ
）

の
項
で
は
五
木
村
字
出
ル
羽
の
こ
と
に
は

触
れ
な
か
っ
た
。
イ
ヅ
ル
ハ
と
ユ
ズ
リ
ハ

は
現
代
の
発
音
は
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う

が
、
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
・
発
音
は
ア

行
の
イ
と
ヤ
行
の
ユ
は
厳
格
に
区
別
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
た
め
、
イ
ヅ
ル
と
ユ
ズ
ル

は
別
系
統
の
地
名
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
〝
言
う
〟
が
ユ
ウ
に
、〝
行
く
〟

が
イ
ク
に
な
る
よ
う
に
、
ヤ
行
の
イ
は
限

り
な
く
ユ
に
近
い
の
を
思
え
ば
、
イ
ヅ
ル

譲
葉
（
ユ
ズ
リ
ハ
）

︱
球
磨
村
一
勝
地
丁
︱

　

球
磨
村
一
勝
地
丁
字
譲
葉
は
鏡
山

（
７
２
１
㍍
）
南
東
に
広
が
る
山
地
で
、

芦
北
町
と
の
境
界
。
第
二
次
大
戦
後
の
開

拓
事
業
で
入
植
者
が
山
林
を
耕
地
化
し
た

も
の
の
、
畑
作
経
営
は
行
き
詰
ま
り
、
今

は
酪
農
団
地
に
な
っ
て
い
る
。

　

樹
木
の
ユ
ズ
リ
ハ
は
ア
ブ
ラ
ギ
リ
と
同
じ

く
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
に
属
し
、
山
地
の
林
中

に
自
生
、
ま
た
庭
園
木
と
し
て
植
え
ら
れ

る
常
緑
樹
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
正
月
飾
り

に
葉
が
利
用
さ
れ
る
の
で
知
ら
れ
る
。
新
葉

が
出
る
ま
で
古
葉
が
つ
い
て
い
る
の
で
譲
葉

の
名
が
あ
り
、
ダ
イ
ダ
イ
（
橙
）
と
と
も
に

目
出
度
い
も
の
と
さ
れ
る
。
熊
本
県
内
で
は

ツ
ン
ノ
ハ
（
ツ
ル
ノ
ハ
）
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
が

多
い
。

　

一
勝
地
の
譲
葉
は
樹
木
の
ユ
ズ
リ
ハ
に
ち

な
む
地
名
と
思
う
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
正
月
用
の
ユ
ズ
リ
ハ
な
ら
ば
里
山

か
ら
取
る
だ
ろ
う
か
ら
、
郡
境
の
奥
山
に

ユ
ズ
リ
ハ
が
群
生
し
て
い
た
に
し
て
も
、
そ

こ
に
譲
葉
と
い
う
字
名
が
名
付
け
ら
れ
る
の

は
不
自
然
な
気
が
す
る
。
地
名
に
用
字
さ

れ
て
い
る
動
植
物
名
称
は
そ
の
動
植
物
と
は

関
係
な
く
、
名
を
借
り
て
い
る
だ
け
。
譲

葉
も
例
外
で
は
あ
る
ま
い
。

　

前
回
、
人
吉
市
の
髪
水
（
ビ
ン
ミ
ヅ
）

の
項
で
、
古
語
で
は
ビ
ン
ツ
ケ
水
は
ユ
ス
ル

（
湯
汁
）
と
呼
ば
れ
、
山
鹿
市
鍋
田
字
湯

摺
水（
ユ
ス
リ
ミ
ズ
）は
鬢
水（
ユ
ス
ル
ミ
ズ
）

の
古
語
で
あ
ろ
う
、
と
書
い
た
が
、
譲
葉

も
同
系
統
の
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
日
本
列
島
大
地
図
館
』（
小
学
館
）
で

県
外
の
ユ
ズ
リ
地
名
を
見
る
。
滋
賀
県
永

源
寺
町
の
杠
葉
尾
（
ユ
ズ
リ
オ
）
は
三
重

　
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名 

⑳
　
上
村
重
次

復
刻

掲
載

【
お
こ
と
わ
り
】
本
連
載
は
平
成
６
年
か
ら

９
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
の
復
刻
版

で
す
。
あ
え
て
合
併
前
の
町
村
名
を
そ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
ま
す
。
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残
さ
れ
て
い
て
、
古
代
に
は
瀬
戸
内
海
の

海
岸
線
が
そ
の
付
近
ま
で
達
し
て
い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
倉
敷
市
を

例
に
と
っ
て
も
、
島
の
つ
く
地
名
が
多
く
、

玉
島
・
玉
島
八
島
・
玉
島
相
島
・
連
島
・

中
島
・
児
島
・
水
島
・
羽
島
な
ど
と
残

さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
以
前
に
は
こ
れ

ら
が
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
大
小
の
島
だ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
島

が
つ
く
地
名
で
な
く
て
も
天
城
台
と
か
鶴

形
山
と
い
っ
た
よ
う
な
名
前
も
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
台
地
状
の
地
形
か
ら
考
え
て

み
て
も
海
面
か
ら
突
出
し
た
島
だ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

干
拓
工
事
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
島
々
の

間
に
広
が
っ
て
い
た
海
は
水
田
と
な
り
、

島
々
は
水
田
地
帯
の
間
に
点
在
す
る
丘
陵

地
と
な
っ
て
残
り
ま
し
た
。
建
設
工
事
な

ど
に
よ
っ
て
水
田
が
掘
削
さ
れ
る
と
、
必

香
川
県
の
面
積
が
岡
山
県
の
三
分
の
一
以

下
だ
と
い
う
こ
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
な
お
、
県
北
の
東
部
に
は
、
中

国
地
方
最
大
の
盆
地
で
あ
る
津
山
盆
地
が

存
在
し
ま
す
。
そ
の
風
景
は
我
が
故
郷
で

あ
る
人
吉
盆
地
へ
の
思
い
を
、
し
み
じ
み

と
蘇
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
我
が
胸
の
燃
ゆ
る
想
い
に
く
ら
ぶ
れ
ば

流
れ
は
ゆ
る
し
球
磨
の
早
瀬
も
）

　

県
南
の
丘
陵
地
末
端
部
に
存
在
す
る

平
野
部
を
除
い
て
、
県
南
の
平
野
部
の
大

部
分
が
江
戸
時
代
初
期
に
開
始
さ
れ
た

干
拓
工
事
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
工
的

な
平
野
で
す
。
そ
の
丘
陵
地
末
端
部
に
は

古
代
の
港
を
意
味
す
る
津つ

の
つ
く
地
名
が

岡
山
県
の
地
勢

　

岡
山
県
は
中
国
山
地
と
そ
れ
に
続
く

丘
陵
地
か
ら
な
る
県
北
と
、
そ
の
南
に
広

が
る
平
野
部
か
ら
な
る
県
南
と
に
大
き
く

区
分
さ
れ
ま
す
。
県
南
に
は
瀬
戸
内
海
に

浮
か
ぶ
島
々
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
島
々
の

大
半
が
対
岸
の
香
川
県
に
属
し
て
い
て
岡

山
県
に
含
ま
れ
る
も
の
は
僅
か
で
す
。

　

瀬
戸
内
海
最
大
の
島
で
あ
る
淡
路

島
に
次
い
で
二
番
目
の
大
き
さ
を
持
ち
、

「
二
十
四
の
瞳
」
で
有
名
な
小
豆
島
に
し

て
も
、
陸
地
と
の
繋
が
り
か
ら
み
る
と
岡

山
県
に
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
や

は
り
香
川
県
に
属
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

倉
敷
便
り  

⑫   

　
　
　
原
田 

正
史

ル
羽
に
な
る
。
中
村
は
別
項
で
述
べ
る
が
、

二
つ
の
村
の
中
、
す
な
わ
ち
入
会
地
・
共

用
地
の
例
が
多
い
。
従
っ
て
出
ル
羽
は
五

木
谷
と
し
て
は
端
っ
こ
の
出
っ
張
り
地
と

な
る
。
出
ル
羽
の
〝
ル
〟
は
デ
バ
で
は
な

く
て
イ
ゾ
ル
ハ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
捨
て

仮
名
で
あ
り
古
語
の
出
羽
（
イ
デ
ハ
）
系

の
地
名
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

旧
飽
託
郡
河
内
町
（
現
熊
本
市
）
に

は
出
羽
村
（
イ
ゾ
ル
ハ
ム
ラ
）が
あ
っ
た
。

鹿
本
郡
植
木
町
と
の
境
界
に
位
置
す
る

小
村
で
江
戸
時
代
に
大
田
尾
村
に
吸
収

さ
れ
た
。
こ
の
村
名
由
来
に
つ
い
て
『
河

内
町
史
』（
地
誌
編
）
は
ユ
ズ
リ
ハ
説
を

と
っ
て
い
る
が
、
前
回
検
討
し
た
よ
う
に

樹
木
の
ユ
ズ
リ
ハ
と
地
名
の
ユ
ズ
リ
ハ
は

結
び
つ
き
そ
う
に
な
い
の
で
あ
る
。

【
う
え
む
ら
・
し
げ
じ
／
宇
土
市
生
ま

れ
、
元
熊
本
日
日
新
聞
社
記
者
】

と
同
じ
意
味
の
表
現
と
思
わ
れ
る
。『
続

日
本
紀
』
に
は
和
銅
元
年
（
７
０
８
）、

越
後
を
分
割
し
て
出
羽
郡
を
建
て
、
同

五
年
に
出
羽
国
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　
『
日
本
地
理
志
料
』
は
『
和
名
抄
』
の

出
羽
国
（
以
天
波
）
に
つ
い
て
「
鷲
鷹
の

羽
を
貢
納
し
た
の
で
出
羽
と
言
う
の
は
字

を
見
て
説
を
な
す
も
の
で
出
羽
と
い
う
の

は
出
端
の
こ
と
」
と
い
う
説
を
紹
介
し
、

羽
黒
山
の
旧
名
が
伊
丘
波
山
（
イ
デ
ハ

ヤ
マ
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
出
羽
と
い
う
地
名
は
出
分

（
デ
ブ
ン
）
と
か
出
目
（
デ
メ
）
な
ど
と

共
通
す
る
地
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

五
木
村
の
字
図
を
見
る
と
、
出
ル
羽

は
字
内
谷
（
ウ
チ
タ
ニ
）
と
字
中
村
（
ナ

カ
ム
ラ
）
の
間
に
あ
っ
て
、
八
代
郡
東
陽

村
境
に
近
い
。
内
谷
は
村
内
（
む
ら
う

ち
）
の
表
現
と
す
れ
ば
、
そ
の
出
分
が
出

ハ
と
ユ
ズ
ル
ハ
は
別
も
の
と
し
て
片
付
け

て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
く
ま
い
と
思
い
な

お
し
、
譲
葉
に
続
い
て
出
ル
羽
を
取
り
上

げ
た
。

　

前
回
、
ユ
ズ
リ
ハ
地
名
の
用
字
で
杠
と

書
く
例
を
紹
介
し
な
が
ら
〝
杠
〟
の
字

解
は
省
略
し
た
。
漢
和
字
典
に
は
「
杠

　

カ
ウ　

和
訓
は
コ
バ
シ
（
小
橋
）」
と

あ
る
。
眼
鏡
橋
を
朾
橋
と
表
記
す
る
の

を
見
か
け
る
が
、
杠
橋
は
橋
梁
と
同
義

で
あ
る
。
地
名
用
語
で
は
梁
が
柳
に
な
る

よ
う
に
、
杠
（
ハ
シ
）
が
端
（
ハ
シ
）
に

通
じ
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ン
タ
（
端
っ
こ
）

の
語
源
で
あ
る
ユ
ス
ル
と
杠
が
結
び
つ
い

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ユ

ス
ル
地
名
の
頭
語
は
あ
く
ま
で
ユ
で
あ

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
出
ル
羽
は
イ
が
語
幹
で

あ
り
、
日
本
の
正
史
に
も
登
場
す
る
古
く

か
ら
の
レ
ッ
キ
と
し
た
地
名
で
あ
る
出
羽
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と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
倉
敷
の
平
坦
地
の

松
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
生
き
残
っ
て
お

り
、
そ
の
理
由
が
何
に
よ
る
の
か
理
解
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
岡
山
市
な
ど
の
周
辺
地

域
も
同
様
に
松
が
残
っ
て
い
る
の
か
今
後
、

調
査
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

　

岡
山
県
は
対
岸
の
香
川
県
と
共
に
国
内

で
も
最
も
降
水
量
の
少
な
い
地
域
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
晴
れ
の
国
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
違
う
と
こ
ろ
は
、

香
川
県
が
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
に
、
岡
山
県
で
は
水
不
足
に
な
る

こ
と
が
殆
ど
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
地

中
海
型
の
穏
や
か
な
気
候
を
象
徴
す
る
オ

リ
ー
ブ
の
木
も
数
多
く
植
栽
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

台
風
も
二
回
経
験
し
ま
し
た
が
、
小

さ
い
時
か
ら
経
験
し
て
い
る
南
九
州
の
強

烈
な
台
風
の
す
さ
ま
じ
さ
を
知
る
私
か
ら

サ
ギ
は
逃
げ
ま
せ
ん
。
人
と
の
共
存
関
係

が
出
来
上
が
っ
て
い
て
、
水
田
地
帯
に
見

ら
れ
る
特
有
の
風
物
詩
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
他
に
も
海
岸
地
帯
特
有
と
思
わ

れ
る
大
小
様
々
な
水
鳥
も
飛
来
し
、
美

し
い
歌
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
ス
ズ

メ
も
集
団
で
行
動
す
る
い
わ
ゆ
る
群む

ら

雀ス
ズ
メな

の
で
す
。
倉
敷
に
は
「
む
ら
す
ゞ
め
」
と

い
う
銘
菓
が
あ
り
ま
す
が
、
な
る
ほ
ど
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
鳥
が
多
い
こ
と

と
、
あ
る
い
は
関
連
す
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
倉
敷
に
移
住
し
て
驚
く
こ
と
の
一

つ
は
、
多
く
の
屋
敷
の
庭
に
見
事
な
松
が

元
気
良
く
育
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
か

ら
四
十
年
ほ
ど
前
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、

輸
入
材
に
着
い
て
い
た
松
食
い
虫
に
よ
っ

て
国
内
の
松
の
殆
ど
が
枯
れ
る
と
い
う
大

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
岡
山
県
で
も
山
地

の
松
は
一
本
残
ら
ず
立
ち
枯
れ
た
と
の
こ

通
事
情
な
の
で
す
か
ら
、
格
別
気
に
す
る

こ
と
も
な
く
状
況
を
見
て
上
手
に
運
転
し

ま
す
が
、
用
水
路
で
の
事
故
も
時
々
起
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

用
水
路
に
接
し
た
道
路
脇
で
は
、
背

丈
が
四
十
〜
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
る
灰

色
の
サ
ギ
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
名
前
を

聞
い
た
ら
「
青
サ
ギ
」
と
の
こ
と
で
す
。

用
水
路
に
大
量
に
存
在
す
る
小
魚
を
餌
に

す
る
の
だ
と
の
こ
と
で
す
。
近
づ
い
て
も倉敷市の灌漑用水路（原田正史）

た
花
崗
岩
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

県
南
の
平
野
部
の
ほ
と
ん
ど
が
、
干
拓

に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
水
田
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
潤
す
た
め
に
灌か

ん
が
い漑

用
水

路
が
、
作
業
用
道
路
沿
い
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
路
の

幅
は
狭
い
と
こ
ろ
で
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
、

広
い
と
こ
ろ
で
は
五
〜
六
メ
ー
ト
ル
程
度

で
水
路
と
道
路
の
間
に
は
何
も
な
い
の
が

普
通
で
す
。
し
た
が
っ
て
歩
行
者
や
自
転

車
に
乗
っ
た
人
が
水
路
に
落
ち
る
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
水
田
地
帯

に
あ
る
道
路
は
、
荷
車
が
行
き
交
う
だ
け

で
充
分
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
代
の
よ
う

に
自
動
車
の
時
代
に
な
る
と
相
互
通
行
も

容
易
で
は
な
く
、
更
に
道
路
側
に
用
水
路

が
並
走
し
て
い
る
と
な
る
と
危
険
性
が
増

大
す
る
の
で
す
。
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
が
水
田
地
帯
に
お
け
る
日
常
的
な
交

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
先
端
部
は
、

鋸ノ
コ
ギ
リ

状
で
あ
り
、
鋸
と
主
峰
か
ら
な
る
市

房
山
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

瀬
戸
内
海
の
島
々
の
多
く
が
、
大
阪
城

の
石
垣
に
も
使
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
花
崗

岩
の
産
地
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
際
に
は
県
北
・

県
南
を
問
わ
ず
、
岡
山
県
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
良
質
の
花
崗
岩
が
広
く
分
布
す
る
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
石
切
場
も
多
く
、
古

く
か
ら
石
垣
・
石
橋
・
石
塔
・
墓
石
・

礎
石
な
ど
の
材
料
と
し
て
数
多
く
使
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
花
崗
岩
の
本
来
の
色
は

白
で
す
が
、
永
年
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ

る
と
表
面
が
風
化
さ
れ
て
淡
い
赤
褐
色
を

呈
し
て
、
情
緒
豊
か
な
風ふ

情ぜ
い

を
醸か

も

し
出
し

て
い
ま
す
。
誰
も
指
摘
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
倉
敷
美
観
地
区
に
し
て
も
見

事
な
景
観
の
基
底
を
な
す
の
は
、
風
化
し

ず
と
言
え
る
ほ
ど
カ
キ
や
ハ
マ
グ
リ
な
ど

を
主
体
と
す
る
貝
殻
層
が
出
現
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
水
田
地
帯
の

中
に
丘
陵
が
点
在
す
る
景
観
は
倉
敷
市

ば
か
り
で
は
な
く
、
周
辺
一
帯
の
平
野
部

に
広
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

も
と
も
と
県
北
を
構
成
す
る
中
国
山

地
は
、
浸
食
が
進
ん
だ
山
地
で
あ
っ
て
、

県
境
を
構
成
す
る
山
稜
も
千
メ
ー
ト
ル

程
度
の
高
さ
で
す
。
中
国
山
地
の
最
高
峰

は
鳥
取
県
の
大だ

い
せ
ん山
で
あ
り
、
１
７
２
９

メ
ー
ト
ル
の
標
高
で
あ
り
、
郷
土
市
房
山

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
た
だ
、
違
う
と
こ
ろ

は
市
房
山
が
隆
起
し
た
古
い
山
地
が
浸

食
さ
れ
て
出
来
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大

山
は
お
よ
そ
百
万
年
前
の
極
め
て
新
し
い

中
国
山
地
に
噴
出
し
た
火
山
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
山
は
県
北
の
北
端
の
地
に
あ

る
蒜ひ

る
ぜ
ん山
付
近
か
ら
も
そ
の
勇
姿
を
望
見
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す
れ
ば
、
普
通
の
雨
風
と
し
て
し
か
思
え

な
い
の
で
す
。
も
と
も
と
岡
山
県
は
南
に

あ
る
四
国
が
防
波
堤
の
よ
う
に
立
ち
塞
が

り
、
西
側
の
広
島
県
、
東
側
の
兵
庫
県
、

そ
し
て
北
側
の
鳥
取
県
の
い
ず
れ
も
が
山

稜
に
接
し
て
い
る
た
め
に
、
窪
地
の
よ
う

な
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
地
形
的
に
台
風

の
直
撃
を
受
け
に
く
い
の
で
す
。
ま
た
、

鳥
取
県
、
広
島
県
、
さ
ら
に
兵
庫
県
の
い

ず
れ
も
が
雨
な
の
に
岡
山
県
だ
け
が
晴
れ

て
い
る
日
も
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
間
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
美
し
い
草
花
が
咲
き
続
け
る
と
い
う
穏

や
か
な
気
候
は
人
格
形
成
に
も
大
き
く

関
与
す
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
地
元
の
人
は

優
し
く
親
切
な
人
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

【
は
ら
だ
・
ま
さ
ふ
み
／
元
人
吉
市
文
化

財
保
護
委
員
、
倉
敷
市
】

能
で
な
い
に
し
て
も
、
根
も
葉
も
な
い
の

で
あ
れ
ば
読
者
は
そ
の
作
品
を
読
む
の
を

直
ぐ
に
止
め
る
だ
ろ
う
。

　

出
版
危
機
の
時
代
で
あ
る
。
平
岡
は

そ
れ
を
自
覚
し
た
う
え
で
、
倒
産
寸
前

の
出
版
会
社
に
つ
い
て
「
希
望
を
謳
い
上

げ
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
か
と
い
っ
て
悲
嘆

に
安
住
し
き
っ
て
し
ま
わ
な
い
人
た
ち
の

声
を
聴
き
た
い
と
願
い
、
こ
の
作
品
を
書

い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
結
論
的
に
い
え

ば
、
粗
筋
が
「
で
き
す
ぎ
」
て
い
て
完

成
度
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

結
論
が
早
く
出
す
ぎ
て
い
る
。そ
れ
で
も
、

さ
す
が
は
作
家
で
あ
る
。
上
手
い
な
と
思

う
部
分
が
ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

本
作
に
登
場
す
る
、
イ
シ
マ
ル
書
房
発
行

の
二
冊
の
本
（
作
中
の
作
品
で
現
実
に
は

存
在
し
な
い
）。

　

第
一
に
、『
里
山
の
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー

れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。
作
者
・
平
岡

陽
明
は
「
小
説
と
は
、
根
も
葉
も
あ
る

嘘
を
つ
き
、
作
品
に
生
命
を
吹
き
込
ん
で

読
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
も
の
」
と
す
る
。

も
と
も
と
は
角
川
春
樹
が
発
し
た
言
葉

ら
し
い
が
、
平
岡
は
こ
れ
を
「
エ
ン
タ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
作
品
に
あ
て
は
ま
る
完
璧
な

定
義
」
と
い
う
。
確
か
に
、
そ
う
で
あ

ろ
う
。
事
実
を
羅
列
す
れ
ば
小
説
に
な

る
わ
け
で
な
く
、
文
学
的
リ
ア
リ
テ
ィ
も

示
せ
な
い
。
荒
唐
無
稽
な
こ
と
を
書
き
一

時
的
に
読
者
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
は
不
可

　

倒
産
寸
前
の
出
版
社
（
イ
シ
マ
ル
書

房
）。
危
機
を
避
け
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
。
売
れ
る
本
を
出
版
す
る
し

か
な
い
。
本
作
は
こ
の
当
た
り
前
の
こ
と

を
書
い
た
小
説
だ
が
、
こ
の
当
た
り
前
す

ぎ
る
こ
と
を
小
説
に
ま
と
め
る
の
は
、
そ

マ
イ
・
文
庫
本

『
イ
シ
マ
ル
書
房
編
集
部
』

平
岡
陽
明　

著
（
ハ
ル
キ
文
庫
）　
（
２
０
１
７
年
11
月
８
日
）

白
城
松
男

『イシマル書房編集部』
平岡陽明著（ハルキ文庫）

新
米
の
輝
く
色
を
盛
り
上
げ
て
戦
時
の
釜
の
芋
飯
思
う

名
も
知
ら
ぬ
小
枝
の
葉
先
ひ
と
雫
朝
の
光
と
落
ち
な
ん
と
す

三
原　

竹
二

田
舎
道
手
折
れ
ば
種
々
の
花
紅
葉
集
め
て
楽
し
七
草
と
な
り

孫
ね
だ
る
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
は
カ
タ
カ
ナ
語
祖
父
母
ま
ど
わ
す
ア
メ
リ
カ
も
ど
き

坂
本　

ケ
イ

菊
薫
る
社
を
友
と
歩
き
け
り
菊
に
負
け
じ
と
笑
顔
の
ポ
ー
ズ

朝
顔
の
種
を
夫
と
採
り
に
け
り
来
夏
の
垣
根
思
え
ば
楽
し

上
田　

廸
子

筋
肉
の
足
が
前
へ
と
嬰み

ど
り
ご児

の
と
こ
ろ
狭
し
と
這
い
ま
わ
り
た
り

石ツ
ワ
ブ
キ蕗

の
艶
や
か
な
り
し
黄
と
緑
石
の
か
た
わ
ら
温
め
て
い
る

宮
川
し
の
ぶ

ひ
ら
め
き
を
書
き
と
め
お
け
と
友
の
言
う
寝
床
の
横
に
メ
モ
と
ペ
ン
置
く

リ
イ
リ
リ
と
鳴
く
蟋コ

オ
ロ
ギ蟀

に
耳
澄
す
猛
暑
の
夏
を
懐
か
し
み
お
り吉

岡　

弘
晴

人
吉
の
仲
間
と
声
も
高
ら
か
に
改
憲
ノ
ー
と
木
枯
ら
し
の
中

在
京
の
友
も
国
会
包
囲
へ
と
幾
万
人
の
一
に
な
ら
ん
と

上
田　

精
一

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

い
も
ご
短
歌
会 
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で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
努
力
が
含
ま
れ
て

い
る
本
で
な
け
れ
ば
売
れ
な
い
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
同
時
に
、
作
家
は
孤
立
し
て
存
在
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
編
集
者
・
出
版
社
・

販
売
店
と
の
共
同
の
連
鎖
の
な
か
に
作
家

は
存
在
す
る
。
ど
の
環
も
強
く
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
環
の
合
成
力
が
働

く
と
き
、「
売
れ
る
本
」
の
前
提
条
件
が

備
わ
る
。

　

文
中
に
、「
十
年
を
か
け
て
心
血
注
い

だ
論
文
に
は
、
間
違
い
が
ひ
と
つ
も
な
い

も
の
だ
よ
。
ど
ん
な
仕
事
で
も
長
い
あ
い

だ
真
剣
に
や
っ
て
い
れ
ば
、
年
季
が
入
る
」

の
一
文
が
あ
る
。

【
し
ら
き
・
ま
つ
お
／
八
代
市
】

る
の
だ
が
、
上
手
い
と
し
か
い
い
よ
う
が

な
く
、
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

他
の
部
分
も
読
み
た
い
と
の
衝
動
に
か
ら

れ
る
。
も
っ
と
い
え
ば
、
作
者
は
、
本
作

で
な
く
、
作
中
作
を
書
い
て
欲
し
か
っ
た

と
さ
え
思
え
て
く
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
出

来
が
い
い
。
そ
し
て
島
津
が
登
場
す
る

あ
た
り
か
ら
平
岡
の
筆
も
冴
え
て
く
る
。

島
津
自
体
が
魅
力
的
人
物
と
し
て
描
か

れ
る
と
同
時
、
他
の
登
場
人
物
が
動
き

は
じ
め
、
一
気
に
読
ま
せ
る
作
品
に
な
っ

て
い
る
。

　

登
場
人
物
が
動
き
は
じ
め
る
か
は
小

説
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
の
基
準
に
な
る

も
の
で
、
本
書
で
も
そ
の
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
指
摘
し
つ
つ
、
そ
れ
を
実
践
し

て
み
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
作
家
・
平
岡

陽
明
の
才
能
が
あ
る
。『
古
事
記
』
を
読

み
込
み
咀
嚼
し
て
い
る
か
ら
で
き
た
能
力

シ
テ
ィ
）』。
著
者
は
梨
木
。
42
歳
。
若
者

の
地
方
移
住
や
、
里
山
保
護
を
訴
え
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
者
で
、
都
会
生
活

や
会
社
員
人
生
に
疑
問
を
持
つ
若
者
が

彼
を
支
持
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
も

多
い
。
こ
れ
は
無
理
筋
の
状
況
設
定
で
は

く
、
平
岡
が
最
近
の
傾
向
を
適
確
に
把

握
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
凡
庸

に
考
え
れ
ば
、
梨
木
の
本
は
売
れ
て
よ
さ

そ
う
だ
が
、
じ
っ
さ
い
に
は
、
ま
っ
た
く

売
れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
な
に
か
。

「
梨
木
の
支
持
者
た
ち
に
と
っ
て
『
里
山

の
多
様
性
』
は
重
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。こ
の
人
の
考
え
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
、フ
ェ
ー

ス
ブ
ッ
ク
で
伝
え
た
ほ
う
が
刺
さ
る
の

だ
」、
と
主
人
公
・
絢
子
は
考
え
る
の
だ

が
、
な
る
ほ
ど
ね
と
納
得
さ
せ
ら
れ
た
。

　

第
二
に
、
島
津
『
小
説　

古
事
記
』。

作
中
作
だ
が
、
そ
の
一
文
を
紹
介
し
て
い

葉
を
落
し
秋
の
な
ご
り
の
菊
の
花
茜
の
ト
ン
ボ
休
ま
せ
て
を
り

千
切
れ
雲
映
す
水
面
に
枯
れ
葉
浮
き
川
辺
の
秋
は
今
た
け
な
は
に

守
永　

和
久

鹿
児
島
の
火
の
山
今
も
噴
煙
を
黒
く
靡な

び

か
せ
東
に
流
る

太
陽
は
西
の
彼
方
の
天
草
へ
今
日
を
飲
み
込
み
海
へ
沈
み
ぬ

河
内　

徹
夫

告
げ
ら
れ
し
検
査
結
果
は
「
良
」
と
言
ふ
喜
び
の
ひ
と
日
空
は
澄
み
た
り

こ
の
国
に
四
季
あ
る
如
く
人
の
世
は
紆
余
曲
折
あ
り
と
傘
寿
に
思
ふ

中
村
美
喜
子

観
光
の
昭
和
新
山
帰
り
道
手
を
添
え
し
人
今
は
い
ず
こ
に

函は
こ
だ
て

館
山
で
熊
笹
道
を
分
け
入
れ
ば
帰
り
は
友
と
談
笑
つ
き
ぬ

西　
　

武
喜

秋
冷
え
に
日
溜
り
の
な
か
こ
の
頃
は
夫
と
共
々
日
々
を
愛
で
を
り

蝶
た
ち
は
フ
ジ
バ
カ
マ
好
き
と
聞
き
た
れ
ど
吾
が
庭
咲
く
を
知
ら
ざ
り
し
か
な

釜
田　
　

操

生
う
け
て
人
の
命
は
儚
き
も
の
よ
短
い
命
も
長
寿
の
人
も

世
の
為
に
人
の
為
に
と
生
き
て
来
た
我
が
人
生
に
悔
い
は
な
け
れ
ど

緒
方　

保
正

集
い
た
る
法
事
の
人
々
老
い
深
く
話
し
繋
ぐ
も
噛
み
合
わ
な
く
て

突
然
の
訃
報
に
吾
は
動
揺
す
深
く
眠
れ
ず
し
ば
し
ま
ど
ろ
む中

原　

康
子

電
木
を
稲
刈
り
終
え
て
取
り
去
れ
ば
何
処
で
聞
い
た
か
猪
の
影
な
し

紅
葉
の
五
木
見
た
く
て
来
て
み
れ
ば
人
の
影
な
く
風
も
寂
し
く

三
原　

光
代

弓
張
り
の
輝
き
増
し
て
西
空
に
わ
が
逝
く
先
も
斯か

く
あ
り
た
し
と

満
月
の
輝
き
増
し
て
沈
み
行
き
静し

じ
ま寂

を
裂
き
て
暁あ

け

烏が
ら
すの

声
橋
詰　

了
一

湧
き
出
づ
る
霧
に
街
並
み
沈
み
ゆ
き
静
寂
の
中
に
溶
け
て
ゆ
き
た
り

年と

し齢
故
か
臨
終
場
面
の
テ
レ
ビ
見
つ
我
が
あ
り
よ
う
を
重
ね
て
を
り
ぬ

堀
田　

英
雄

鶺せ

き

れ

い鴒
短
歌
会
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
詠
草
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12
月
８
日
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議
）
の
「
後
世
に
残
し
た
い
〝
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20

選
〟」
の
一
つ
に
、地
元
の
現
役
鉄
道
「
肥
薩
線
」
が
選
定
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
２
０
１
５
年

に
「
九
州
山
口
の
近
代
化

産
業
遺
産
群
」
が
世
界
文

化
遺
産
に
選
ば
れ
た
際
に
、

当
方
（
肥
薩
線
産
業
遺
産

に
関
わ
っ
た
側
）
と
し
て

は
、
な
ぜ
「
九
州
山
口
の

～
」
世
界
遺
産
に
肥
薩
線

が
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
と

地
団
駄
を
踏
ん
だ
思
い
が

蘇
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

そ
の
時
に
思
っ
た
の
は
、
な
ぜ
、
こ
の
旧
鹿
児
島
本
線
、
今
の

肥
薩
線
を
九
州
山
口
の
世
界
遺
産
構
成
か
ら
は
ず
し
た
の
か
（
は

ず
さ
れ
た
の
か
？
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、時
代
区
分
、内
容
範
囲
、

地
域
分
布
他
か
ら
地
方
の
鉄
道
が
扱
い
に
く
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
と
推
測
す
る
が
、
恐
ら
く
遺
産
選
定
メ
ン
バ
ー
の
中
に
こ
の
肥

薩
線
（
旧
鹿
児
島
本
線
）
の
存
在
を
知
る
（
意
識
す
る
）
も
の

が
居
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
日
本
の
近
代
化
遺
産
群
を
底
支

え
し
た
の
は
、
実
は
鉄
道
を
中
心
と
し
た
当
時
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

遅
れ
馳
せ
で
は
あ
る
が
、
今
回
改
め
て
イ
コ
モ
ス
の
「
日
本
の

20
世
紀
遺
産
20
選
」に
、こ
の
肥
薩
線
が
選
ば
れ
た
意
義
と
し
て
：

熊
本
産
業
遺
産
研
究
会
　
松
本
晉
一

後
世
に
残
す
べ
き〝
鉄
道
産
業
遺
産
・肥
薩
線
〟の
そ
の
意
義

＝
日
本
の
20
世
紀
遺
産
に
肥
薩
線
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
＝

「肥後球磨川一勝地橋の光景」
（人吉市鍋屋本館蔵）

線
に
は
、
こ
の
５
つ
の
価
値
付
け
が
考
え
ら
れ
る
が
、
来
年
、

２
０
１
８
年
（
平
成
30
）
６
月
は
、
こ
の
路
線
が
人
吉
駅
ま
で

開
通
し
て
１
１
０
周
年
目
を
迎
え
る
。
改
め
て
、
こ
の
肥
薩
線
の

開
発
と
造
成
、
こ
れ
ま
で
の
維
持
保
存
な
ど
、
こ
れ
ら
に
関
わ
っ

た
人
た
ち
の
リ
ス
ト
を
明
ら
か
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
来
年
12
月
に
は
併
せ
て
九
州
自
動
車
道
開
通
30
周
年

を
迎
え
る
。
こ
れ
ら
の
陸
路
開
発
、
発
展
の
機
運
が
、
こ
の
人
吉

球
磨
・
熊
本
の
教
育
や
観
光
の
資
源
価
値
見
直
し
の
節
目
と
な

れ
ば
と
考
え
る
。
今
回
、
こ
の
当
時
の
鉄
道
の
重
要
性
と
肥
薩
線

の
そ
の
存
在
価
値
が
、
イ
コ
モ
ス
の
〝
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
〟

に
よ
っ
て
改
め
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
、
共
に
喜
び
た

い
。

（
参
考
資
料
）

*

２
０
０
７
年
度
・
産
業
考
古
学
会
全
国
大
会
（
北
九
州
市
）
研
究
発

表
「
肥
薩
線
に
見
ら
れ
る
鉄
道
産
業
遺
産
の
現
況
」

*

２
０
１
１
年
度
産
業
考
古
学
会
全
国
大
会
（
熊
本
市
）
研
究
発
表

「
１
０
０
年
前
の
〝
人
吉
駅
発
着
時
間
表
〟、
そ
の
産
業
遺
産
的
価
値
」

【
ま
つ
も
と
・
し
ん
い
ち
／
人
吉
市
】

１
、
当
時
の
鉄
道
技
術
が
、
こ
れ
ま
で
の
外
国
人
の
手
を
離
れ
た
、

日
本
人
独
自
の
鉄
道
技
術
の
粋
を
集
め
た
日
本
初
の
鉄
道

路
線
で
あ
る
こ
と

２
、
青
森
か
ら
九
州
ま
で
の
日
本
最
初
の
縦
貫
幹
線
・
鹿
児
島

ル
ー
ト
で
あ
り
、
明
治
期
の
各
種
の
鉄
道
技
術
が
、
総
体

的
に
こ
の
路
線
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

３
、
南
九
州
地
域
と
中
央
を
結
ぶ
、
重
要
な
交
通
運
輸
の
大
動

脈
路
線
と
し
て
日
本
の
産
業
発
展
へ
貢
献
し
た
こ
と

４
、２
０
１
５
年
に
「
九
州
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
が
世

界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
が
、
こ
の
九
州
山
口
の
構

成
遺
産
を
下
支
え
し
た
の
が
、
明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）

に
人
吉
ま
で
開
通
し
た
九
州
線
（
明
治
40
年
に
九
州
鉄
道

よ
り
国
営
化
）、
そ
の
後
の
鹿
児
島
本
線
で
あ
る
こ
と

５
、
そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
そ
れ
に
携
わ
っ
た
人
々

で
あ
る
。
こ
の
鉄
道
路
線
の
協
議
、
選
択
、
決
定
、
工
事
、

予
算
措
置
、
完
成
等
と
、
そ
し
て
平
成
の
今
日
ま
で
の
維

持
管
理
で
あ
る
。

　

以
上
、
イ
コ
モ
ス
の
20
世
紀
遺
産
の
選
定
に
あ
た
り
、
肥
薩
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問４、小山勝清について次の文章は正しいか。正しいときには○、誤っている
　　　ときには×をつけよ（例：勝清は五木村の出身である。×）

①勝清は済々黌を卒業した。（　　）
②勝清は柳田國男と面識がない。（　　）
③勝清は片山宣と面識がない。（　　）
④勝清は反禁酒運動を進めた。（　　）
⑤勝清には息子はない。（　　）
⑥勝清の父親は国会議員であった。（　　）
⑦勝清の最後の著作は『在る村の近世史』である。（　　）
⑧勝清は浄土真宗本願寺派に帰依していた。（　　）
⑨勝清は熊本大学医学部附属病院で死亡した。（　　）
⑩勝清の墓は東京都にある。（　　）

問５、写真をみて問い答えよ。
　①芦北町と津奈木町の間にある。隧道名を答えよ

答（　　　　　　　）

　②錦町にある遺跡名をを答えよ

答（　　　　　　　）

※答え合わせは次号でおこないます。前回の答え合わせは86 頁で。
★全問正解者には抽選で弊社の書籍をプレゼントします。ハガキ又は封書で弊社ま

で解答をお送りください。

問１　横綱になった力士名をかけ（例：大鵬）

①（　　　　　　）

②（　　　　　　）

③（　　　　　　）

④（　　　　　　）

⑤（　　　　　　）

⑥（　　　　　　）

⑦（　　　　　　）

⑧（　　　　　　）

⑨（　　　　　　）

⑩（　　　　　　）

問２　「元号」の例をかけ（例：昭和）

①（　　　　　　）

②（　　　　　　）

③（　　　　　　）

④（　　　　　　）

⑤（　　　　　　）

⑥（　　　　　　）

⑦（　　　　　　）

⑧（　　　　　　）

⑨（　　　　　　）

⑩（　　　　　　）

問３、 坂本（八代坂本町）の製紙工場の創始者４人の名前をかけ
①（　　　　　　）

②（　　　　　　）

③（　　　　　　）

④（　　　　　　）

くまがわ学習塾　⓬



87  くまがわ春秋　Vol.21　2017.12.15 86くまがわ春秋　Vol.21　2017.12.15

　

村 

上 

鬼 

拳

鈍
感
力　

よ
か
政
治
家
に
な
り
お
っ
て

退
屈　

ち
ょっと
此
の
世
に
出
て
来
ん
か

ア
ラ
ア
ラ　

若
先
生
て
思
う
た
ら

ア
ラ
ア
ラ　

寝
息
聞
か
せ
に
お
い
で
た
か

お
生
憎　

そ
ん
な
女
に
見
え
ま
し
て

退
屈　

エ
ー
ゲ
海
ま
で
来
て
み
た
が

お
墨
付
き　

見
た
ば
っ
か
り
で
多
産
系

嘘
半
分　

医
者
の
立
場
も
づつ
な
か
つ

旅
は
道
づ
れ　

恋
の
落
ち
と
る
か
も
知
れ
ん

ス
リ
ム
ね
え　

借
り
入
れ
預
貯
金
も
無
か
つ

【
む
ら
か
み
・
き
け
ん
／
人
吉
市
】

問１　球磨川の瀬の名前を書け。（例：二股の瀬）
① 那良の瀬
② 修理の瀬
③ 網場の瀬
④ 高曽の瀬
⑤ 高音の瀬
⑥ 瞽女（御膳）岩の瀬
⑦ 小石の瀬
⑧ 清水の瀬
⑨ 犬帰の瀬
⑩ 宮の瀬

問２　球磨川流域の古墳名を書け。（例：亀塚古墳）
① 四つ塚（三つ塚）古墳群
② 城ケ峰横穴古墳群
③ 京ケ峰古墳群
④ 大村古墳群
⑤ 小鼠蔵島古墳

問３、 自治体の鳥の名前を書け。（例：五木村（メジロ））
①　水上村（　セキレイ　）
②　多良木町（　指定セズ　　）
③　錦町（　ホオジロ　）
④　山江村（　メジロ　）
⑤　相良村（　セキレイ　）
⑥　人吉市（　ウグイス　）（　ヤマセミ　）
⑦　球磨村（　カワセミ　）
⑧　芦北町（　指定セズ　）
⑨ 八代市（　カワセミ　）
⑩　あさぎり町（　ヒバリ　）

問４、写真をみて問い答えよ。
　①祭り名を答えよ　答（　妙見祭　）
　②ダムの名前を答えよ　（　瀬戸石ダム　　）
　③観音像の名前を答えよ　答（　秋月観音　）

前号【くまがわ学習塾⑪の答え】
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今
年
の
秋
に
開
か
れ
た
「
人
吉
・
球
磨
美
術

（
絵
画
）
連
盟
」
の
第
３
回
作
品
展
を
振
り
か

え
り
、
地
域
文
化
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

　

同
連
盟
（
宮
村
宏
代
表
）
は
、
美
術
の
愛
好

家
が
気
軽
に
作
品
を
発
表
し
、
広
く
交
流
す
る

こ
と
を
目
的
に
２
０
１
５
年
の
３
月
に
発
足
、

地
元
の
美
術
文
化
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

今
回
も
、
一
般
会
員
の
ほ
か
、
人
吉
高
等
学

校
、
球
磨
工
業
高
等
学
校
ら
の
作
品
も
展
示

さ
れ
、
幅
広
い
層
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

今
年
の
「
人
吉
・
球
磨
美
術
（
絵
画
）
連
盟
展
」
よ
り

美
術
展
望

人吉スポーツパレスで９月22日〜 24
日に開催された

「静」段村一美

「武原はん」坂本福治

「青い空　遠い海」宮村 宏

「生々流転」堀田英雄

「水蝕」五島秀昭

高校生の作品
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https://www.facebook.com/groups/1805562046390300/

永田満徳選評・向瀬美音訳

このコーナーは、「二行書きに
よる〈切れ〉と〈取り合わせ〉
を取り入れた Haiku」を提案し
ている『俳句大学』facebook
ページからの転載です。

【ながた・みつのり／俳人協会会員、熊本市】

俳句大学
Haiku University

今月の秀句
Selected Haiku of this Month

Haiku Column❿

Sara Masmoudi
●
lisant mon bilan
grand ciel bleu d'automne
【Commented by Mitsunori Nagata】
Nous pouvons comprendre le bon 
résultat des examens qui chasse les 
inquietudes par un ciel clair d'automne. 
Ceci est un très bon Toriawase.

サラ
●
検査結果を見る
秋の広い青い空 
〔永田満徳評〕
検査に対する不安感を吹き払う
良好な診断の結果であったこと
が晴れた秋空で理解できる。こ
れこそが取り合わせである。

Elhoucine Bouhlou
●
Bec du colibri dans une fleur
l'avion de chasse fait le plein en plein vol 
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Le Toriawase du bec du colibri et de 
l'avion de chasse est extraordinaire et 
cela donne une atmosphere de menace.

エルチン ブロ　
●
花の中のはちどりのくちばし
戦闘機は空一杯に飛ぶ
〔永田満徳評〕
はちどりの長いくちばしと戦闘
機の先鋭な機首との取り合わ
せがみごとで、いかにも風雲急
を告げる雰囲気を醸し出してい
る。

Valerie Baudet
●
Larmes de cristal
 L'hiver pendu aux gargouilles 
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Larmes de cristal brillantes pendant 
des gargouilles qui ont des formes de 
monstres, représentent exactement 
l'hiver.

バレリー ボデ
●
つらら
冬はガーゴイルにぶら下がっている
〔永田満徳評〕
怪物などをかたどったガーゴイル
（吐水口）に「つらら」がきら
りと光りながら垂れ下がっている
様はまさしく冬そのものである。

その❹

ち
ゃ
あ
っ
て
、
食
い
ぎ
ゃ
な
ん
と
で
、
美

し
ゅ
ぅ
は
あ
っ
た
ぃ
ど
ん
が
、
他
に
ゃ
何

ん
の
為
に
も
な
ら
じ
ゃ
っ
た
。

　

そ
ん
カ
ズ
ラ
ん
節
ん
所
っ
を
ば
良
ぅ

見
れ
ば
、
他
ん
節
ん
倍
ば
っ
か
り
、
膨

れ
と
っ
所
ん
あ
っ
で
良
ぅ
見
れ
ば
ノ
コ
ク

ズ
ん
く
た
っ
と
ん
出
と
っ
で
、
膨
れ
と
っ

所
っ
を
ば
二
寸
ぐ
り
ゃ
で
う
ち
切
っ
て
、

集
め
と
っ
て
、
メ
ジ
ロ
ん
食
わ
せ
た
っ
、

イ
ヲ
釣
り
ん
餌
ん
し
お
っ
た
。

　
カ
ワ
ム
シ

　

ウ
ゥ
カ
ワ
（
球
磨
川
）
に
ゃ
ア
ブ
ラ

メ
や
ヤ
ン
モ
ト

ん
す
く
の
ぅ
し

て
、
ハ
エ
や
イ

ダ
の
良
ぅ
食
ら

い
お
っ
た
ぃ
ど

ん
が
、
ナ
ガ
ン

ゴ
（
永
野
川
）
で
良
ぅ
使
い
お
っ
た
ミ

ミ
ズ
ん
餌
じ
ゃ
あ
ん
ま
っ
と
し
ゃ
が
食
ら

わ
ん
じ
ゃ
っ
た
で
、
瀬
の
早
か
膝
ぐ
り
ゃ

ん
深
さ
ん
所
け
ぇ
入
っ
て
い
た
ぁ
て
、
五

寸
ぐ
り
ゃ
ん
石
ば
、
引
き
起
け
ぇ
て
上

げ
て
見
れ
ば
、
そ
ん
石
ん
ぐ
る
り
ん
小

み
ん
か
砂
利
ば
コ
ブ
ん
糸
ん
ぐ
た
っ
と

で
、
ひ
っ
付
け
た
と
ん
有
っ
で
、
開
け

て
見
れ
ば
、
一
寸
ば
っ
か
り
ん
黒
か
ム

シ
出
て
く
っ
で
、
こ
ん
ム
シ
ば
「
か
わ

む
し
」
て
言
い
お
っ
た
。

　

水
ん
中
き
ゃ
お
っ
で
と
思
う
て
、
カ

ン
ズ
メ
ん
殻
に
水
ば
入
れ
て
と
っ
と
け

ば
、
じ
き
に
ゃ
う
っ
死
ん
お
っ
て
、
そ
ん

代
わ
り
ん
乾
い
た
砂
や
ノ
コ
ク
ズ
ん
中

き
ゃ
入
れ
と
け
ば
、
元
気
よ
ぅ
し
と
っ
た

で
、
要
っ
し
こ
ず
つ
取
っ
ち
ゃ
釣
り
ん
餌

ン
し
た
。

【
ま
つ
ふ
ね
・
ひ
ろ
み
つ
／
青
井
阿
蘇

神
社
・
文
化
苑
「
童
遊
館
」】

　
カ
ズ
ラ
ム
シ

　

シ
ィ
カ
ン
ボ
（
ス

イ
バ
）
に
ウ
シ
シ
ィ

カ
ン
ボ
（
ギ
シ
ギ

シ
）
ち
ゅ
ぅ
と
ん

あ
っ
て
、ガ
ネ
ブ（
ヤ

マ
ブ
ド
ウ
）
に
も

ウ
シ
ガ
ネ
ブ
（
ノ

ブ
ド
ウ
）
ち
ゅ
う
と
ん
あ
っ
て
、
ど
っ
ち

と
め
ぇ
「
ウ
シ
」
ん
付
く
ほ
う
は
、
食

い
き
ゃ
な
ん
じ
ゃ
っ
た
。

　

霜
ど
ん
降
り
れ
ば
、
ガ
ネ
ブ
も
甘

も
ぅ
な
っ
お
っ
た
で
、
ナ
ン
テ
ン
ぐ
り
ゃ

ん
太
さ
ん
、紫
黒
ん
熟
れ
た
実
ば
口
い
っ

ぴ
ゃ
ん
い
れ
て
、
種
ば
プ
ッ
プ
ッ
飛
ば

き
ゃ
ぁ
て
、
ウ
シ
ガ
ネ
ブ
ん
カ
ズ
ラ
ば

見
っ
け
て
さ
る
く
。

　

ウ
シ
ガ
ネ
ブ
ん
実
は
ガ
ネ
ブ
よ
ま
ぁ

太
ぅ
し
て
、
そ
ん
実
も
ど
ぎ
ゃ
な
色
で
っ

絵と文／松舟博満
おっとわっとあすび その❿
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今
年
は
事
務
所
の
移
転
で
、
て
ん
て

こ
舞
い
、
ま
だ
完
全
に
片
づ
い
て
は
い
な

い
が
、
取
り
あ
え
ず
年
の
暮
れ
で
あ
る
。

本
誌
の
発
行
も
試
行
錯
誤
の
中
で
、
四
苦
八
苦
で
あ
る
が
、
多
く
の

執
筆
陣
に
支
え
ら
れ
て
今
年
最
後
の
号
を
送
り
出
す
。
★
さ
て
こ
の

一
年
の
日
本
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
自
動
車
メ
ー
カ
の
不
正
検
査
発

覚
後
、
相
次
ぐ
デ
ー
タ
改
竄
や
不
正
が
明
ら
か
に
な
り
、
日
本
の

産
業
界
の
品
格
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
時
に
思
い
出
す
の
が
、

人
吉
市
出
身
の
品
質
管
理
学
者
で
あ
る
佐
々
木
脩
氏
（
１
９
２
５

〜
）
の
言
葉
。「
経
営
は
真
善
美
聖
の
価
値
を
自
分
と
企
業
と
社
会

の
た
め
に
つ
く
る
こ
と
」
と
著
書
の
中
で
記
し
、
人
間
と
し
て
社
会

人
と
し
て
、
誠
実
に
仕
事
に
取
り
組
み
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
正
直

者
が
馬
鹿
を
見
る
社
会
で
は
悲
し
い
。
★
さ
て
来
年
は
、
明
治
改

元
か
ら
１
５
０
年
、
様
々
な
こ
と
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
流
域

が
元
気
に
な
り
、
読
者
の
皆
様
が
良
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
、
今
年
の
結
び
と
し
た
い
。（
ま
）

　
編
集
後
記

〒
８
６
８
─
０
０
１
５

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
１
４
３
６
︱
４
の
３
号

人
吉
中
央
出
版
社
「
く
ま
が
わ
春
秋
」
編
集
部

info@
hitoyoshi.co.jp

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
９
６
６
・
23
・
３
７
５
９

　イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

12
月
16
日
（
土
）

▽
求
麻
郷
土
研
究
会
12
月
例
会
「
五
木
村
南
部
文
化
財
調
査
」

12
月
17
日
（
日
）

▽
第
65
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会
（
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
小

学
校
ス
タ
ー
ト
、
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
・
ゴ
ー
ル
）

12
月
19
日
（
火
）

▽
人
吉
市
議
会
12
月
定
例
会

　採
決
・
閉
会

12
月
20
日
（
水
）

▽
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
命
の
授
業
」（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

▽
八
代
市
議
会
12
月
定
例
会

　採
決
・
閉
会

12
月
23
日
（
土
）
天
皇
誕
生
日

▽
田
舎
の
体
験
交
流
館
さ
ん
が
う
ら
「
収
穫
祭
」（
球
磨
村
）

12
月
24
日
（
日
）

▽
人
吉
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
大
会
（
人
吉
市
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
）

12
月
27
日
（
水
）

▽
球
磨
川
下
り
「
竿
納
め
」（
人
吉
発
船
場
）

12
月
28
日
（
木
）

▽
官
庁
御
用
納
め

１
月
１
日
（
月
）
元
旦

１
月
３
日
（
水
）

▽
人
吉
市
成
人
式
（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

１
月
４
日
（
木
）

▽
官
庁
御
用
始
め

１
月
７
日
（
日
）
七
草

▽
八
代
市
成
人
式
（
八
代
市
厚
生
会
館
）

１
月
８
日
（
月
）
成
人
の
日


